
取扱説明書

VSA-AX10i
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お買い上げいただきました製品についての｢お客様登録｣をお願いいたします。

ご登録いただきますと、プレゼントや懸賞商品が当たるキャンペーン/イベン

ト情報や各種製品情報などのご案内をさせていただきます。

また、ご登録いただきますとIDが発行され、お役に立つ情報満載のお客様専用

ページにアクセスすることができます。

ご登録は上記URLにアクセスしてご利用ください。

お客様登録のご案内

AV マルチチャンネルアンプ

新規登録されたお客様には、毎月
プレゼントを抽選にて差し上げて
おります。詳しくは、上記URLに
アクセスしてください。



警告
〔異常時の処置〕
● 万一煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状

態のまま使用すると火災・感電の原因となります。すぐ
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。煙が出なくなるのを確認
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理
は危険ですから絶対おやめください。

安全上のご注意　付属の「安全上のご注意」もお読みください

● 万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか
ら抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

● 万一内部に水や異物等が入った場合は、まず機器本体の
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災・
感電の原因となります。

プラグを抜け

プラグを抜け

プラグを抜け

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し
くお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい
ます。その表示と意味は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

安全に正しくお使いいただくために

このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の「安全上のご注意」は
必ずお読みください。
なお、「取扱説明書」および「安全上のご注意」は「保証書」、「ご相談窓口･修理窓口のご案内」と一緒
に必ず保管してください。

警告
この表示を無視して、誤った取り扱
いをすると、人が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容を示し
ています。

この表示を無視して、誤った取り扱
いをすると、人が傷害を負う可能性
が想定される内容および物的損害の
みの発生が想定される内容を示して
います。

注意

絵表示の例
　記号は注意（警告を含む）しなければなら
ない内容であることを示しています。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は
感電注意）が描かれています。

　記号は禁止（やってはいけないこと）を示
しています。
図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の
場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は行動を強制したり指示する内容を
示しています。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は
電源プラグをコンセントから抜け）が描か
れています。
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単3形アルカリ乾電池
（LR6)×4

電源コードリモコンクッション
×4

タッチペン
（リモコン裏面に挿
入されています）

付属品を確認する

リモコン
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• リファレンスキャリブレーションディスク
• マルチチャンネルオーディオ用
スピーカーセッティングガイド

• 取扱説明書（本書） • 安全上のご注意
• ご相談窓口・修理窓口のご案内 • 保証書

オートセットアップ
マイク

設置について

放熱性を十分に確保してください。異常発熱は故障や事

故の原因となります。

• 本機の上に物を置いたり、布やシートなどを被せた状

態でのご使用は絶対にお止めください。

• ラック等に設置する場合は、上部に20cm以上空間を

あけてください。

本機�

20cm以上離す��

リモコンの準備
リモコンに電池を入れる
本機のリモコンはLCD表示をするため、4本とも新しいアルカリ乾電池をお使いください。

電池を交換した場合は、リモコンのタッチセンサーパネルの調整が必要です（\4）。

1 2 3
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電池を誤って使用すると、液漏れしたり

破裂する危険性があります。以下の点に

ついて特にご注意ください

• 新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使用しな
いでください。

• 乾電池のプラスとマイナスの向きを電池ケースの
表示どおりに正しく入れてください。

• 乾電池には同じ形状のものでも電圧の異なるもの
があります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しな
いでください。

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治
体の指示（条例）に従って処理してください。

リモコンの電池交換

電池の寿命は、通常の使用で1～３ヵ月です。

電池が消耗すると警告音が「ピッピッ」と鳴り、

LCD画面に警告表示を行います。

下記の画面が表示されたり、「リモコンの操作範

囲」（\^ ）が極端に狭くなってきたら電池を交

換してください。

Change Battery !! OK ?

SIZE AA, LR6SIZE AA, LR6

電池を交換する際は、なる

べく5 分以内に交換するこ

とをおすすめします。5 分

以内に交換しないと、各種

リモコン設定が解除される

可能性があります。

準備

ショートピン×2
（リアパネルに装着されています）

警 告�



4

リモコンの初期設定

本機のリモコンは、LCD画面に表示されるボタンを操作するタッチセンサー式になっています。リモコンを快

適に使って頂くための設定です。

BACKボタンを押すと前の画面に戻ります。
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Touch Panel Adjust

COMPLETE

BACK
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

➡
➡

BEEP OFF 1 2 3

LCD Commander

TOUCH PANEL
ADJUSTMENT

LCD CONTRAST

BACK

LCD TIMER : 10 SEC

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

5

6

リモートセットアップモードにする。

各種セットアップモードがリモコンに表示

されます。

LCDコマンダー画面を呼び出す。

タッチパネル調整画面を呼び出す。

４つの十字マークボタンの中心をすべて
を押す。

タッチポイントと画面ズレが正しく調整さ

れます。

「COMPLETE」（完了）と表示され、自動的

にLCDコマンダー画面に戻ります。

その他のリモコン設定をする。

LCD CONTRASTを調整
する。

（＋）を押すとLCD画面のコントラストが濃

く、（－）を押すと薄くなります。

LCD TIMERを調整する。

一定時間、ボタンが押されないとリモコンの画面表示が自

動的に消えます。画面表示が消えるまでの時間は、工場出

荷時の設定では1 0 秒になっていますが、＋/ －ボタンを

使って調整できます。ただし、リモートセットアップとシ

ステムセットアップ画面では60秒に固定されています。

BEEP（ボタンを押したと
きの確認音）を選択する。

ボタンを押したとき、または設定内容の送信を完了したと

きに発信音が「ピッ」と鳴ります。設定内容の送信を完了で

きなかった場合は「ピッピッ」と鳴ります。3種類のBEEP

音とOFF（BEEP音が鳴らない）がありますので、お好みで

選択してください。

設定を終了する。

Remote Setup画面に戻ります。

1
REMOTE
SETUP

2 LCD
COMMANDER

3 TOUCH PANEL
ADJUSTMENT

5

LCD CONTRAST

LCD TIMER : 10 SEC

6

BEEP OFF 1 2 3

BACK

準備

4
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特長

✧ 高音質・高S/N・全ch等価設計
•「コンセントレーテッド・ダイレクト・コンストラクション」採用：各回路ブロック間の信号相互干渉を徹
底的に排除した新構造。

•「3次元スペースフレーム」構造：強化板金ステイを立体的に組み合わせた高剛性化シャーシ構造。
•「強力電源部」：大電力供給を可能にした高レギュレーショントランス、大容量電解コンデンサー採用。
•「シンメトリカル・パワートレイン・デザイン」採用：全ch同一動作環境を成立させる新構造パワーアンプ。
•新デバイス「A.D.E. MOS FET(Advanced Direct Energy MOS FET)」開発：圧倒的な力感とハイスピー
ドな音を両立させる新出力デバイスを7ch全てに搭載。

•フル32ビット処理を実現：「True 32bit Tri Digital Signal Processing」高性能DSP処理ブロック。
•「フレキシブルA/Dシステム」方式：2chアナログ入力信号のデジタル処理に対し、高S/Nを保つ回路技術。
•「プリシジョン・ゲイン・マネージメント・ボリューム」：常時各増幅段のゲインを監視、最適なゲイン配
分を設定。マルチチャンネルアンプでは最高水準の高S/N比105dBを実現。（Multi Direct In時）

✧ i.LINK（アイリンク）端子搭載
i.LINKケーブルを1本接続するだけで、i.LINK端子を持つ機器間で、DVDビデオの音声はもちろん、従来は
5本のオーディオコードでアナログでしか接続できなかったDVDオーディオ*やSACDなどのマルチチャン
ネル音声までをも、デジタルのまま伝送することができます。
i . L I N KにてDVDオーディオ、SACD、CDの音声をデジタル伝送する場合、パイオニアではPQ L S
(Precision Quartz Lock System) というジッターレス伝送技術を使用しており、劣化のない状態でデジ
タル音声を伝送することが可能となります。
またi.LINKは、i.LINK端子を持つ機器間でデジタル音声だけでなく、接続した機器に対して、操作などの
データ信号も双方向で通信ができるシリアル伝送方式のインターフェースです。
i.LINKとi.LINKロゴ「 」は、ソニー株式会社の商標です。

*DVDプレーヤーが出力対応している場合に限ります。詳しくはプレーヤーの取扱説明書をお読みください。

✧ 音場補正技術と音質チューニング
•「MCACC(Multi-Channel Acoustic Calibration System)」搭載　（協力：エアースタジ
オ）：聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル（サラウンド）セットアップを自動
化。制作現場で行われる調整技術を家庭内で実現するため、音場を正確に測定、チャンネル
間の空間情報の歪みを補正。

•「エアースタジオ」のプロフェッショナルエンジニアとの共同音質チューニングを実施。

✧ 次世代を見据えた新規格・新デジタル・フォーマット対応
•「THX ULTRA2」（ルーカスフィルム社）規格認証：ハイクオリティーアンプの基準であったTHX ＵＬＴＲＡ
の次世代規格。「THX Surround EX」に加え7.1ch再生の表現力が飛躍的に高まるASA技術搭載。

•次世代マルチチャンネルフォーマット対応：6.1ch再生を可能にする「Dolby Degital EX」デコーダー、高
音質フォーマット「DTS96/24」デコーダー搭載。また、BSデジタル標準音声「MPEG-2 AAC」、「Dolby
Pro Logic ll」、「Dolby Digital EX」、「DTS Discrete」等にも対応。

•高画質デジタルフォーマット対応：「コンポーネントビデオ端子＆D4端子」装備。高画質プログレッシブ映像
（720p）に対応。

✧「パイオニアビデオコンバータ」搭載
接続の自由度を拡大し、伝送ロスの少ない接続も可能。（\w）

✧ 省エネルギー（待機時消費電力0.65W）設計

Advanced Multi-Channel Stereophonic思想

モノラルから2chへ、2chからマルチchへ。目指すもの、その進化の背景はリアルな立体音響（ステレ
オフォニック）の追求に他ならない。当社が長年培ってきたエクスクルーシヴを頂点とするオーディオ
技術の継承と、洗練されたデジタル技術によって、ハイクオリティーなマルチc h ソースに込められた
アーティストの熱意や魂まで伝わるリアルな空間を創出させる。

思想実現のための3ステップ 1 高音質・高S/N・全ch等価設計
2 音場補正技術の開発
3 スタジオエンジニアとの共同音質チューニングの実施
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ホームシアター入門 ～デジタルサラウンド
体験への近道～

Step1

ホームシアター入門のメニュー

Step1

デジタルサラウンド体験への近道

1 DVDプレーヤーとモニターTVの接続

2 スピーカーの設置と接続\9

3 DVDのデジタルサラウンド再生\0

Step2

オートサラウンドセットアップで
ワンランク上のサラウンドへ

1 付属のマイクを接続する\!

2 オートサラウンドセットアップ
（自動音場補正）の実行\@

3 測定結果の確認\$

4 より深くサラウンドを楽しむために
\$

1 DVDプレーヤー　　　　　　　　　　　　　　　　
とモニターTVの接続 （　　　　　   　　　　　 ）機器の接続を行う場合には必ず電源を切り、電源

コードをコンセントから抜いてください。

同軸ケーブル

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

RS-232C

CR/PR

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

1
IN

2
IN

3
IN

1
IN

2
IN

3IN

Y Y

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

2IN

(DVD
    /LD)1IN

IN 

入力設定
変更可能

入力の設定をしてください

REC

INOUT

OUT
REC

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET

DIGITAL

POWER
AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

CONTROL

COMPONENT VIDEO

（AUDIO）S400

PRE OUT

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

用途設定変更可能

光ファイバーケーブル

(CD)

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

IN 3

(TV
       /DVD)

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

IN 

入力設定
変更可能

DVDプレーヤー
(DV-S757A)

光

デジタル出力

ビデオコード

MONITOR
OUT

映像入力

1 2

映像出力

ビデオコード

DVD
  /LD
  IN

IN

どちらか一方
のみで接続

光ファイバーケーブルで
DVDを接続するときは
デジタル入力の設定が
必要になります。　　80

i.LINK対応機器の接続（\s）または、その他のソース機器の接続は「接続」をご
覧ください。（\)）

• 同軸ケーブル(または光ファイバーケーブル)1本 • ビデオコード2本

• オーディオコード（モノラル）1本 • スピーカーコード

用意していただくケーブル
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ホームシアター入門

2 スピーカーの設置と接続 （　　　　　　　　　　    ）

ここでの接続では、オーディオコード1本とスピーカーコードが必要です。

スピーカーは下図のように設置します。

上記ではスピーカー7本とサブウーファーを接続しています。それ以外の接続（例えばセンタース

ピーカー無し）の場合は、「スピーカーシステムの設定」\kでスピーカーの有り/無しを設定す

る必要がありますが、このまま手順に従い、「ホームシアター入門」step2\!にてオートサラ

ウンドセットアップを行うと、これらの設定も自動で行われます。

機器の接続を行う場合には必ず電源を切り、電源
コードをコンセントから抜いてください。

■SPEAKER（スピーカー）端子

1 線をねじる。 2 スピーカー端子をゆるめ、ス

ピーカーコードを差し込む。

3 スピーカー端子を締

めつける。

バナナプラグを接続す

ることもできます（詳し

くはプラグの説明書を

お読みください。）

フロント
スピーカー左(FL)

フロント左(L)へ

フロント右(R)へ

サラウンド左(LS)へ

サラウンド右(RS)へ

サラウンドバック左(SBL)へ

サラウンドバック右(SBR)へ

センター(C)へ

フロント
スピーカー右(FR)

オーディオコード
（モノラル）

センター
スピーカー(C)

パワード
サブウーファー

サラウンド
スピーカー右(RS)

サラウンド
スピーカー左(LS)

サラウンドバック
スピーカー左(SBL)

サラウンドバック
スピーカー右(SBR)

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

RS-232C

CR/PR

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

1
IN

2
IN

3
IN

1
IN

2
IN

3IN

Y Y

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

2IN

(DVD
    /LD)1IN

IN 

入力設定
変更可能

入力の設定をしてください

REC

INOUT

OUT
REC

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET

DIGITAL

POWER
AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

CONTROL

COMPONENT VIDEO

（AUDIO）S400

PRE OUT

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

用途設定変更可能

INPUT

1 2
PRE OUT

SUB W.

(Single)

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

L

· ª

R

L

R

L

R

Å

スピーカー設置に関する詳細は「スピーカーの配置

について」（\p）をご覧ください。

10mm

• 公称インピーダンスが6Ω～16Ωのスピーカーをご使用ください。
• スピーカーと本機のªおよび·端子どうしを正しく接続してください。

• スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出して

いないことを確認してください。芯線がリアパネルに接触したり、ªおよび·が接触すると保
護回路が働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。
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ホームシアター入門

3 DVDのデジタルサラウンド再生

本機の電源コードを接続し、本機の電源をONにします。

Aボタンを押して_ONにしてから Bボタンを押して電源をONにします。

DVDプレーヤー、テレビの電源をONにします。

テレビにある入力切換を本機の出力映像が表示されるように設定します。

INPUT SELECTORを回して、DVD/LDを選びます。（工場出荷時はDVD/LDです）

LISTENING CH SELECTボタンを押して再生チャンネル数を7.1chに切り換えます。
（工場出荷時は7.1chです）\/

LISTENING MODE SELECTORを回して「STANDARD」を選択します。（工場出荷時
はSTANDARDです）\/

DVDを再生します。

DVDソフトに複数の音声が収録されているときは、お好みの音声（例えば2DIGITALなど）

を選びます。詳しくはDVDプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。

音量を調整します。

STEP2へ進み、オートサラウンドセットアップでワンランク上のサラウンド再生をし
ましょう。

1

2

3

4

5

6

扉を開けるには

ドアパネルの下

側を軽く押して

ください。

表示内容はソースの種類や選択した

モードによって変わります。詳細は

「ディスプレイ」（\%）、「基本操

作」（\m）をご覧ください。

7

接続したスピーカーから音が出ない場合はもう一度最初から確認す

るか、「接続」（\)）、「基本操作」（\m）、「故障？ちょっと調

べてみてください」（\N101 ～N107 ）をご覧ください。

8

STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

INPUT SELECTOR

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－ ＋
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUME

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

3 A B 54

DIGITALDIGITAL

PRO LOGIC

2ch2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEGMPEG

DISC MTRXDISC MTRX

Neo :6Neo :6

OVER ATTOVER ATT

RDS RF ATT

MONOMONO

SP AB

L

LFELFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

7
DIGITAL

2ch2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEGMPEG

DISC MTRXDISC MTRX

Neo :6Neo :6

OVER ATTOVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG
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サブウーファー�

サラウンドスピーカー (左)

サラウンドスピーカー (右)

サラウンドバックスピーカー (右)

サラウンドバックスピーカー (左)

フロントスピーカー (右)

フロントスピーカー (左)

センタースピーカー�

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

本機のSETUP MICジャック�
に付属のマイクを差し込みます��

ホームシアター入門 ～オートサラウンドセットアップで
ワンランク上のサラウンドへ～

Step2

オートサラウンドセットアップで設定する
本機のオートサラウンドセットアップでは従来のマニュアル調整では難しかったさまざまな設定を、付属のマイ

クを使い自動で高精度に測定、設定することができます。

測定中はスピーカーからテストトーンが出力され、その音を付属のマイクが拾い、解析します。測定項目と全体

の流れは以下の通りです。

付属のマイクを接続する1

 初期測定（測定設備のチェック）
1 暗騒音（部屋の騒音）の測定
2 マイク感度の診断
3 各スピーカーの有り無し判定

まずは、ご使用になりたい
スピーカーシステムを選択します

 システム全体の解析測定
4 スピーカーシステム

（各スピーカーの低域再生能力判定）
5 スピーカーまでの距離

（最適なディレイ値を解析）
6 スピーカーの出力レベル

（各chの出力バランスを補正）
7 視聴環境の周波数特性

（出力音声の音色を統一）

システム全体の解析結果のチェック

セットアップ

マイク本体

➡

初期測定へ

➡

初期測定結果確認へ

スピーカーの有り無し判定結果の
ユーザー確認（または修正）

➡

音場補正へ

➡

システム全体の解析結果確認へ

テストトーンはやや大きな音なので、夜間の測定や小さなお子様は

リスニングルームに立ち入らせないなどご配慮ください。

測定中はリスニングポジションから

離れて、各スピーカーの外側からリ

モコンで操作を行ってください。

各スピーカーとマイクの間に障害物

がないことを確認してください。

（障害物があると正しく測定できま

せん）

合計3～8分
程度

サラウンドバック

スピーカー（右）
リスニングポジション

（耳の高さ）に設置します。

マイクを耳の高さに設置するには三脚を

使用すると便利です。三脚がない場合は

水平な台の上にのせて

ください。

接続したスピーカーの数など

によって異なります。
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以下はOSD画面（テレビ画面）です

ホームシアター入門

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

システムセットアップモードにする。
テレビ画面にセットアップメニューが表示され
ます。

5 ∞ ボタンで[Auto Surround Setup]を選んでENTER
ボタンで決定する。
オートセットアップになります。

設定するスピーカーシステムを2 3ボタンで「Normal
Surround」にする。
[Front Bi-Amp(5.1)]については「スピーカーシステムA/Bの

使いこなし」（\N91 ）をご覧ください。

5 ∞ ボタンで「Go Next」を選んでENTERボタンで決定する。
画面（または下記）の注意事項をよく読み自動測定の準備を

してください。

自動設定時における注意事項

・付属の設定用マイクを接続して、リスニングポジ
ションに設置してください。（TVモニターの近くには
設置しないでください）

・測定中は静かにしてください。
・スピーカーとリスニングポジションの間にある障害
物を取り除いてください。

・サブウーファーを接続している場合は電源を入れて

ボリュームを上げておいてください。

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

TV/
DVD

VCR1/
DVR

VCR2

VCR3

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

SAT

VIDEO

TV

TV
CONTROL

1

2

3

4 System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

1
AMP

2 SUB

3 SYSTEM
SETUP

4

5

Auto Surround Setup

Speaker System Select

[  Normal Surround  ]

[Go Next]
[Return]

5

6

オートサラウンドセットアップ(自動音場補正）の実行2

STANDBY/ON

ENTER

Î

4-10

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

6

• 設定の途中で静止画面を3分間放置すると自動的にシステムセッ
トアップを終了します。

• 自動測定中の静止画面（手順8の確認画面やエラーメッセージな
ど）を3分間放置したり、CANCELを行ったときはそれまでの
内容は設定されません。

• リモコンを1 0 秒間（工場出荷時設定）操作しないと、リモコンの
画面は自動的に消える仕様になっています。操作中に画面が消え
てしまったときは再度、画面のどこかをタッチしてください。

タッチペン� • 本機はタッチペンにより、リモコン
のタッチ操作を確実に行うことがで
きます。タッチペンはリモコン裏側
に差し込まれています。

Auto Surround Setup

Speaker System Select

[ Normal Surround ]

[ Go Next ]
[Return]

～ご注意～

手順7にてENTERボタンを押し、オートサラウン
ドセットアップを開始すると数秒後にテストトーン
が大きな音で出力されます。0dBになってからマス
ターボリュームを下げることでテストトーンの音を
小さくすることもできますが、正しく設定されない
場合があります。小さなお子様が近くにいる場合な

どはご注意ください。
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5 ∞ ボタンで[Start]を選びENTERボタンで決定する。
オートサラウンドセットアップが開始されます。まずは初

期測定（測定設備チェック）です。この自動測定は数十秒で

終わりますので、手順8 の画面になるまでしばらくお待ち

ください。
「Ambient Noise」：暗騒音（部屋の騒音）の測定をします
「Microphone」：マイクの感度を診断します

「Speaker Level」：各スピーカーの有り無し判定をします

スピーカー有り無し判定結果の確認画面になります。

判定結果が合っている場合は5 ∞ ボタンで「OK,Go Next」
を選んでENTERボタンで決定します。

次の自動設定が始まります。手順9へお進みください。

判定結果が間違っていて、もう一度自動測定を試す場合は5

∞ ボタンで「Retry」を選んでENTERボタンで決定します。

手順7へ戻ります。

判定結果が間違っていて、手動で設定し直す場合は5 ∞ ボタ
ンで「ERR→Fix SP.」を選んでENTERボタンで決定します。

設定が間違っているチャンネルを5 ∞ ボタンで選び2 3ボタン

で正しい設定にします。

すべてのチャンネルを正しく設定したら5∞ボタンで

「OK,Go Next」を選んでENTERボタンで決定します。

判定結果で[ERR]が表示された場合は、接続を間違えてい
る可能性があります。[Retry]しても結果が同じような場
合は一度電源を切り、スピーカーの接続を確認してくださ
い。また、途中で測定エラーによる警告が表示されている
場合がありますので、そのときは画面の指示にしたがって
ください。

補正用測定が開始されます。

「Speaker Systems」：各スピーカーの低域再生能力判定
「Speaker Distance」：最適なディレイ値を解析
「Channel Level」：各chの出力バランスを補正
「Acoustic Cal EQ」：出力音声の音色を統一
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数によっ
て2～6分程度かかりますので、手順10の画面になるまで
しばらくお待ちください。

「!!F in ish! !」の画面が表示されたら自動測定は終了で
す。

次ページ　3　測定結果の確認にお進みください。

以下はOSD画面（テレビ画面）です

ホームシアター入門

9

   Check!!  
  FRONT [  YES  ]
  CENTER [  YES  ]
  SURROUND [  YES  ]
  SURR BACK [ YESX2]
  SUB WOOFER [  YES  ]

 [OK,Go Next]
 [Retry]
 [ERR  Fix  SP.]
 [Return  to  Menu]

 Auto Surround Setup
                          
        Now  Analyzing•••

 Surround  Analysis
 Speaker  Systems [OK]
 Speaker  Distance [OK]
 Channel  Level [OK]  
 Acoustic  Cal  EQ [OK]

 [Cancel]

8

10
10

7

8Auto  Surround  Setup

Please  Wait
 
 Caution!!

  Test  tone  is
       output  loudly.

[Cancel]

Auto Surround  Setup

•Connect  microphone
•Please  be  quiet
•Move  obstacles  away
•If  you  have  a  subwoofer

turn  power  on  and  
turn  volume  up

[Start]
[Cancel]

7

➡

自動的にボリューム
を0dBに設定

➡

測定画面へ

Auto  Surround  Setup
                
        Now  Analyzing •••

 Environment  Check
Ambient  Noise [OK]
Microphone [OK]
Speaker  Level [OK]  

[Cancel]

➡

確認画面へ

9

設定の途中でOSD画面に何かメッセージが表示された場合は「オートサラウンドセットアッ

プ（自動音場補正）のOSD画面メッセージの意味」（\N105 ）をご覧ください。

 Auto Surround Setup
                          
        !! Finish !!

 [ Data Copy ]  
 [ Check ]

 [ Return ]
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測定結果の確認

ホームシアター入門

3

Speaker  Systems Check
  
 ”  Normal  Surround  ”
   
 FRONT [ SMALL ]
   CENTER [ SMALL ]
   SURROUND [ SMALL ]
   SURR BACK [SMALLX2]
   SUB WOOFER [ YES ]

 [Next]    (  Back/Next  )
 [Return]

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
4

k
8

k
1

6
k

Acoustic  Cal  EQ  Check
  Target  Curve: ALL  CH  ADJ
   63Hz : -----dB
 LEFT 125Hz : +7.0dB
    SMALL 250Hz : -5.0dB
 500Hz : -3.5dB
   1 kHz : -5.0dB
   2 kHz : -6.5dB
   4 kHz : -3.5dB
   8 kHz : 0.0dB
 [Next] 16 kHz : +4.0dB
 [Return] TRIM : +6.0dB

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
4

k
8

k
1

6
k

Acoustic  Cal  EQ  Check
  Target  Curve: FRONT ALIGN
    63Hz : ----dB
 SURROUND L 125Hz : +6.0dB
    SMALL 250Hz : -1.0dB
  500Hz : -3.5dB
    1 kHz : -6.5dB
    2 kHz : -5.5dB
    4 kHz : -4.0dB
    8 kHz : 0.0dB
   [Next] 16 kHz : +3.0dB
   [Return] TRIM : +8.0dB

スピーカーシステム \k
（各スピーカーの低域再生能力判定）

視聴環境の周波数特性 \v
（出力音声の音色を統一）

ENTER

視聴環境の周波数特性 \v
（出力音声の音色を統一）

4 より深くサラウンドを楽しむために

1. さまざまな音場効果を加えることができます。
リスニングモード（\/～R）や「便利な音声再生用機能」（\Y）を使ってさまざまな

効果を加えることができます。

2. 快適にお使い頂くためにその他のさまざまな設定が可能です。
「System Setupの使いこなし」（\N79 ）をご覧になり、必要に応じて細やかな設定を行って

ください。

➡
ENTER

➡
ENTER

➡
ENTER

➡
1 5∞ ボタンで［CHECK］を選びENTERボタン（ ENTER ）を押す。設定された内容を以下の順に

確認する。
・１つ前の画面や先の画面を表示したいときは2または3を押します。

・途中で確認画面を終了するときは5∞ ボタンで[Return]を選びENTERボタンを押します。

5 ∞ ボタンで[Exit]を選びENTERボタンを押す。
System Setupが終了し、通常動作に戻ります。

このとき、アコースティックキャリブレーションEQが自動的にALL CH ADJでONになり、

MCACCインジケーターが点灯します。

・再度設定内容を確認したいときは「音場補正の設定確認」（\j）をご覧ください。

2

　ALL CH ADJ補正

フロント左チャンネル

FRONT ALIGN補正

サラウンド左チャンネル

➡
ENTER

最後の画面で
ENTER  を押すと、
System Setup
メニュー画面に
戻ります。

・・・・・・・・・

2種類の補正カーブ

（ALL CH ADJと

FRONT ALIGN）に

ついて各チャンネル

の測定結果が順次表

示されます。

+1.5dB
+1.5dB
+2.0dB
-3.5dB
-1.5dB
+3.0dB
+2.0dB

+10.0dB

Channel  Level  Check
      
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
  [Next]     (   Back/Next   )
  [Return]

スピーカーの出力レベル \z
（各chの出力バランスを補正）

Speaker Distance Check
      
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
  [Next]     (   Back/Next   )
  [Return]

2 . 7 5 m
2 . 4 0 m
2 . 4 5 m
1 . 1 0 m
1 . 2 0 m
1 . 6 0 m
1 . 8 5 m
3 . 3 0 m

スピーカーまでの距離 \c
（最適なディレイ値を解析）
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各部の名称と主な働き

7 デジタルフォーマットインジケーター

（\N95 ～N97 ）

入力信号を示すインジケーター

ドルビーデジタル信号入力時に点灯

dts信号入力時に点灯

MPEG-2 AAC信号入力時に点灯

実際に行われている処理を示す

HOME THXモード選択時に点灯

EXマトリックス処理を行っている時に点灯

ESデコード（DTSディスクリートまたはDTSマ
トリックス）処理している時に点灯

EX、ES信号が入力されても実際にEX、ES処理が
されていないときは点灯しません。入力信号が
EX、ES信号かどうかは2プログラムフォーマット
インジケーターで示されます。

DTSディスクリート6.1処理している時に点灯

DTSマトリックス6.1処理している時に点灯

2プロロジックll処理している時に点灯

Neo：6処理している時に点灯

再生出力がフロント2ch（設定によってはサブウー

ファーも含む）のみの場合と、ヘッドホン挿入時に

点灯

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREO MONO

SP AB

L

LFE

TAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

1 2 6 73

54

1 SIGNAL SELECTインジケーター
（\.）
現在選択されている機器の入力信号の種類が点灯

します。

2 プログラムフォーマットインジケーター
2DIGITAL、DTS信号、MPEG-2 AACなどの圧

縮デジタル音声やDVDオーディオ、SACDが入力

された時にソースに含まれるチャンネルの情報を

点灯します。

L:左フロントチャンネル

C:センターチャンネル

R:右フロントチャンネル

LS:左サラウンドチャンネル

S:サラウンドチャンネル（モノラル）

RS:右サラウンドチャンネル

LFE:Low Frequency Effect（超低音の効果音）

チャンネル

（（（　）））:実際にLFE信号が入ってきたときに点灯

します。

「6.1再生検出信号」の入ったソースが再生される

と「LS」「S」「RS」の3つのインジケーターが点灯

します。

3 アナログ信号レベルインジケーター（\P）
OVER :アナログ入力信号のレベルが高すぎる時

に点灯します。

ATT:INPUT ATTモードがONのときに点灯しま

す。

4 TAPE2インジケーター （\P）
TAPE2 MONITOR機能がONのときに点灯しま
す。

5 スピーカーインジケーター （\N92 ）
現在選択されているスピーカーシステムが点灯し
ます。

6 キャラクター文字表示部
ボリュームレベルやリスニングモードなどの情報

を表示します。

DIGITAL

MPEG

MTRX

DISC 

PRO LOGIC

Neo :6

2ch PLAYBACK

ディスプレイ
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各部の名称と主な働き

リモコンの操作範囲

• リモコンと本機との間に障害物があったり、リモコン

受光部との角度が悪いと操作ができない場合がありま

す。

• リモコン受光部に直射日光や蛍光灯などの強い光が当

たると誤動作することがあります。

• 赤外線を発射する機器の近くで本機を使用したり、赤外

線を利用したほかのリモコン装置を使用したりすると、

本機が誤動作することがあります。逆にこのリモコンを

操作すると、他の機器を誤動作させることもあります。

30
30

7m

フロントパネル

STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

INPUT SELECTOR

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－ ＋
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUME

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

1 2 3 54 9 06 7 8

本機をリモコンで操作するときは、リモコ

ンをフロントパネルのリモコン信号受光部

に向けてください。

1 INPUT SELECTOR
入力ソースを選択します。

2 —OFF_ONボタン(主電源)
このボタンがOFF(— )の状態ではフロントパネル

およびリモコンでの操作ができません。

STANDBY/ONボタン
本機の電源を入れたり、スタンバイモードにしま

す。

3 STANDBYインジケーター
スタンバイモード時に点灯します。

4 リモコン受光部（\下記参照）
リモコン信号はここで受信されます。

5 ディスプレイ （\%）

6 MCACCインジケーター （\T）
Acoustic Cal EQがONのときに点灯します。ま

た、音場補正の自動測定中も点灯します。

7 i.LINKインジケーター
i.LINKケーブルで接続されているi.LINK対応機器

が選ばれているときに点灯します。

8 入力ファンクションインジケーター
選択している入力ファンクションのインジケー

ターが点灯します。入力設定をしていない i.LINK

対応機器が選ばれている場合は点灯しません。

9 リスニングモード切換ノブ （\,/）
ノブを回すことでリスニングモードを選択しま
す。リスニングモードによっては押して選ぶモー
ドもあります。

0 MASTER VOLUME
本機の音量を調節します。
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各部の名称と主な働き

1 ACOUSTIC CAL.ボタン （\T）
「視聴環境の周波数特性の補正」での設定をON/

OFFします。

2 MIDNIGHTボタン （\Y）
ミッドナイトリスニング機能をON/OFFします。

3 LOUDNESSボタン （\U）
ラウドネス機能をON/OFFします。

4 TONEボタン （\U）

BASS/TREBLEボタン

＋/－ボタン
トーンコントロール機能を設定するときに押します。

5 DIGITAL NRボタン （\Y）
デジタルノイズリダクションをON/OFFします。

6 INPUT ATT.ボタン （\P）
アナログ信号の入力レベルを減衰させるときに押

します。

7 EFFECT/CH LEVEL  （\xR）

SELECTボタン
サウンドディレイ機能、ADVANCEDモードのエ

フェクトレベル、出力レベルを調整するスピーカー

を選択するときに押します。

＋/－ボタン
サウンドディレイ時間やエフェクトレベル、チャンネ

ルレベルを調整します。

8 LISTENING CH SELECTボタン
再生チャンネルを5.1ch、7.1chまたはAUTOの

中から選びます（\/）。

5秒以上押すことでDUAL MONOの設定を切り換

えます （\O）。
Multi Channel In再生時は2ch入力か8ch入力を

切り換えます （\I）。

9 PHONES（ヘッドホン）端子
ヘッドホンを差し込む端子です。ヘッドホンを使用

すると、スピーカーから音声は再生されません。

0 SP SYSTEM A/Bボタン （\N92 ）
スピーカーシステムのAとBを切り換えます。

- SIGNAL SELECTボタン （\.）
入力信号の種類（i.LINK接続された機器/DIGITAL

/ANALOGなど）を切り換えるとき押します。

= VIDEO SELECTボタン （\D）
音楽を聞きながら他のファンクションのビデオ映

像をみたいときに押します。

~ TAPE2 MONITORボタン （\P）
TAPE2 MONITOR入力端子に接続されているテー

プデッキなどの音声を再生するとき押します。

! MULTI CH INPUT （DVD-A/SACD）ボ
タン （\I）
裏面のMULTI CH IN端子に接続した機器を再生

するときに押します。

@ SETUP MIC端子 （\!）
オートサラウンドセットアップを行う際、セット

アップ用マイクを差し込みます。

# VIDEO INPUT端子 （\y）
VIDEOファンクション用の接続端子です。（光デ

ジタル接続も可能です）

扉を開けるにはドアパネルの

下側を軽く押してください。

ACOUSTIC 
CAL.

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS DIGITAL NR SELECTINPUT ATT
LISTENING
CH SELECTTONE

TONE
BASS/TREBLE －� ＋�

EFFECT/CH LEVEL
－� ＋�

INPUT SELECTOR

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－ ＋
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

MASTER VOLUME

1 2 3

#9 0 - = ~ @!

4 75 6 8

フロントパネルドア内部
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各部の名称と主な働き

リモコン

1 STANDBY/ONボタン
 本体の電源をONまたはスタンバイ（OFF）にする
とき押します。

2 AMPボタン
リモコンをアンプ操作モードにします。

3 他機器操作ボタン
リモコンで他機器を操作するとき、または本機の
入力を切り換えるとき押します。

4 LCD画面
操作する機器に応じてさまざまな画面が表示され
ます。

5 REMOTE SETUPボタン （\G～N78 ）
リモコンの各種設定に使用します。

6 リモコンロックスイッチ （\(）
リモコンをロックします。通常は「US E」でお使い

ください。

7 TV CONTROLボタン （\L）
テレビを操作するボタンです。

8 INPUTボタン
入力ファンクションを順次切り換えます。

9 MASTER VOLUME+/－ボタン
本機の音量を調節します。

0 MUTINGボタン
音を一時的に消します。もう一度押すとミュー
トは解除されます。

- SYSTEM OFFボタン （\B）
あらかじめ設定したコマンドと、すべてのパイ
オニア機器の電源を切るとき押します。

= MULTI OPERATIONボタン （\C）
マルチオペレーションを実行するとき押します。

~ 5/∞/2/3/ENTERボタン
各種設定、メニュー画面で項目を選択したり、
決定するとき押します。

! LIGHTボタン （\(）
LCD画面のバックライトがON/OFFします。

1 Amplifier MAINボタン
リモコンをアンプメイン画面にします。

2 MIDNIGHTボタン （\Y）
ミッドナイトリスニング機能をON/OFFします。

MAIN画面 リモコンの画面を表示するにはLCD画面のどこかをタッチペンで押してください

+

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

LIGHT

INPUT

INPUT

TV
CONTROL

AV PRE-PROGRAMMED AND LEARNING REMOTE CONTROL UNIT
use lock

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

–

CH +

CH 

VOL +

VOL 

ENTER

Î

1 2 3 5 64 7

890-=~!

1

8 8

2 3 4 5 6 7

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier

3 DIGITAL NRボタン （\Y）
デジタルノイズリダクションをON/OFFします。

4 LISTENING MODEボタン （\/）
リスニングモードを選択するとき押します。

5 MULTI CH INボタン （\I）
MULTI CH IN端子に接続した機器を再生するとき
に押します。

6 LISTENING CH SEL.ボタン （\/）
再生チャンネル数の変更などに使用します（フロ
ントパネルドア内部8参照）。

7 ACOUSTIC CAL. ボタン（\T）
「視聴環境の周波数特性の補正」での設定をON/

OFFします。

8 ダイレクトファンクションインジケー
ター （\:）
ダイレクトファンクションがO Nになっている入
力にはこのマークが表示されます。
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各部の名称と主な働き

SUB画面 リモコンの画面を表示するにはLCD画面のどこかをタッチペンで押してください

1 Amplifier SUBボタン
リモコンをアンプサブ画面にします。

2 DISPLAY DIMMERボタン （\D）
本体のディスプレイの明るさを調整するとき押し

ます。

3 STATUSボタン （\F）
MIDNIGHTやDIGITAL NRなど選択されている

機能の情報を、ディスプレイとOSDに表示さ

せて確認したいときに押します。

4 SYSTEM SETUPボタン
音場補正や各種設定をするときに押します。

5 VIDEO SELECTボタン （\D）
音楽を聞きながら他のファンクションのビデオ映

像をみたいときに押します。

6 SPEAKER A/Bボタン （\N92 ）
スピーカーシステムのAとBを切り換えます。

7 LOUDNESSボタン （\U）
ラウドネス機能をON/OFFします。

8 TAPE 2 MONITORボタン （\P）
TAPE2 MONITOR入力端子に接続されているテー

プデッキなどの音声を再生するとき押します。

9 SIGNAL SELECTボタン （\.）
入力信号の種類を切り換えるとき押します。

0 INPUT ATT.ボタン （\P）
アナログ信号の入力レベルを減衰させるときに押

します。

- TONEボタン （\U）

BASS/TREBLEボタン （\U）
トーンコントロールを設定するときに押します。

= EFFECT/CH SEL.ボタン （\R）
サウンドディレイ機能、ADVANCEDモードのエ

フェクトレベル、出力レベルを調整するスピーカー

を選択するときに押します。

~ ＋/－ボタン （\RU）
サウンドディレイ時間、トーンコントロールやリ

スニングモードの効果、スピーカー出力レベルな

どを調整します。

~

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

1-

2

3 0

=

94

5 76 8

タッチペンとリモコンロックスイッチ

• タッチペンにより、リモコンのタッチ操作を確実

に行うことができます。

• 通常は「use」でお使いください。「lock」にすると
リモコンでのタッチ操作を禁止することができま

す。

リモコンロックスイッチ�

タッチペン�

リモコンクッション

付属のリモコンクッションを右図に示すリモコン

の脚に貼ってください。

リモコンライト

L IGHTボタンを押すことで、リモコンスクリーン
のバックライトがON/OFFします。お部屋が暗い
ときに、リモコンスクリーンを一時的に明るくす
ることができて便利です。

+

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

LIGHT

INPUT

INPUT

TV
CONTROL

AV PRE-PROGRAMMED AND LEARNING REMOTE CONTROL UNIT
use lock

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

–

CH +

CH 

VOL +

VOL 

ENTER

Î

LIGHTボタン
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接続

■D端子ケーブル

映像色差信号とフォーマット識別制

御信号を、1 つのコネクタで接続で

きるケーブルです。コンポーネン
ト映像ケー
ブルと同等
の映像品質を

楽しめます。

D VIDEO

リアパネルの全体図

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

PRE OUT

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN Y

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

1
IN

2
IN

3 IN

Y

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

2 IN

(DVD
    /LD)1 IN

IN 

入力設定
変更可能

REC

INOUT

OUT
REC

DIGITAL

POWER
AMP

IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

CONTROL

（AUDIO）S400

VIDEOAUDIO S2 VIDEOS2 VIDEO

デジタル入力
端子（\i）
端子に表示され

た機器と違う機

器を接続すると

きは入力設定が

必要です。

（\N80 ）

PRE OUT端子

（\N93 ）

AV機器入出力端子
（\e～y）

MULTI CH INPUT端子
（\rtu）

接続コード/ケーブルについて　（コード/ケーブルは全て別売りです）

ショートピンは抜

かないで下さい。

（\N93 ）

Y

C
B/P

B

C
R/P

R

緑�

赤�
青�

■コンポーネント映像ケーブル

映像信号のY、CB/PB、CR/PR の3つ

の信号（色差信号）からなり、Sビデオ

ケーブルよりも高品位な映像品質を

楽しむのに適しています。（ビデオ

コード3本での接続も可能です）

■ビデオコード

一般的な映像用コードで、

コンポジットフォーマット

の映像信号を伝送します。

V
ID

EO

黄�

■Sビデオケーブル

映像信号のYとCの2つの信号（色

差信号）からなり、コンポジットよ

りも高品位な映像品質を楽しむの

に適しています。 S VIDEO

L

R

（右）�

赤�

（左）�

白�

■オーディオコード

オーディオ機器の接続に使用します。

デジタル出力
端子（\i）

アナログ音声入出
力端子（\u）

MONITOR
OUT端子
（\e）

CONTROL
IN/OUT端子

（\N94 ）

POWER
AMP IN端子
（\N93 ）

i.LINK端子
（\s）
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接続

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

O

(Single)

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

RS-232C

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

1
IN

2
IN

3
IN

4
IN

5
IN

Y Y

用途設定変更可能

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET
MONITOR

OUT

COMPONENT VIDEO

■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル

デジタル機器の接続に使用します。

同軸ケーブル
（またはビデオコード）

･ 接続の際は端子の向きを合わせてください。誤った向きで
むりやり挿入すると、端子が変形し、ケーブルを抜いても
シャッターが閉らなくなることがあります。

･ 長さは3m以下のものを使用してください。
･ プラグにホコリが付着したときは、柔らかい布で拭いてか

ら接続してください。

機器の接続、変更を行う場合は必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてく
ださい。

■i.LINKケーブル

L

R

赤�

白�

V
ID

EO

黄�

必ず一番最後に接

続してください。

AC OUTLET
AC IN

（\f）

ケーブルに表示されている　を下側にし、
本体に表記されている　と合せてまっすぐ
挿入してください。
斜めから無理に挿入すると端子が故障する
恐れがあります。

光ファイバーケーブル

本機は最大転送速度が400Mbpsの
ため、S400対応で長さ3.5m以下
の4ピンi.LINKケーブルを使用して

ください。
※推奨ケーブル：オーディオテクニカ製

AT-DVC44/1.0（長さ1.0m）
AT-DVC44/1.5（長さ1.5m）
AT-DVC44/2.0（長さ2.0m）
AT-DVC44/3.0（長さ3.0m）

COMPONENT VIDEO入/出力端子
（\et）

この端子に機器を接続するときは入力設

定が必要です。（\N81 ）

RS-232C端子
将来の為の端子です。

本機リアパネルのS 端子にはS2 VIDEOと書かれています
が、S、S1、S2と書かれた機器全てと接続が可能です。
また同様に本機のD端子にはD4 VIDEOと書かれています
が、D1、D2、D3、D4と書かれた機器全てと接続が可能で
す。

スピーカー端子Å

（メインシステム）
（\o）

スピーカー端子ı（\N91 ）

別エリアでのステレオ再生（\N91 ）

フロントスピーカーのBi-Amp接続用（\N91 ）

■AVコード

オーディオコードとビデオコードを

一体化したもの。
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接続

映像機器の接続について（パイオニアビデオコンバーター）
本機はビデオコンバーターを搭載していますので以下のようにビデオ機器との接続方法が選べます。コンポーネ

ント端子またはD端子をお使いになる場合は入力設定が必要です（\ N81 ）。接続方法や入力信号の種類により

オーバーレイ表示（モニターTVの下側に操作内容などを示す表示）が出力されなくなる場合があります。

i.LINK対応機器については、「i.LINK対応機器の接続」（\s）をご覧ください。

モニターTVをコンポーネント端子またはD端子で接続する場合

ソース機器は以下の図のように、どれか1つを接続してください。

ソース機器

どれか1つ

D端子

コンポーネント

D端子

コンポーネント

Sビデオ

コンポジット

プラズマ
ディスプレイ

などどちらか1つ

STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUMEINPUT SELECTOR

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

コンポーネントかD端子でソース機器を接続した場合は、入力設定をしないと映像が出ません（\N81 ）。

モニターTVをビデオ（コンポジット）端子またはSビデオ端子で接続する場合

ソース機器はビデオ（コンポジット）かSビデオのどちらか1つを接続してください。

モニターTVをコンポジットまたはSビデオで接続したときは、ソース機器をコンポーネントやD端子で接続し
ても、映像は出ません。

ソース機器

どちらか1つ

Sビデオ

コンポジット

どちらか1つ

Sビデオ

コンポジット
STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUMEINPUT SELECTOR

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

通常の
TV

モニターを2系統（コンポーネント/D端子とコンポジット/Sビデオ）接続する場合

ソース機器は以下の図のように、必ずビデオ（コンポジット）かSビデオのどちらか1つは接続してください。

コンポーネントやD端子でソース機器を接続しても、入力設定をしないとコンポジットかSビデオの映像信号が

出力されますので、必ず設定を行ってください（\N81 ）。

ソース機器

必ずどちらか1つは接続

お好みに応じて接続

コンポジット
またはSビデオ

コンポーネント
またはD端子

Sビデオ

コンポジット

コンポーネント

D端子

STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUMEINPUT SELECTOR

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

通常の
TV

プラズマ
ディスプレイ

など

録画機器と接続する場合

録画を前提として接続する場合はソース機器も必ずコンポジットかSビデオのどちらかを接続する必要があります。

どちらか1つ

Sビデオ

コンポジット

どちらか1つ

Sビデオ

コンポジット

ソース機器
STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUMEINPUT SELECTOR

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

録画機器
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接続

TV（モニター）の接続
「映像機器の接続について」（\w）をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（\)q）をご覧ください。

コンポーネント端子やD端子で接続するときは、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要です（\N81 ）。

またTVによっては、コンポーネント端子で接続した場合に、「カラーバースト設定」が必要な場合があります

（\A）。

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

VIDEO S2 VIDEO

(Single)

VCR1
    /DVR

OUT

DVD
  /LD
  IN

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

1
IN

2
IN

3
IN

4
IN

5
IN

Y Y

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

入力の設定をしてください

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

COMPONENT VIDEO

Y

PB

PR

COMPONENT IN VIDEO IN

VIDEO

S-VIDEO

INPUT

D VIDEO
MONITOR IN

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

PRE OUT

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

1
IN

2
IN

3
IN

4
IN

5
IN

IN 3

Y Y

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

IN 

入力設定
変更可能

入力の設定をしてください

REC

OUT IN

OUT
REC

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET

DIGITAL

POWER AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

MONITOR
OUTCONTROL

COMPONENT VIDEO

DIGITAL OUT
OPT.COAX

PCM 専用端子
は使用しないで
ください。

（AUDIO）S400

OUTPUT OUTPUT

OUTPUT
DVDプレーヤー

S-VIDEO
D VIDEO

VIDEO

R

L

PB

Y

PR

DVDプレーヤーの接続
i.LINK端子を使った接続については、「i.LINK対応機器の接続」（\s）をご覧ください。

「映像機器の接続について」（\w）をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（\)q）をご覧ください。

映像信号をコンポーネント端子やD端子で接続するときは、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要です

（\N81 ）。また、録画をすることを前提とする場合は、映像信号をコンポジット端子かS2端子のどちらかで

接続し、音声信号をアナログで接続する必要があります。

音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は「デジタル入

力の設定」が必要です（\N80 ）。

コンポーネント端子やD端子で接続するときは、DVDプレーヤー側でコンポーネントビデオの出力

設定が必要な場合があります。
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接続

DVD/LDコンパチブルプレーヤーまたはLDプレーヤーの接続

DVD/LDプレーヤーまたはLDプレーヤーに2RF出力端子がある場合は、2RF端子も接続します。これは、

ドルビーデジタルLDソフトの再生に必要です。また、LDのアナログオーディオ信号はデジタル出力されませ

んのでアナログオーディオ接続も行ってください。

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は「デジタル入力の設定」

が必要です（\N80 ）。

DVDオーディオプレーヤーの接続
DVDプレーヤーに5.1chアナログ出力端子がある場合は、本機のMULTI CH INPUT端子と接続してDVDオー

ディオ再生を行うこともできます。MULTI CH INPUT端子に接続した音声を再生するには、入力モードの切

り換えが必要です。詳しくは「DVDオーディオ（マルチチャンネル入力）の再生」（\I）をご覧ください。

また、DVDオーディオを7.1chスピーカーシステムで快適に再生するための設定もあります。「マルチチャン

ネル入力関連の設定」（\N86 ）もあわせてご覧ください。

• 2 RF端子の接続は同軸ケーブルで行います。
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接続

ハイビジョンテレビ（またはMUSEデコーダーの3-1方式4チャンネル放送）との接続

本機裏面のMULTI CH IN端子に、オーディオコードで接続します。

この端子に接続した機器の音声を再生するには、入力モードの切り換えが必要です。詳しくは「DVDオーディ

オ（マルチチャンネル入力）の再生」（\I）をご覧ください。

サラウンドの接続（※）は1 P →

2Pの分岐コード（モノラル→ス

テレオ）をお使いください。

（ハイビジョンテレビ（MUSEデ

コーダー）側にサラウンド右／

左の出力がある場合は、通常の

ステレオオーディオコードをお

使いください。）

BS/CSチューナーの接続
「映像機器の接続について」（\w）をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（\)q）をご覧ください。

映像信号をコンポーネント端子やD端子で接続するときは、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要です

（\N81 ）。また、録画をすることを前提とする場合は映像信号をコンポジット端子かS2端子のどちらかで接

続し、音声信号をアナログで接続する必要があります。

音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は「デジタル入

力の設定」が必要です（\N80 ）。
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変更可能

入力の設定をしてください
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変更可能
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左 サラウンド センター右

ハイビジョンテレビ
(MUSEデコーダー)

3-1方式
4チャンネル出力

(※)
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接続

ビデオ機器の接続
「映像機器の接続について」（\w）をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（\)q）をご覧ください。

コンポーネント端子やD端子で接続するときは、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要です（\N81 ）。ま

た、録画をすることを前提とする場合は、ソース機器の映像信号をコンポジット端子かS2端子のどちらかで接

続し、音声信号をアナログで接続する必要があります。
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入力の設定をしてください
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■前面（「VIDEO」入力）の接続

この端子に接続された機器を再生するときは
INPUT SELECTORを「VIDEO」にします。
このデジタル入力端子は「VIDEO」入力専用です。

ポータブルDVDなど
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AUDIOL R
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（AUDIO）S400

接続図の中のビデオデッキ

（2）（3）は、ビデオデッキ

（1）と同様に接続してくだ

さい。

ポータブルDVDを接続

するときはミニプラグ

を使用します。
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接続

オーディオ機器のアナログ接続
デジタル出力のあるCDプレーヤーやMDレコーダーでは、さらに「デジタル機器の接続」（\i）もできます。
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入力設定
変更可能

入力の設定をしてください
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CDプレーヤー チューナー
MDレコーダー
(またはテープデッキ)

テープデッキ
(RECモニター付き) レコードプレーヤー

レコードプレーヤー
にアース端子が付い
ている場合は、必ず
H（アース）端子に接
続してください。

L

R

OUTPUTRECPLAY

L

R

RECPLAY

L

R

PHONO端子にはレコードプレーヤー
以外を接続しないでください。

H（アース）端子はアナログプレーヤー等を

接続した場合の雑音の低減を図るためのも

のです。

TAPE2 MONITORに
接続されたテープデッキ
を聞くときは60ページ
をご覧ください。

カセットデッキを設置する場所によっては、再生したときに雑音などが発生する場合があります。
これはアンプのトランスによるリーケージフラックス（漏れ磁束）の影響によるものです。このよう
なときには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してください。

PHONO端子にはレコードプレーヤー以外接続しないでください。大音量を出力し、スピーカー等
を破壊する恐れがあります。また、イコライザ内蔵レコードプレーヤーを接続する際はPHONO端
子ではなくCD端子等をお使いください。

外部デコーダーのアナログ接続
マルチチャンネルアナログ出力端子（5.1chまたは7.1ch）を持つ外部デコーダーとの接続には、本機のMULTI

CH INPUT端子を使用します。この端子に接続した機器の音声を再生するには、入力モードの切り換えが必要

です。詳しくは「DVDオーディオ（マルチチャンネル入力）の再生」（\I）をご覧ください。
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変更可能

REC

OUT
REC

POWER AMP
IN

WOOFER CENTER
OUTPUT

SURROUND

L

R

BACK OUTPUT
SURROUND

L

R

OUTPUT
FRONT

L

R

7.1(5.1)ch
アナログ出力端子付き
外部デコーダー

サラウンドバックchがモノラルの出力
（6.1ch出力）の場合は、

SURROUND BACK L（Single）端子
に接続してください。
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接続

デジタル機器の接続
ドルビーデジタルやDTSソフトを再生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケーブル
または光ファイバーケーブルで行います（1つの機器に対してどちらか一方のみで接続します）。

PCM/2DIGITAL/DTS/MPEG OUT端子はデジタル入力された信号を出力しますので、デジタル録音をする

には光デジタル入力を持つデジタル録音機器と接続してください。
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入力設定
変更可能

入力の設定をしてください
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どのデジタル入力端子をどの機器に使用するかは自

由に変更することができます。ただし、工場出荷時

の設定（右図）と異なる接続を行う場合は「Digital-In

（デジタル入力の設定）」（\N80 ）にて設定の変更を

行ってください。
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/MD)

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

(CD)

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

IN 3

(TV
       /DVD)

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

7

1

IN 1 DVD/LD

TV/DVD

CD

SAT

VCR1/DVR

VCR2

CD-R/TAPE1/MD

DVD/LD

IN 2

IN 3

IN 4

IN 5

IN 6

IN 7

2RF
IN 

IN 

入力設定
変更可能

7

1

リアパネル デジタル入力の設定
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PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

PRE OUT

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

1
IN

2
IN

3
IN

1
IN

5
IN

IN 3

Y Y

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

IN 

入力設定
変更可能

入力の設定をしてください

REC

OUTIN

OUT
REC

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET

DIGITAL

POWER AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

MONITOR
OUTCONTROL

COMPONENT VIDEO

（AUDIO）S400サラウンド
スピーカー左(LS)

サラウンドバック
スピーカー左(SBL)

フロント
スピーカー左(FL)

フロント
スピーカー右(FR)

センター
スピーカー(C)

アンプ内蔵
サブウーファー

サラウンド
スピーカー右(RS)

サラウンドバック
スピーカー右(SBR)

テレビ
(センタースピー
カーとして使用
する場合)

音声入力へ

サブウーファーには別の接続方法もあります。詳しくは
サブウーファーの取扱説明書をご覧ください。
（THXサブウーファーをご使用の方はTHX入力端子ま
たはTHXフィルタポジションをご使用ください）

サラウンドバックが
1本のときはL端子に
つないでください。

INPUT

オーディオ入力

· ª

■SPEAKER（スピーカー）端子

1 線をねじる。 2 スピーカー端子をゆるめ、ス

ピーカーコードを差し込む。

3 スピーカー端子を締

めつける。

バナナプラグを接続す

ることもできます（詳し

くはプラグの説明書を

お読みください。）

• 公称インピーダンスが6Ω～16Ωのスピーカーをご使用ください。
• スピーカーと本機のªおよび·端子どうしを正しく接続してください。

• スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端子からはみ出して

いないことを確認してください。芯線がリアパネルに接触したり、ªおよび·が接触すると保
護回路が働いて電源がスタンバイ状態になることがあります。

10mm

スピーカー端子A（メインスピーカーシステム）の接続
メインスピーカーシステムの接続にはスピーカー端子Åを使います。本機でサラウンドを楽しむためには、7本
のスピーカーとサブウーファーを接続することをおすすめします。
サラウンド用スピーカーを1組しか持っていない場合は、サラウンドバックではなくサラウンドに接続してくだ
さい。（サラウンドスピーカーを接続していないとサラウンドバックスピーカーから音を出す設定ができません。）

以下のようなときはスピーカー端子ıの接続も必要になります。

• メインのリスニングルーム以外の場所（キッチンなど）でも聴きたいとき。（この場合はステレオ再生になります）
• フロントスピーカーをBi-Ampで使いたいとき。

スピーカー端子ıの接続については「スピーカーシステムA/Bの使いこなし」（\N91 ）をご覧ください。
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スピーカーの配置について
スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。

一般家庭における各スピーカーの配置の例は以下の通りです。以下の図を参考にしながらリスニングルームに

合わせたスピーカーの配置をお試しください。（「THXの推奨するスピーカー配置」\N90 ）

F L
C

F RF L

C

F RF L
C

F R

45~60

L S

L S R S

R S

90~120

S B

L S

L S R S

R S

90~120

L S R S

0~60

SBL SBL SBRSBR

フロント ＆ センター

リスニングポイントからの角度

センター（C）を使用する場合は広

めに、センター（C）を使用しない

場合は狭く配置することをおすす

めします。（上図の範囲）

奥行き スピーカーの向き

センター（C）はフロント（FL/FR）

と同一面からフロントまでの距離

を超えない位置に。フロントより

も前方だと音場感を損ねます。

中抜け感を防ぐために多少内振り

に。但し、あまり内振りにしすぎ

ると拡がり感などを損ねます。

サラウンド ＆ サラウンドバック

サラウンドバック無しの場合

サラウンドスピーカー（LS/RS）

は耳の位置より上方60cm～1m

でやや下振りにします。DVD

オーディオ用の配置と両立したい

ときは後方寄りに配置します。

LSとRSが真正面で向き合わない

ように多少左右に振ったりしてみ

てください。

サラウンドバック1本の場合

サラウンドバックスピーカー（SB/SBL/SBR）も耳の位置より上方

60cm～1mでやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合はSBL

とSBRを隣接させ、リスニングポジションから等距離に設置（設定）する

とHOME THXモードの効果が最大限発揮されます（\W）また、

DVDオーディオ用の配置と両立したいときは右ページの「DVDオーディ

オ用スピーカー配置」をご覧ください。

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動が伝わり音質が変わってしまったりします。ま

た、柔らかすぎる棚の上なども音質に影響がありますので、専用スタンドやコンクリートブロック

などの使用をおすすめします。

サブウーファー

特に制限はありませんが、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いが起こらないような場所に配置
してください。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音が極端に増強される場合がありま
すのでご注意ください。

サラウンドバック2本の場合

6.1chの場合はHOME THXの新しいリスニングモード（THX

Ultra2 CinemaとTHX MusicMode）は使用できません。
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モニターTVとスピーカーの位置関係

フロントスピーカーはテレビから等距離になるよう

にします。センタースピーカーはモニターT V 画面

に近い方がセリフなどが自然に聞こえます。但し、

テレビが色ずれ等を起こすのを防止するため、防磁

型のスピーカーを使用してください。防磁型でない

場合は、テレビから離して設置してください。

センタースピーカーをテレビの上側に置く

ときは、適切な方法で固定してください。

固定しないと地震などの外部の振動によ

り、スピーカーが落下してケガをしたり、

スピーカーを破損する原因となります。

フロント
スピーカー左(FL)

フロント
スピーカー右(FR)

センター
スピーカー(C)

アンプ内蔵
サブウーファー

サラウンド
スピーカー右(RS)

サラウンド
スピーカー左(LS)

サラウンドバック
スピーカー左(SBL)

サラウンドバック
スピーカー右(SBR)

DVDオーディオ用スピーカー配置

ITU-R BS.775-1

ITU-R（国際電気通信連合の無線通信部門）の勧告に基づく配置法で

す。DVDオーディオのマルチchソースのミキシング・スタジオで

は、基本的にこの配置法を採用していますが、サラウンドスピー

カーを135°の位置に想定して収録している場合もあります。

サラウンドバック2 本の場合は「マルチチャンネル入力関連の設定」

（\N86 ）により左ページのスピーカー配置とDVDオーディオ用ス

ピーカー配置を両立することができます。下図を参照して最適な

モードに設定してください。

S（サラウンド）とSB（サラウンドバック）

から同じ音を出力することにより、そ

の合成仮想音源をDVDオーディオ再生

時のサラウンドスピーカーとして使用

します。

この設定は、MULTI CH INPUT端子か

ら入力された音を聴いているときにの

み有効です。それ以外のときに同様の

効果を得る場合は、リスニングモード

を「STANDARD SX」にして下さい。

SB（サラウンドバック）をDVDオー

ディオ再生時のサラウンドスピー

カーとして使用します。

S（サラウンド）をDVDオーディオ再

生時のサラウンドスピーカーとして

使用します。

SBL SBR
仮想LS 仮想RS

L S R S

[S→S＆SB]

SBL SBR

L S R S

[S→SB]

SBL SBR

LS RS

[Through]

100~120

60
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i.LINK対応機器の接続

i.LINKについて
i .L INKとは、デジタル音声などのデータ転送や接続した機器に対して操作なども行えるシリアル転送方式のデ

ジタルインターフェース IEEE1394の呼称で、IEEE1394は、米国電子電気技術協会（IEEE） によって標準化

された国際標準規格です。

本機はi.LINK AUDIO（A&Mプロトコル）に対応しているので、本機とi.LINK対応機器とをi.LINKケーブルで接

続すると、DVDオーディオやSACDなどのマルチチャンネル音声も、1本のケーブルだけでデジタルでやり取

りすることができます。また複数のi.LINK対応機器をつないだときは、他の機器を介してつないでも、操作や

データのやりとりができます。このため接続順序は、あまり気にする必要ありません。

また本機でi.LINK接続したSACDやCDの再生を行なうとき、接続した再生機器がPQLS*または同様のレート

コントロール機能に対応していれば、デジタル音声部分はジッターレスにて伝送することができます。

* PQLS（レートコントロール）

PQLS（Precision Quartz Lock System）とは、本機の高精度な水晶発振器を使用することで、ジッター

のない状態にてデジタル/アナログ変換を行なうことができるi.LINKインターフェース上のデジタルオー

ディオの伝送技術です。この技術を動作させるには、本機とPQLSまたは同様のレートコントロール機能

に対応したプレーヤーとが、i.LINK接続されている必要があります。

著作権保護システム

i.LINK接続を通してDVDオーディオ、SACD、DVD（コピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、

プレーヤーとアンプの双方がDTCP（Digital Transmission Content Protection）とよばれる著作権保護シス

テムに対応している必要があります。DTCPはデータの暗号化と相手機器の認証からなるコピープロテクショ

ン技術です。本機はDTCPに対応しています。お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明書をご

覧ください。

i.LINK対応機器の接続
接続には、S400対応の4ピンi.LINKケーブルを使用してください（\q）。

i.LINK AUDIOインターフェースでは、映像信号は伝送されないため、ビデオ機器と接続する場合は映像信号

の接続も必要になります。「映像機器の接続について」（\w）をご覧になり、どの方法で接続するかを選択し

てください。またコンポーネント端子やD端子で接続したときには、「コンポーネントビデオ入力の設定」が必要

です（\N81 ）。（すでにその機器の映像

信号が本機と接続されている場合は兼用

することができます。)

接続後、「i.LINK入力の設定」

（\N82 ）を行なってください。

その際、機器からの映像信号を接

続した端子と同じ入力ファンク

ションにi.LINK対応機器を割り当

ててください。

必要に応じて再生機器側の出力設

定を行なってください。詳しく

は、再生機器側の取扱説明書を参

照してください。

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

PRE OUT

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

IN 3

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

IN 

入力設定
変更可能

REC

OUTIN

OUT
REC

DIGITAL

POWER AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

CONTROL

i.LINK対応機器

（AUDIO）S400

1 2

映像出力 i.LINK端子

この機器のi.LINKインターフェースは、以下の規格に基づいて設計されています。
1) IEEE Std 1394a-2000, Standard for a High Performance Serial Bus
2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0

この規格のAM824 sequence adaptation layersの中の、IEC60958 bitstream、DVD-Audio、SACDに対応
しています。
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• i.LINKの伝送フォーマットには、本機のような「i.LINK AUDIO（A&Mプロトコル）」、BSデジタルのような
「MPEG-2 TS」、DVDレコーダーやデジタルビデオのような「DV」といった種類があります。i.LINK AUDIO
以外の機器やパソコン周辺機器を本機と接続したときには、正常にデータ転送ができません。また、誤動作
する場合もあります。

• i.LINK対応機器の再生中は、他の機器のi.LINKケーブルを外したり、新しい機器を接続したり、電源のオン/
オフは行わないでください。

• i .L INK対応機器の中には、電源がスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継できない機器があり
ます。接続するi.LINK対応機器の取扱説明書もご覧ください。本機はスタンバイ状態のとき、i.LINKのデー
タを中継できません。

• i . L INK対応機器には、その機器が対応している最大データ転送速度がi .L INK端子の周辺に表記されていま
す。 i.LINKの最大データ転送速度は、約100/200/400Mbps*が定義されており、200Mbpsのものは
S200、400MbpsのものはS400と表記されます。本機の i.LINK最大データ転送速度は、400Mbpsで
す。S100やS200の機器をつないだ場合や、機器の仕様により、実際の転送速度が400Mbpsより遅くな
る場合があります。できるだけ、最大データ転送速度が同じ機器どうしを並べて接続してください。

* Mbps（メガビーピーエス）とは、「Mega bits per second」の略で、1秒間に通信できるデータの容量を
示しています。400Mbpsでは、1秒間に400メガビットのデータを転送します。

• i.LINK機能は、すべてのi.LINK対応機器間での接続動作を保証するものではありません。i.LINK対応機器間
でデータやコントロール信号がやりとりできるかどうかは、それぞれの機器の機能によって異なります。

i.LINKネットワーク
下図のようにして複数のi.LINK機器を接続することができます。

デイジー・チェーン型（数珠つなぎ）で接続の場合は、最大17台まで接続できます。

i.LINK端子が3個以上ある機器の場合、途中から分岐してツリー型に接続すること
もできます。ツリー型で接続の場合は、最大63台まで接続できます。

接続が輪（ループ）にならないように接続する。

デジタル信号は、接続したすべてのi.LINKケーブルに流れます。信号を出力した機器に同じ信号が戻らないよ

う、輪にならないようにつないでください。接続が輪（環状）になることを「ループ」と呼びます。

i.LINKケーブル

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINKケーブル

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINKケーブル i.LINKケーブル

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器

i.LINK
対応機器



34

接続

電源コードの接続
全ての接続が終了したら、電源コードを家庭用電源コンセント（AC 100V）に接続します。

電源コードのつなぎかた

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお薦めします。下図のよう

に電源プラグのNマークのある側をコンセントの幅の広い方（アース側）に合わせて差し込んでください。

• 本機の電源コードは着脱式になっていますが、付属しているコード（電流容量15A、機器側3Pプラ
グインソケット方式）以外の電源コードはご使用にならないでください。

• 本機のAC INLETのアース端子は本機のシャーシに接続されていません。

予備コンセント（AC OUTLET）の接続

[連動100W以下]

本機の電源スイッチのON/STANDBY（OFF）の切換に連動して、接続した機器の電源をON/OFFできます。

接続した機器の消費電力が100Wを超えないようにしてください。

• 消費電力がパネルに表示されているワット数を超え

るような電気器具（暖房、アイロン、テレビ、トー

スター、ドライヤーなど）は絶対に接続しないでく

ださい。機器の故障や火災の恐れがあります。

• テレビは接続しないでください。

表示されている消費電力が本機のパネル表示値より

少なくても、電源を入れたときに大きな電流が流れ

る場合があります。

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源

コンセントから電源コードを抜いておいてください。

AC OUTLET  

ご注意：�
テレビやモニターは接続しないで�
ください。�

連動100W以下�

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET 幅の広い側

Nマーク
のついた側

1

先につなぐ

2

最後につなぐ

警 告�
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音場補正

Surround Setup（音場補正）
サラウンドに関する従来の設定「スピーカーシステム（各スピーカーの有り/無し/低域再生能力）の設定」、「ス

ピーカー出力レベルの設定」、「スピーカーまでの距離設定」に「視聴環境の周波数特性の補正」を加えた4つの設

定（補正)を音場補正（Surround Setup）と呼びます。本機のオートサラウンドセットアップ機能を使うと、これ

らの設定を自動で行うことができます。初めて音場補正を行う場合は、オートサラウンドセットアップ機能によ

る設定をお勧めします（\!～$）。

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたびに設定し直す必要はありません。

ただし、スピーカーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直

す必要があります。

• 本機には「Surround Setup」の他に「Input Assign」、「Expert Setup」、「THX Audio Setup」があります

ので、必要に応じて設定を行ってください。（\N79 ）

設定項目の詳細と効果

スピーカーシステムの設定

これはソースに含まれる音声成分の全てを再生するための基本設定です。この設定が正しく行われないと、サ

ウンドトラックの特定チャンネルに収録された音声が再生されなかったり、低域成分が欠落してしまう、など

の不具合が発生する場合があります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力の大小、クロスオーバー周波

数などを設定し、上記の問題を回避します。

スピーカー出力レベルの設定

リスニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設

定」と同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することが目的です。この設定が正しく行われないと、いわゆ

る「バランスの悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定が一般的でしたが、この方法では正確な

設定は不可能です。プロのスタジオ・エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行

い、バランスの微調整を施します。本機では、MCACCによって、このプロレベルの精密な調整がだれでも簡

単に出来るようになりました。

スピーカーまでの距離の設定

実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出・補正しています。マルチチャンネル

再生では特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使用して実測

した場合は、電気的な遅延現象（特にサブウーファーに多く見受けられる）をも測定します。よって、メジャー

等を使った物理的な距離測定とは違う値が設定される場合もあります。

視聴環境の周波数特性の補正

「視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境トータルの周波数特性（以下、Ｆ特）の

補正を意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、リスニングポイントでは音色が違っ

て聞こえます。これは、設置場所・設置方法・壁面・内装、など様々な影響により実際のＦ特が違ってしまう

ためです。

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、リスニングルーム固有のＦ特まで含めた補正をすることで、各

チャンネルの音のつながりを飛躍的に向上させ、これまでにない実像感やリアルな移動感を再現します。スタ

ジオや映画館などにおいてはこの補正は絶対に欠かせないものです。これがホームシアターとの大きな差でし

たが、当社の研究により、一般家庭環境におけるＦ特の補正に最も有効であるエンベロープ補正方式を採用

し、この差を埋めることを可能としました。

全チャンネルをフラット特性にする「ALL CH ADJUST」と、フロントスピーカーの特性に合わせ込む

「FRONT CH ALIGN」の2種類の補正カーブのほか、手動で自由に調整できる「CUSTOM1」「CUSTOM2」を

用意しました。
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音場補正

以下はOSD画面（テレビ画面）です

設定項目の選択
■ 操作を行う前には必ず本機の主電源ボタンをON(_)にしてください。

■ はじめてリモコンを使用される方は、まず「リモコンの初期設定」（\4）を行ってください。

■「Surround Setup」の全ての項目を自動で設定する場合は「ホームシアター入門 step2」（\!）をご覧くださ
い。

+

VOL +

ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

2

5

1

3
use lock

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier テレビと本機の電源を入れる。

テレビは本機の出力映像が表示されるようにしておきます。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

リモコンにアンプサブ画面が表示されます。

システムセットアップにする。

テレビ画面にセットアップメニューが表示され

ます。

[2.Surround Setup]を選んで決定する。

音場補正のメニュー画面になります。

「Ex i t」を選んで、決定するとシステムセットアッ

プを終了します。

35～46ページに記載されている音場補正の設定項目の手
順に従って設定を行う。

この場合、各項目の手順2へお進みください。

1

2

3

4

AMP

SUB

SYSTEM
SETUP

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

4

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

5

5

ENTER

6

• システムセットアップの各設定項目は1つの項目を終了する
と、自動的に次の項目が選択されます。

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

自動設定（[Auto]による設定）

「Surround Setup」の個別の項目を自動で設定することができます。次ページ以降をご覧になり、自動設定
を行う項目については[Auto]を選択してください。その場合は以下の手順に従ってください。

1. 自動測定の準備をする。
・付属の設定用マイクを接続して、リスニングポジションに設置してください。
（TVモニターの近くには設置しないでください。）
・測定中は静かにしてください。
・スピーカーとリスニングポジションの間にある障害物を取り除いてください。
・サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボリュームを上げておいて
ください。

2. [Start]を選んでENTERボタンを押す。
・自動設定をキャンセルする場合は[Cancel]を選んでENTERボタンを押してください。
3. 測定が終了し、測定結果を確認後 [Return]を選んでENTERボタンを押す。
・Surround Setup（音場補正）のメニュー画面になります。

2.1. Speaker  Systems
                
    [Manual  Free]
    [Manual  THX]
                    (all  small)
    [Auto]  

    [Return]
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音場補正

Check （音場補正の設定確認）

音場補正の各項目の設定内容を一通り確認することができます。

以下はOSD画面（テレビ画面）です

[2.Surround Setup]を選択して決定する。

Surround Setup（音場補正）のメニュー画面になります。

[Check]を選択して決定する。

音場補正の設定確認になります。

ENTERボタンを押して、以下の順に確認する。
音場補正の設定内容が、ボタンを押すたびに以下のように

切り換わります。

１つ前の画面や先の画面を表示したいときは または

を押します。

確認画面を終了するときは5 ∞ ボタンで[Return]を選択
して決定する。
(確認画面の最後の画面では自動的にReturnが選択されてい

るため、ENTERボタンを押していくとそのまま確認画面を

終了します。）

Surround Setupメニュー画面に戻ります。

引き続き設定を行うには、設定したい項目のページの手順1

へお進みください。

5 ∞ ボタンで[Return]を選択して決定する。

5 ∞ ボタンで[Exit]を選択して決定する。

1

2
1

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-6

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

ここから読む場合は、リモコンのボタンを以下の順番で押し
てから手順1へお進みください。

AMP SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

\ \

2

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

2.Surround Setup

[ Check ]

[ 1.Speaker Systems ]
[ 2.Channel Level ]
[ 3.Speaker Distance ]
[ 4.Acoustic Cal EQ]

[Return]

3

 2.Speaker  Systems Check
  
 ”  Normal  Surround  ”
   
 FRONT [ SMALL ]
   CENTER [ SMALL ]
   SURROUND [ SMALL ]
   SURR BACK [SMALLX2]
   SUB WOOFER [ YES ]

 [Next]    (  Back/Next  )
 [Return]

クロスオーバー周

波数 \;

➡
ENTER

スピーカーシステム

\l

4

5

スピーカーまでの距離

\c

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
4

k
8

k
1

6
k

Acoustic  Cal  EQ  Check
  Target  Curve: ALL  CH  ADJ
   63Hz : -----dB
 LEFT 125Hz : +7.0dB
    SMALL 250Hz : -5.0dB
 500Hz : -3.5dB
   1 kHz : -5.0dB
   2 kHz : -6.5dB
   4 kHz : -3.5dB
   8 kHz : 0.0dB
 [Next] 16 kHz : +4.0dB
 [Return] TRIM : +6.0dB

視聴環境の周波数

特性 \v

Acoustic Cal EQは4種類の補正カーブ（ALL CH ADJと

FRONT ALIGN、CUSTOM1、CUSTOM2）について各

チャンネルの設定内容が順次表示されます。

ENTER

➡
ENTER

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

6

6

2. Speaker Distance Check
      
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
  [Next]     (   Back/Next   )
  [Return]

2 . 7 5 m
2 . 4 0 m
2 . 4 5 m
1 . 1 0 m
1 . 2 0 m
1 . 6 0 m
1 . 8 5 m
3 . 3 0 m

➡

スピーカー出力レベル

\z

+1.5dB
+1.5dB
+2.0dB
-3.5dB
-1.5dB
+3.0dB
+2.0dB

+10.0dB

2. Channel  Level  Check
      
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
  [Next]     (   Back/Next   )
  [Return]

➡
ENTER

 2.Speaker  Systems Check
  

 Crossover [ 80Hz ] 

  (THX Speaker = 80Hz)

 Speaker B:Second Zone

 [Next]    (  Back/Next  )
 [Return]
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音場補正

Speaker Systems （スピーカーシステムの設定）
この設定をしないと音声成分の一部が欠落してしまう場合がありますので、お手持ちのスピーカーシステムや

視聴環境などに合わせて正しく設定してください。

÷ スピーカーシステム（Speaker Systems）の選択

本機は、スピーカーシステム全体をどのように使用するかを選択できる「バーサタイルスピーカーコンフィグ

レーション」機能を搭載し、フロントスピーカーのバイアンプ接続にも対応しています。[Normal Surround]

か[FRONT Bi-Amp（5.1）]の2つのスピーカーシステムから選択します。

[Normal Surround]：

一般的な設定です。メインのシステムをスピーカー端子Åだけに接続（バイワイヤ接続を含む）したときは

この設定を選びます。この設定では、スピーカー端子ıに別エリアでのステレオ再生用システムを接続す

ることも可能です。

[FRONT Bi-Amp（5.1）]：

バイワイヤ対応のフロントスピーカーを使って、バイアンプ接続（\ N91 ）をしたときはこの設定を選び

ます。ただしこの場合、サラウンドバックスピーカーは自動的に「無し」に設定され、最大5.1chまでの設

定となります。

÷ スピーカーの有/無、低域再生能力の大／小の設定

サブウーファー以外

[LARGE](大)：低音域を再生する十分な能力がある場合。

[SMALL](小)：そのチャンネルの低音域をほかのスピーカーまたはサブウーファーから出力する場合。（低

音域がどのスピーカーまたはサブウーファーから出力されるのかは、各スピーカーの設定の

組み合わせによって変わります。）

[NO](無) ：接続しない場合。（NOに設定されたチャンネルの音声は、他のスピーカーまたはサブウー

ファーから出力されます）

サラウンドバックスピーカーは1本（×1）か2本（×2）かも設定します。

サブウーファー

[YES](有) ：サブウーファーを接続する場合。このときサブウーファーからは、LFE成分（超低域信号成

分）やSMALL設定されたチャンネルの低音域（各スピーカーの設定の組み合わせにより違

います）が出力されます。

[PLUS] ：サブウーファーから常に音を出したい場合。

このときサブウーファーからは［YES］に設定したときと同じ信号に加えて、フロント・

センタースピーカーから出力される低音域も出力されます。これにより、常時迫力ある低音

再生が可能になります。ただし、アナログ入力ではリスニングモードによってサブウー

ファー出力が無い場合もあります。

[NO](無) ：サブウーファーを接続しない場合。（低音域はほかのスピーカーから出力されます。）

フロントスピーカー センタースピーカー サラウンドスピーカー サブウーファー

LARGE
LARGE SMALL

SMALL SMALL
SMALL SMALL

(×1,×2)

SMALL

NO

NO NO

SMALL（×1,×2）/NO

NONO

LARGE

NO

NO

サラウンドバックスピーカー

LARGE
（×1,×2）

SMALL
（×1,×2） NO PLUS

NO

YES

YES

（PLUSやNOを
　選ぶことはできません）

太字 : 工場出荷時の設定

÷ クロスオーバー周波数（Crossover）の設定

SMALL（小）に設定したチャンネルの何Hz以下の低音域を他のスピーカーやサブウーファーで再生するのか、

またLFE信号の何Hz以下の低音域を再生するのかを設定します。

以下の組み合わせが設定可能です。
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音場補正

以下はOSD画面（テレビ画面）です

スピーカーシステムを2 3ボタンで選択し∞ボタンで手順
5に進む。

設定するスピーカーを選択する。

手順3で[Manual THX]を選んだ場合、SurrBack以外は選択

できません。

選んだスピーカーについて、その有無や低域再生能力の
大／小を選択する。

設定するスピーカーによって選べる内容が異なります。設定

内容については前ページの説明をご覧ください。

それぞれのスピーカーについて手順5～6を繰り返す。

6

4

[2.Surround Setup]を選択して決定する。

Surround Setup（音場補正）のメニュー画面になります。

[1.Speaker Systems]を選択して決定する。

スピーカーシステムの設定になります。

設定方法を選んで決定する。

[Manual Free]：手動ですべてを設定します。この場合は

手順4へお進みください。

[Manual THX]：THXの推奨によりすべてsmallで設定さ

れるので、SurrBackの接続した本数のみを設定します。

この場合は手順5へお進みください。

[Auto]：マイクを用いた測定により自動設定します。こ

の場合は[Normal Surround]に切り換えてから[Next]を

選んで決定し「自動設定」（\h）をご覧ください。

3

5

3 2.1. Speaker  Systems
                
    [Manual  Free]
    [Manual  THX]
                    (all  small)
    [Auto]  

    [Return]

2.1. Speaker  Systems
                Manual  Free

   Speaker  System  Select

    [  Normal  Surround  ]
  
     ( Next)

4

2.1. Speaker  Systems
           Manual  Free
 ”  Normal  Surround  ”  
  
   FRONT [ LARGE ]
   CENTER [ LARGE ]
   SURROUND [ LARGE ]
   SURR BACK [LARGEX2]
   SUB WOOFER [ YES ]

   (   NEXT)

5

6

1

2
1

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-10

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

ここから読む場合は、リモコンのボタンを以下の順番で押し
てから手順1へお進みください。

AMP SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

\ \

2

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

2.Surround Setup

[ Check ]

[ 1.Speaker Systems ]
[ 2.Channel Level ]
[ 3.Speaker Distance ]
[ 4.Acoustic Cal EQ]

[Return]

7
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Subwooferの設定が済んだら∞ボタンで手順9へ進む。

FrontをSMALLで設定しているときはSubwooferはYES

で固定されるので、この場合はSurrBackの設定が済んだ

ら∞ボタンで手順9へ進んでください。

手順3で[Manual THX]を選んだ場合、Crossoverは

[80Hz]で固定されますので、SurrBackの設定が済んだら

手順10へ進みます。

Crossoverを2 3ボタンで[50Hz]、[80Hz]、
[100Hz]、[150Hz]、[200Hz]のいずれかに設定す
る。

スピーカーBの表示は、手順4で設定するスピーカーシステ

ムに合わせて自動で切り換わります。

[Return]を選んで決定する。

スピーカーシステムの設定を終了します。

「Channel Level」に進みます。この場合、41ページ手順

2へ進みます。

以下はOSD画面（テレビ画面）です

10
10 2.1. Speaker  Systems

                Manual  Free
 ”  Normal Surround  ”

    Crossover     [ 80Hz ]
  Normal  Surround 
      (THX  Speaker = 80Hz)
 
    Speaker  B : Second Zone

     [Return]

・[AUTO]で測定を行うときは、エアコンやファンヒーターなど、低周波騒音が出る機器の電源を一時的にOFF

にしてから測定を行ってください。

・サブウーファーをPLUSにした場合、サブウーファーの低域成分とフロントの低域成分の打ち消し合いが発

生し、十分な低音の効果が発揮されないことがあります。このような場合は、まずスピーカーの設置場所や

向きを変えてみてください。それでも解消されない場合は実際に音を出しながらサブウーファーをYESにし

たり、フロントスピーカーを小（SMALL）にしてみて比較し、最適な設定にしてください。

・THX Ultra2規格準拠のサブウーファーなど周波数特性が超低域まで伸びているスピーカーを使用される方は

「Ultra2サブウーファーの設定」（\N89 ）もご覧ください。

・サラウンドバックchを無し（NO）に設定すると、再生チャンネル数（\/）は自動的に「5.1ch」に固定され

ます。一度無し（NO）に設定すると、有り（LARGEまたはSMALL）にしても「5.1ch」のままなので、サラウ

ンドバックスピーカーから音を出すためには「再生チャンネル数の切り換え」が必要になります。

9

8

8

2.1. Speaker  Systems
                Manual  Free
 ”  Normal  Surround  ”

    Crossover     [ 80Hz ]
  Normal  Surround 
      (THX  Speaker = 80Hz)
 
    Speaker  B : Second Zone

     [Return]

2.1. Speaker  Systems
           Manual  Free
 ”  Normal  Surround  ”  
  
   FRONT [ LARGE ]
   CENTER [ LARGE ]
   SURROUND [ LARGE ]
   SURR BACK [LARGEX2]
   SUBWOOFER [ YES ]

   (   NEXT)

9

[Manual THX]を選んだ場合

は画面が異なります。
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[2.Surround Setup]を選んで決定する。

Surround Setup（音場補正）のメニュー画面になります。

[2.Channel Level]を選んで決定する。

スピーカー出力レベルの設定になります。

設定方法を選んで決定する。

[Manual]：テストトーンを再生するスピーカーを手動で

切り換えて調整します。この場合は手順4 へお進みくださ

い。

[Semi Auto]：テストトーンを再生するスピーカーが自動

で切り換わります。この場合は右ページの「[Semi Auto]で

調整する」の手順3へお進みください。

[Auto]：マイクを用いた測定により自動設定します。詳

しくは「自動設定」（\h）をご覧ください。

～ご注意～

テストトーンは大きな音で再生されます。音量（MASTER

VOLUME）は自動的に0dBになり、数秒後にテストトーン

が再生されます。

調整するスピーカーを選択する。

2 3ボタンでレベルを調整する。

各チャンネルのテストトーンが同じ音量に聴こえるように

調整してください。

～ご注意～

サブウーファーからのテストトーンは周波数が低いため実

際のレベルよりも小さく聞こえる場合があります。

それぞれのチャンネルに手順4～5を繰り返す。

[Return]を選んで決定する。

音量（MASTER VOLUME）が元の位置に戻り、スピー

カー出力レベルの設定を終了します。

「Speaker Distance」に進みます。この場合、43ページ手

順2へ進みます。

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Channel Level （スピーカー出力レベルの設定）

リスニングポジション（視聴位置）での各チャンネルの音量レベルが一定に揃うように調整します。3つの設定方

法のうち、[Manual]、[Semi Auto]については実際に出力されるテストトーンを耳で確かめながら手動で各ス

ピーカーの出力レベルを調整します。

1

2

3

4

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-7

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

AMP \ \

ここから読む場合は、リモコンのボタンを以下の順番で押し
てから手順1へお進みください。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

1

2

3

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

2.Surround Setup

[ Check ]

[ 1.Speaker Systems ]
[ 2.Channel Level ]
[ 3.Speaker Distance ]
[ 4.Acoustic Cal EQ]

[Return]

2.2. Channel  Level
                
    [Manual]
    [Semi  Auto]
    [Auto]   
  Normal  Surround 
    [Return]

   
  Your  Speaker  Systems
    ” Normal  Surround ”

4

7

+1. 5dB
+1. 5dB
+2. 0dB
-3. 5dB
-1. 5dB
+3. 0dB
+2. 0dB

+10. 0dB

2.2. Channel  Level
      Manual
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
   [Return]

+1. 5dB
+1. 5dB
+2. 0dB
-3. 5dB
-1. 5dB
+3. 0dB
+2. 0dB

+10. 0dB

2.2. Channel  Level
      Manual
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
   [Return]

5

6

7

5
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以下はOSD画面（テレビ画面）です

・音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルをCウェイト/スローモードで75dB SPLに調整してください。

・リモコンのアンプサブ画面またはフロントパネルのEFFECT/CH SEL.ボタン、＋/－ボタンでも各スピーカー
のレベルを設定できます（テストトーンは出ませんのでお手持ちのソースを再生して調整を行ってください）。
この方法では、リスニングモードの3つのグループ（STANDARD/HOME THX、ADVANCED CINEMA/
ADVANCED CONCERT、STEREO）とマルチチャンネル入力モードで別々に設定できますが、オートセッ
トアップや本ページに記載された方法で設定を行うと、すべてのモードがその値で統一されます。

4
+1. 5dB
+1. 5dB
+2. 0dB
-3. 5dB
-1. 5dB
+3. 0dB
+2. 0dB

+10. 0dB

2.2. Channel  Level
      Semi  Auto
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
  Return = Push  Enter

[Semi Auto]で調整する

3

[Semi Auto]を選んで決定する。

テストトーンの再生されるスピーカー（調整するスピー

カー）が2、3秒ごとに自動で切り換わります。

～ご注意～

テストトーンは大きな音で再生されます。MASTER VOLUME

は自動的に0 d B になり、数秒後にテストトーンが再生されま

す。

調整したいスピーカーからテストトーンが出力されてい

るときに2 3ボタンを押してレベルを調整する。

－10～+10dBの範囲で調整することができます。

各チャンネルのテストトーンが同じ音量に聴こえるように

調整してください。

～ご注意～

サブウーファーからのテストトーンは周波数が低いため実

際のレベルよりも小さく聞こえる場合があります。

ENTERボタンを押して設定を終了する。

音量（MASTER VOLUME）が元の位置に戻りスピーカー

出力レベルの設定を終了します。

「Speaker Distance」に進みます。この場合、43ページ手

順2へ進みます。

3

4

5

2.2. Channel  Level
                
    [Manual]
    [Semi  Auto]
    [Auto]   
  Normal  Surround 
    [Return]

   
  Your  Speaker  Systems
    ” Normal  Surround ”
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音場補正

5

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Speaker Distance （スピーカーまでの距離の設定）

リスニングポジション（視聴位置）からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの再生に
ディレイタイムが付加され、リスニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。マニュア
ルで設定する場合は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。本機
は、指定された距離から自動的にディレイタイムを算出します。

[2.Surround Setup]を選んで決定する。

Surround Setup（音場補正）のメニュー画面になります。

[3.Speaker Distance]を選んで決定する。

スピーカーまでの距離の設定になります。

設定方法を選んで決定する。

[Manual]：手動ですべてを設定します。この場合は手順

4へお進みください。

[Auto]：マイクを用いた測定により自動設定します。詳

しくは「自動設定」（\h）をご覧ください。

設定するスピーカーを選択する。

設定するスピーカーまでの距離を2 3ボタンで設定する。

0.05m～9mの範囲内において0.05m間隔で設定できま

す。

それぞれのスピーカーに手順4～5を繰り返す。

[Return]を選んで決定する。

スピーカー まで距離の設定を終了します。

「Acoustic Cal EQ」に進みます。この場合、44ページ手

順2へ進みます。

1

2

3

4

AMP \ \

ここから読む場合は、リモコンのボタンを以下の順番で押し
てから手順1へお進みください。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3STANDBY/ON

ENTER

Î

1-7

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

1

2

3

4

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

2.Surround Setup

[ Check ]

[ 1.Speaker Systems ]
[ 2.Channel Level ]
[ 3.Speaker Distance ]
[ 4.Acoustic Cal EQ ]

2.3. Speaker Distance

 [Manual]
 [Auto]

 [Return]
 

2 . 7 5 m
2 . 4 0 m
2 . 4 0 m
1 . 1 5 m
1 . 2 0 m
1 . 6 5 m
1 . 8 5 m
3 . 3 0 m

2.3. Speaker Distance
         Manual
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
   [Return]

7

5
3 . 0 5 m
2 . 4 0 m
2 . 4 0 m
1 . 1 5 m
1 . 2 0 m
1 . 6 5 m
1 . 8 5 m
3 . 3 0 m

2.3. Speaker Distance
         Manual
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
   [Return]

3 . 0 5 m
2 . 4 0 m
2 . 4 0 m
1 . 1 5 m
1 . 2 5 m
1 . 6 0 m
1 . 8 5 m
3 . 3 0 m

2.3. Speaker Distance
         Manual
  LEFT [ ]
  CENTER [ ]
  RIGHT [ ]
  SURROUND R [ ]
  SURR BACK R [ ]
  SURR BACK L [ ]
  SURROUND L [ ]
  SUB WOOFER [ ]
   [Return]

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は設置および設
定をリスニングポジションから等距離にしますと、HOME THX
モードの効果が最大限に発揮されます。

6

7
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[2.Surround Setup]を選んで決定する。

Surround Setup（音場補正）のメニュー画面になります。

[4.Acoustic Cal EQ]を選択して決定する。

視聴環境の周波数特性の補正になります。

設定方法を選ぶ。

●Manual

[Data Copy]：「CUSTOM1」または「CUSTOM2」に、

視聴環境の周波数特性をコピーします。この場合、手順

4からの操作になります。

[CUSTOM 1]、[CUSTOM 2]：「CUSTOM1」または

「CUSTOM2」にコピーした周波数特性を手動で調整しま

す。この場合、手順8からの操作になります。

●Auto

[ALL ADJ & FRONT ALIGN]：マイクを用いた測定に

より自動設定します。詳しくは「自動設定」（\ h ）を

ご覧ください。

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Acoustic Cal EQ（視聴環境の周波数特性の補正）

各スピーカーやサブウーファーの周波数特性を補正し、視聴環境全体の周波数特性を均一化します。補正カーブ

には[ALL CH ADJUST]と[FRONT CH ALIGN]の2種類があり、それぞれの内容は以下の通りです。まずオー

トサラウンドセットアップ（\!）またはAuto（手順3のAutoを参照）モードで自動調整した後に、そのカーブ

特性をCUSTOM1やCUSTOM2にコピーして手動調整する方法（手順3のManualを参照）をお勧めします。

データコピーを行わなくても直接CUSTOM1やCUSTOM2の補正カーブを手動で調整することはできます

が、この場合はフラット状態からの手動調整となります。

[ALL CH ADJUST]： 部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性をフ

ラットに補正します。全てのチャンネル間の再生音のつながりがよくなり、サラウン

ドなどの音場のバランスが改善され、特に映画などのソースではワンランク上の臨場

感、迫力をお楽しみ頂けます。

[FRONT CH ALIGN]：フロント左/右（FL/FR）とサブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性を、

フロントchの特性に合わせます。フロントchについてはスピーカー本来の性能をそ

のまま引き出し、他のチャンネルはフロントc h の特性に合わせることで、チャンネ

ル間のつながりと音場のバランスを改善します。音楽などのソースに適しています。

CUSTOM1： 「オートサラウンドセットアップ」で設定した「視聴環境の周波数特性の補正」の設定値

をコピー（保存）することができます。更にCUSTOM1にコピーされた設定値は手動

で微調整することもできます。

CUSTOM2： CUSTOM1と同様です。

1

2

3

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-15

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。
AMP \ \

ここから読む場合は、リモコンのボタンを以下の順番で押し
てから手順1へお進みください。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

1

2

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

2.Surround Setup

[ Check ]

[ 1.Speaker Systems ]
[ 2.Channel Level ]
[ 3.Speaker Distance]
[ 4.Acoustic Cal EQ  ]

[Return]

各周波数帯と音声の分布については「各種音声の周波数分布について」（\N98 ）をご覧ください。

（ALL ADJUST）

（F ALIGN）
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以下はOSD画面（テレビ画面）です

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
4

k
8

k
1

6
k

2.4. Acoustic  Cal  EQ
   Manual

  Target Curve : CUSTOM1 
    Channel    [L •SMALL]

 [Return]

[Data Copy]を選んで決定する。

「CUSTOM1」または「CUSTOM2」のどちらに保存するか

を選択する画面になります。

5 ∞ボタンで「CUSTOM1」または「CUSTOM2」のどち
らかにコピーするのかを選ぶ。

2 3ボタンで、どの補正カーブをCUSTOMにコピーす
るのかを選択して決定する。

以下のように切り替わります。

[Copy OK]を選んで決定する。

手順5で選んだ[CUSTOM]に、手順6で選んだ補正カーブ

がコピーされ、[Data Copy]モードを終了します。データ

コピーを取り消す場合は、[Cancel]を選びます。

調整する補正カーブ（[CUSTOM1]または、
[CUSTOM2]）を選んで決定する。

テストトーンが出力されます。

～ご注意～

テストトーンは大きな音で再生されます。音量（MASTER

VOLUME）は自動的に0dBになり、数秒後にテストトーン

が再生されます。

2 3ボタンで調整するチャンネルを選んで決定する。

2 3ボタンで調整したい周波数を選び、5 ∞ボタンでレベ
ルを上下に調整する。

TRIM機能については次ページをご覧ください。

ENTERボタンを押してそのチャンネルの調整を終了す
る。

それぞれのチャンネルについて手順9～11を繰り返す。

4

8

2.4. Acoustic  Cal  EQ

Please  Wait
 Caution!!

  Test  tone  is
       output  loudly.

[Cancel]

Manual

5

6

7

8

9

2.4. Acoustic  Cal  EQ
                
 Manual
    [Data Copy]
    [CUSTOM1] 
    [CUSTOM2]
 Auto
    [ALL ADJ & FRONT ALIGN]
   
    [Return]
 Your  Speaker  Systems
    ” Normal  Surround ”

3, 4
2.4. Acoustic  Cal  EQ
                
 Manual
    [Data Copy]
    [CUSTOM1] 
    [CUSTOM2]
 Auto
    [ALL ADJ & FRONT ALIGN]
   
    [Return]
 Your  Speaker  Systems
    ” Normal  Surround ”

CUSTOM1

ALL ADJF ALIGN

CUSTOM2

2.4. Acoustic  Cal  EQ
                
 A.Cal EQ Data Copy

 To ← From
 CUSTOM1 [CUSTOM1 ]
 CUSTOM2 [CUSTOM2 ]

    [Copy OK]   
    [Cancel]

5

2.4. Acoustic  Cal  EQ
                
 A.Cal EQ Data Copy

 To ← From
 CUSTOM1 [ ALL ADJ ]
 CUSTOM2 [CUSTOM2 ]

    [Copy OK]   
    [Cancel]

6

10

11

9

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
4

k
8

k
1

6
k

2.4. Acoustic  Cal  EQ
   Manual

  Target Curve : CUSTOM1
    Channel    [L•SMALL]

 [Return]

11
12

➡
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[Return]を選んで決定する。

音量（MASTER VOLUME）が元の位置に戻り、視聴環境

の周波数特性の補正を終了します。

もう一度[Return]を選んで決定する。

System Setupのメニュー画面になります。

[Exit]を選んで決定する。

System Setupを終了します。

・Autoで設定を行った場合、アコースティックキャリブレーションEQはALL CH ADJUSTモードで自動

的にONになります（\T）。

・スピーカー設定でSMALLに設定されたチャンネルは、63Hzの調整を行うことができません。

・レベルを調整しているときに、下図のように「OVER!!」と表示されることがあります。

このような場合、各設定の合成特性により音声が歪んでしまうことがありますので、変更した周波数ま
たは周辺の周波数のレベルを小さめに設定し直すことをおすすめします。

2.4. Acoustic  Cal  EQ
   Manual

  Target Curve : CUSTOM1
    Channel    [L •SMALL]

 OVER!! [Return]

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
4

k
8

k
1

6
k

Acoustic Cal EQ（視聴環境の周波数特性の補正）では、チャンネルごとに周波数特性を調整するためチャ

ンネル間のレベルバランスがくずれてしまう場合があります。TRIM機能を使うと、調整した周波数特性

のバランスを保ったまま全帯域のレベルを上下させることができます。

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
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k
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k
4

k
8

k
1

6
k TRIM

2.4. Acoustic  Cal  EQ
   Manual

  Target Curve : CUSTOM1
    Channel    [L•SMALL]

 [Return]

TRIM機能を使うには、全ページの手順10でカーソルを右端に移動させ、画面

の右下に「TRIM」の文字が表示されたら5 ∞ボタンで全帯域のレベルを調整し

てください。
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2.4. Acoustic  Cal  EQ
   Manual

  Target Curve : CUSTOM1
    Channel    [L•SMALL]

 [Return]

2.Surround Setup

[ Check ]

[ 1.Speaker Systems ]
[ 2.Channel Level ]
[ 3.Speaker Distance]
[ 4.Acoustic Cal EQ  ]

[Return]

System Setup

[Auto Surround Setup]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

15

13

14

14

15

13
以下はOSD画面（テレビ画面）です
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基本操作

再生する機器の電源を入れる。

本機の電源を入れる。

再生する機器を選ぶ。

ボタンを押すたびに（本体の場合は、I N P U T

SELECTORを右に回すと）入力が順次に切り換

わります。リモコンの他機器操作ボタンで直接

選択することもできます。

入力信号設定は基本的にAUTOに設定されてい

ます。必要に応じて入力信号の種類を選びま

す。「i.LINK/ANALOG/DIGITAL信号の切り換

え」（\.）

• i.LINKの入力設定（\N82 ）を行なった場合
は、その機器名が表示されます。

• 入力設定していないi .L INK機器も、この操
作で選択できます（「P H O N O」のあとに順
次、機器名が表示されます）。

• i.LINK対応機器が選択されたときは、i.LINK
インジケーターが点灯します。このとき選
択された機器に対して再生要求を自動的に
出します。接続しているD V D プレーヤー
が、再生要求に対応していれば再生するこ
とができます。
また、本機にてi .L INK対応機器が選択され
ていないときでも、i.LINKで接続したDVD
プレーヤーを再生すると本機の入力切替え
を自動的にi .L INK入力に切り換えるプレー
ヤーもあります。
i .L INK機器を接続しているときの連動動作
については、プレーヤーの取扱説明書も合
せてご覧ください。

リモコンをアンプメイン画面に
する。

再生したいチャンネル数を選ぶ。

詳しくは「再生チャンネル数の切り換え」

（\/）をご覧ください。

1

2

3

5

■操作を行う前には必ず本機の—OFF_ONボタン（主電源）をON（_）にしてください。

基本再生

+

VOL +

ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

use lock

3

3

2

STANDBY/ON

INPUT

+

VOL +

ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

use lock

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier

4

4

6,7
5

9

• 前面の入力端子に接続した機器を選択する

には入力を「VIDEO」にします。

• 本機は、ドルビーデジタル、DTS、PCM

（サンプリング周波数 fs：32kHz、

44.1kHz、48kHz、88.2kHzおよび

96kHz）、MPEG-2 AACのデジタル信号

に対応しています。また、i.LINK接続で

は、192kHz/24bitのDVDオーディオや

SACDなどにも対応しています。これ以外

のデジタル信号は再生できないことがあり

ますので、その場合はアナログ接続して

ANALOGを選択してください。詳しくは

「i.LINK/ANALOG/DIGITAL信号の切り

換え」（\.）をご覧ください。

STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

INPUT SELECTOR

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－ ＋
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUME

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

2 6,7

93 5

—OFF_ONボタン
（主電源）

4

LISTENING
CH SEL.

AMP MAIN\
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基本操作

回して選ぶ

好みのリスニングモードのタイプを
選ぶ。

本体はLISTENING MODE

SELECTORを回すとリスニング

モードが順次に切り換わります。

ディスプレイの上段に各タイプの名

称が表示されます。

手順6 で選んだタイプのボタン（本体は
LISTENING MODE SELECTOR）を押
して好みのリスニングモードを選ぶ。

再生しているソースや選択された

チャンネル数などに応じて更にモー

ドが選択できます。

ディスプレイの下段にモードの名称

が表示されます。

詳しくは「リスニングモードの種類

と効果」（\Q）をご覧ください。

手順1の再生機器の再生を開始する。

音量を調節する。

6
THX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

THX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

7

押して選ぶ

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

8

9 +
MASTER VOLUME

音量について

再生するソフトや使用するスピー

カーによって多少違いますが、表示

と音量はおおよそ右図のようになり

ます。

— — — dB —60 —40 —20 0 dB +12 dB

音量レベル表示�

迫

リ

小

迫力ある音量で映画などを楽しむとき

リラックスした
雰囲気で音楽を聴くとき

小音量で
きくとき

ハイサンプリングフォーマットディスクの再生について
本機は88.2/96kHzをはじめ、i.LINK接続時には176.4/192kHzも含めたハイサンプリングフォーマッ

トディスクの再生に対応しています。

次のようなソフトがそれに該当します。

DVDオーディオ、SACD、DTS96/24、PCM96kHzなど

このようなソフトを高音質（ダウンサンプリング無し）のまま再生するには「便利な音声再生用機能」（トー

ンコントロール機能を除く）とD-Range Control（ダイナミックレンジコントロールの設定）をOFFにして

ください。更にリスニングモードについては2chフォーマット再生時はSTEREO、マルチチャンネル

（5.1ch）フォーマット再生時はSTANDARDにしてください。

• マルチチャンネルフォーマット再生時、再生チャンネル数が7.1に設定されているときはSTANDARD

SXを選択してください。

• PCMのハイサンプリングフォーマットディスクを再生するには、接続したDVDプレーヤーがそれらの

信号をデジタル（i.LINK含む）出力できることが必要です。

• DTS96/24フォーマットディスクは、お手持ちのDVDプレーヤーが96kHzデジタル出力に対応して

いなくてもDTS対応であれば、本機を通じて再生することができます。詳しくはDVDプレーヤーの取

扱説明書をご覧ください。
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基本操作

i.LINK/ANALOG/DIGITAL信号の切り換え

本機では各入力について i.LINKとアナログとデジタルの入力信号を切り換えることができます。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

再生したい入力信号を選択する。

SIGNAL SELECTボタンを押すたびに、以下

のように切り換わります。

• i.LINK入力は で表示されます。

AUTOにしたときは、 →2 RF→D I G I T A L→

ANALOGの優先順位で自動的に入力信号を選択しま

す。（ 、2RF、DIGITALは、それらが割り当てられ

ている入力ファンクションを選んでいるときのみ選択

することができます）

•  入力設定（\N82 ）をしていないi.LINK対応機器につい

ては、 に固定されます。

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

3

2
1

2

AMP

SUB

3

AUTO ANALOG

DIGITAL2RF

SIGNAL
SELECT

• i.LINK入力信号が選ばれているときは、
i.LINKインジケーターが点灯しますが、こ
のとき、接続した機器側で出力設定をOFF
にしていると音はでません。出力設定の方
法は機器の取扱説明書をご覧ください。

• デジタル入力端子がいずれも割り当てられて
いない機器については、SIGNAL SELECT
は、ANALOGに固定されています。

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナロ
グオーディオのみ収録されているLDの音声
はデジタル出力からは出力されません。こ
のような音声を再生するには必ずANALOG
を選択してください

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

3

• SIGNAL SELECTボタンでANALOGを選択した状態で DTS対
応のLDを再生すると、 DTSの原信号がそのまま再生されるた
め、ノイズが発生します。入力信号は必ず、AUTOかDIGITAL
またはi.LINKを選択してください。

• DVDプレーヤーの機種によっては、再生できるデジタル信号に
制限があります（DTS信号を出力しないなど）。詳しくは、お使
いのDVDプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。



50

基本操作

リスニングモードの選択

リモコンをアンプメイン画面に
する。

お好みのリスニングモードのタ
イプを選ぶ。

本体はLISTENING MODE
SELECTORを回すとリスニング
モードのタイプが順次に切り換わ
ります。
ディスプレイの上段に各タイプ
の名称が表示されます。

手順2 で選んだタイプのボタン（本体は
LISTENING MODE SELECTOR）を押
して好みのリスニングモードを選ぶ。

ソースの種類や選択された再生チャ
ンネル数などに応じて、モードの選
択肢が変わる場合があります。
ディスプレイの下段にモードの名称
が表示されます。
詳しくは「リスニングモードの種類
と効果」（\Q）をご覧ください。

1

2
THX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

回して選ぶ

THX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

3

押して選ぶ

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2,3

11

AUDIO

R3 CD TUNER PHONO
CD-R/

TAPE1/MD
MULTI CH

INPUT

LISTENING 
CH SELECT

DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO
VIDEO INPUT

AUDIOL R

DIGITAL NR INPUT ATT SELECT
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

LISTENING MODE SELECTOR
PUSH ENTER

MASTER VOLUME

VSA-AX10iAV DIGITAL-SURROUND AMPLIFIER

2,3

MAIN\AMP

再生チャンネル数の切り換え
本機では再生するチャンネル数を以下の3つの中から選ぶことができます。設定内容は以下の通りです。
• 5.1ch： 最大5.1chでの再生を行います。（サラウンドバックスピーカーから音は出ません）
• 7.1ch： 最大7.1chでの再生を行います。5.1chソース再生時は選べるリスニングモードの数が変わります

（\QW）。
• AUTO：入力信号の種類、サラウンドバックスピーカーの接続、選択しているリスニングモードのタイプに

合わせて、各モードに最適なチャンネル数で再生します。

リモコンをアンプメイン画面に
する。

再生チャンネル数を選ぶ。

1

2 LISTENING
CH SEL.

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2

11

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

2

AMP MAIN\

• 再生チャンネル数の選択によってリスニングモードの選択肢が変わ

ります（\QW）。

• 「スピーカーシステムの設定」（\k）でサラウンドバックスピー

カーが無しで設定されているときは、「5.1ch」に固定され、この操
作を行うことはできません。

• 再生チャンネル数を設定した後で「スピーカーシステムの設定」

（\k）を変更すると、再生チャンネル数が自動で切り換わるこ

とがありますのでご確認ください。
• 再生チャンネル数は入力ファンクションごとに設定されます。
• ステレオモードを選んでいるときはこの操作を行うことはできません。
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基本操作

リスニングモードの種類と効果
本機のリスニングモードは5つのタイプに分かれています。モードの切換方法や再生チャンネル数の設定につい

ては、「リスニングモードの選択」、「再生チャンネル数の切り換え」（\/）をご覧ください。

本書では特に注記の無い限り、「6.1再生検出信号」の記録されたソースも、5.1chソースとして扱います。

ケース1：2chソース（またはドルビーサラウンドソース）の場合

サラウンド化するためのマトリクス・デコード方式を以下の5つの中から選択することができます。

ディスプレイにはデコード名称が表示されます。

2PRO LOGIC II MOVIE
5.1ch化します。映画再生に適したモードで、特にドルビーサラウンド・エンコード作品をこのモー
ドで視聴するとより効果的です。サラウンドｃｈへのダイアローグの漏れ込み（クロストーク）が少
なく、ドルビーデジタル5.1に迫るセパレーションや移動感などが得られます。
（再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバックchからは音が出ません。）

2PRO LOGIC II MUSIC

5.1ch化します。音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録音されたソース（CDなど）を再生す

るときに効果的です。サラウンドｃｈは定位よりも包囲感を重視しています。

（再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバックchからは音が出ません。）

2PRO LOGIC

4.1ch化します。ビデオテープやTV放送など、ソースのクオリティを問わずご使用いただけます。

（再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバックchからは音が出ません。）

Neo:6 CINEMA

6.1ch化します。映画再生に適したモードで、2chを6.1chソースと同じような雰囲気でお楽しみ
いただけます。これはセパレーション特性を重視したデコードによるものです。
（再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバックchからも音が出ます。）

Neo:6 MUSIC
6.1ch化します。フロントからは原音をそのまま再生するため音質の変化が無く、音楽再生に適した
モードといえます。また、センターとサラウンド、サラウンドバックc h から出力される音声が音場
に自然な拡がり感を加えます。
（再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバックchからも音が出ます。）

ケース2：5.1chソースで再生チャンネル数を7.1chに設定している場合

7.1ch化するためのデコード方式を以下の2つの中から選択することができます。

SX  （Studio extention）

映画製作スタジオや映画館で5.1ch再生を行うときは、サラウンドバックの位置にあるスピーカー

からもサラウンドchの音声が出力されます。SX方式はこの音場を再現するためのモードです。

ディスプレイにはデコード名称に加え、＋SXと表示されます。

EX  （Extension docode）

ソースに忠実なデコード処理を行い、サラウンドバックc hが収録されていないソースについてはマトリ

クス・デコードによりサラウンドバックch成分を生成します。最大7 .1 c h再生となり、定位感、移動

感、臨場感がより向上します。ディスプレイにはデコード名称が表示されます。

DVDオーディオ、SACD再生時にはこのモードを選ぶことができません。

STANDARDモード

ソフトに忠実なデコード（2chソースはマトリクス・サラウンド・デコード）をするモードです。基本的に入力信

号の種類や再生チャンネル数の設定に応じて自動的に最適なデコード方式が選択されますが、下記ケース1,2の

ように複数のモードの中から選択できる場合もあります。
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ケース1：2chソース（またはドルビーサラウンドソース）の場合

サラウンド化するためのマトリクス・デコード方式を以下の3つの中から選択することができます。（各

モードの詳細説明はSTANDARDモードをご覧ください）

いずれのモードもディスプレイの表示は数秒後にTHX処理名称（THX CINEMA）に切り換わります。

2PRO LOGIC II MOVIE

2PRO LOGIC

Neo:6 CINEMA

ケース2：5.1chソースで再生チャンネル数を7.1chに設定している場合

7.1ch化するためのTHX処理方式を以下の4つの中から選択することができます。

THX CINEMA

あらゆるソフトの再生に適します。

THX SURROUND EX

ドルビー研究所とルーカスフィルム社とで共同開発した再生フォーマットです。SURROUND EX

マトリックス処理により、サラウンドch成分からサラウンドバックchを生成します。

SURROUND EX方式にて劇場公開された映画ソフトに最適です。ただし、DTSソースはESデ

コード処理によりサラウンドバックchを生成するため、ディスプレイには 「DTS-ES + THX」 と

表示されます。

(DVDオーディオ、SACD再生時、このモードは選択できません。）

THX ULTRA2 CINEMA　（THX ULTRA2）

従来よりある5.1chの映画ソフトに最適な、新しい再生フォーマットです。5.1ch再生が標準だっ

た頃のソースに SURROUND EX マトリクス処理を行なってしまうと、かえって後方・側方の音

場感が狭く感じてしまうものもありますが、このモードでは定位感と広がり感を同時に実現させ、

SURROUND EX 公開映画にも匹敵する音場を生み出します。

(サラウンドバックスピーカー１本設定の場合、このモードは選択できません。）

THX MUSICMODE

DVDなどで発売されている5 . 1 c hの音楽ソフトに適した、新しい再生フォーマットです。音楽

ソースは映画ソースと異なり、劇場公開されることを前提にしていません。 よってミックスダウン

の段階より想定される再生環境が異なります。映画再生に適したスピーカー配置でも音楽ソースの

音場効果が最大限再現されるよう、あらゆるノウハウが組込まれています。

(サラウンドバックスピーカー１本設定の場合、このモードは選択できません。）

HOME THXモード

HOME THX とは、映画のサウンドトラックを一般家庭でもリアルに再現するためにルーカスフィルム社が開

発したシステムで、映画館と家庭のリスニングルームの差異を補完する様々な技術が駆使されています。 あら

ゆるソフトに効果的ですが、ドルビーデジタル、DTS収録のソフトの再生には特に威力を発揮します。

このモードでは忠実なデコード（2chソースはマトリクス・サラウンド・デコード）処理の後、THX処理を加え

て再生します。基本的に入力信号の種類や再生チャンネル数の設定に応じて、自動的に最適な処理が選択されま

すが、下記ケース1,2のように複数のモードの中から選択できる場合もあります。

ディスプレイには選択されたTHX処理名称が表示されます。
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基本操作

STEREO（ステレオ）モード

左右のフロントスピーカーからステレオ音声（2ch）で再生するモードです。

ドルビーデジタルやDTSなどのマルチチャンネルソースは2chにダウンミックスして再生します。

• STEREO
音場補正（Surround Setup）（\g）やサウンドディレイ（\A）での各設定を反映し、「便利な音声再生

用機能」（\YU）の効果を加えてステレオ再生することができます。

• DIRECT
2chソースを原音に忠実な高品位ステレオ再生します。「スピーカーシステムの設定」（\k）と「スピーカー

出力レベルの設定」（\z）における設定は反映されます。ただし、サブウーファーがPLUS設定でもアナロ

グ入力の場合はサブウーファー出力はありません。

ADVANCED CINEMAモード

あらゆる映画ソースの再生に適したオリジナルのサラウンドモードです。以下6つの中からお好きなモードを

選択することができます。忠実なデコード（2chソースはマトリクス・サラウンド・デコード）処理の後オリジ

ナルの処理を加えます。このモードでは、再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバック

chからも音が出ます。

• ACTION
包み込むような空間での反射音を再現します。大きい音がしっかり定位し、躍動感、スピード感が楽しめま
す。アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力が、包み込むように再現され、映画の迫力や臨場感を、あ
ますところなく楽しんでいただけます。アクション系の映画の再生に効果的です。
（2chソース入力時はNeo:6 CINEMA処理でサラウンド化します。）

• SCI-FI　（Science Fiction）
広い空間に音が抜けていくイメージです。セリフと効果音の分離が良いため、S F 映画などのS E（特殊効果
音）の多いソースに効果的です。
（2chソース入力時は2PRO LOGIC II MOVIE処理でサラウンド化します。）

• DRAMA
サラウンドスピーカーからの音が一体となって、1つの大きなスピーカーのように響くイメージで、落ち着い
た雰囲気で映画を楽しんでいただけます。幅広い範囲でサラウンド効果が楽しめ、直接音もしっかりと響き
ます。ストーリー性重視の映画の再生に効果的です。
（2chソース入力時は2PRO LOGIC II MOVIE処理でサラウンド化します。）

• MUSICAL
ミュージカルなどの音楽系ソースを再生しているときのサラウンド感や、コンサートホールのホール感を再
現します。広い空間で音に包み込まれるような響きが特徴です。
（2chソースのサラウンド化のデコード方式：Neo:6 MUSIC処理でサラウンド化します。）

• MONOFILM
古い映画やテレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号も含めすべてのソースに適したマルチチャン
ネルサラウンドモードです。
（2chソース入力時は2PRO LOGIC処理でサラウンド化します。）

• 5/7-D THEATER　（再生モードに合わせて5-Dまたは7-Dと表示されます）
2chで収録された音声を、5chまたは7chのサラウンド効果で再生できます。ドルビーサラウンドソフト再

生時は特に効果的です。
（2chソース入力時は2PRO LOGIC処理でサラウンド化します。）

• 「DIRECT」を選択しているときに、「アコースティックキャリブレーションEQのON/OFF」（\T）や「便

利な音声再生用機能」（\YU）をONにすると、自動的に「STEREO」に切り換わります。

• DVDオーディオやSACDの2chソース再生中は自動的に「STEREO」または「DIRECT」モードに固定されます。
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ADVANCED CONCERTモード

あらゆる音楽ソースの再生に適したオリジナルのサラウンドモードです。以下6つの中からお好きなモードを
選択することができます。忠実なデコード（2chソースはマトリクス・サラウンド・デコード）処理の後オリジ

ナルの処理を加えます。このモードでは再生チャンネル数をAUTOに設定しているとき、サラウンドバックch

からも音が出ます。

• CLASSICAL
大型のコンサートホールをシミュレートしています。クラシック系の音楽に適しています。反射音の遅延時
間帯が長く、さらに残響音を加えることでコンサートホール特有の美しい響きと、オーケストラの迫力が楽
しめます。（2chソース入力時はDSP処理でサラウンド化します。）

• CHAMBER
石（コンクリート製）のコンサートホールをシミュレートしています。残響音豊かな本格的コンサートホール
の響きを楽しむことができます。クラシック音楽などで自然な広がりを感じていただけます。
（2chソース入力時はDSP処理でサラウンド化します。）

• JAZZ
一般的なジャズクラブをシミュレートしています。音の響きが強くなるのが特徴です。反射音のほとんどが
100ms以下で、目の前で演奏しているような迫力と定位感を楽しめます。
（2chソース入力時はNeo:6 CINEMA処理でサラウンド化します。）

• ROCK
中規模コンサートホールをシミュレートしています。楽器の分離感と臨場感があり、重低音に迫力のあるサ
ラウンドを楽しめます。（2chソース入力時は2PRO LOGIC II MUSIC処理でサラウンド化します。）

• DANCE
フロアの床面が正方形をしているクラブをシミュレートしています。音の響きが強いのが特徴です。反射音
の遅延時間はほとんどが50ms以下で、迫力あるDANCE MUSICが楽しめます。
（2chソース入力時は2PRO LOGIC II MUSIC処理でサラウンド化します。）

• 5/7CH STEREO　（再生モードに合わせて5CHまたは7CHと表示されます）
2chで収録された音声をステレオ音声のまま、5本または7本のスピーカーにて再生しますのでお部屋のどの
場所にいてもステレオ感をお楽しみいただけます。

ADVANCED CINEMAモードまたはADVANCED
CONCERTモードに設定する。（\,、/）

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

エフェクトレベルの設定にする。

エフェクトレベルの効果を調整する。

エフェクトレベルは10～90の範囲で調整する

ことができます。

2
AMP

• 工場出荷時の設定は、5/7CH STEREOのときが90、それ以外のモードのときが50に設定さ
れています。

• エフェクトレベルは各モードごとに設定できます。
• 本体でエフェクトレベルを調整する場合は、フロントパネルのEFFECT/CH LEVELのSELECT

ボタンを何度か押してディスプレイに「EFFECT」を表示させ、＋/－ボタンを押して調整します。

ADVANCEDモード（CINEMA、CONCERT）の効果を調整する

1

3 SUB

EFFECT/
CH SEL.

4

5

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2

3

5

4
ACOUSTIC 

CAL.
LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

4 5



55

ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
入
門

基
本
操
作

音
場
補
正

各
部
名
称

接
　
続

使
い
こ
な
し

応
用
操
作

リ
モ
コ
ン

技
術
資
料

基本操作

アコースティックキャリブレーションEQのON/OFF
「視聴環境の周波数特性の補正」（\v）での設定をON/OFFします。それぞれのチャンネルを調整しても、

以下の設定がOFFになっていると、アコースティックキャリブレーションEQの効果は発揮されません（自動設

定後は自動的に「ALL CH ADJUST」でONになります）。設定のONには「ALL CH ADJUST」と「FRONT CH

ALIGN」「CUSTOM1」「CUSTOM2」の4つのモードがあります。詳細は以下の通りです。

ALL CH ADJUST：部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性をフラッ

トに補正します。全てのチャンネル間の再生音のつながりが良くなり、サラウンドなどの音場のバランスが改

善されるため、ワンランク上の臨場感、迫力をお楽しみ頂けます。

FRONT CH ALIGN：フロント左/右（FL/FR）とサブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性を、フ

ロントchの特性に合わせます。フロントchについてはスピーカー本来の性能をそのまま引き出し、他のチャンネ

ルはフロントchの特性に合わせることで、チャンネル間のつながりと音場のバランスを改善します。

CUSTOM1：設定値をコピー（保存）して手動で微調整します。「オートサラウンドセットアップ」で設定した「視

聴環境の周波数特製の補正」の設定値をコピー（保存）することもできます

CUSTOM2：CUSTOM1と同様です。

リモコンをアンプメイン画面に
する。

アコースティックキャリブレーションEQを
ONにする。

ボタンを押すたびにアコースティックキャリブ

レーションEQが以下のように切り換わります。

OFF以外のときはMCACCインジケーターが点

灯します。

1
AMP

2
MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1 1

2

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

2

ACOUSTIC
CAL.

• アコースティックキャリブレーションEQのON/OFFは全ての

入力ファンクションに共通で切り換わります。

• DIRECTモード（MULTI CH IN DIRECT\I、STEREO

DIRECT\E）を選択しているときにアコースティックキャ

リブレーションEQをONにすると、DIRECTモードは自動的に

解除されます。詳しくはそれぞれのページをご覧ください。

• 工場出荷時はOFFに設定されていますが、音場補正のオート設

定を行うとALL CH ADJモードで自動的にONします。

ALL CH ADJ

CUSTOM1

CUSTOM2 OFF

F ALIGN

MCACC（Multi Channel ACoustic Calibration system）とは

パイオニアのアンプとしての設計思想であるマルチチャンネルステレオフォニック思想（\5）を深化

させる上で、実際の制作現場の技術者へのヒアリングを国内外問わず、徹底的に行ってきました。その

中から、特に映画制作のスタンダードを確立したルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最

高峰エアースタジオ社（ロンドン）の技術陣営との対話から、特にこれまで現実が困難であったアコース

ティックな環境補正を行うために、「一般家庭でも簡単かつ高精度にスタジオと同等の調整を行えるこ

と」を目標として、当社研究所で4年の歳月をかけて開発したのが、MCACC（Multi Channel ACoustic

Calibration system）です。この機能により、本機ではスタジオ環境に近似した高精度な音場の自動解

析処理と最適補正を可能としました。

MAIN\
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リモコンをアンプメイン画面に
する。

DIGITAL NRをONにする。

ボタンを押すたび、DIGITAL NRがONまたは

OFFに切り換わります。

1

2

便利な音声再生用機能
DIRECTモード（MULTI CH IN DIRECT\I、STEREO DIRECT\E）を選択しているときに、これら
の機能をONにすると、DIRECTモードは自動的に解除されます。詳しくはそれぞれのページをご覧ください。

• 以下の場合は、DIGITAL NRをONにしてもノイズが十分に低減
されないことがあります。
- 突然のノイズ
- 極端に大きいノイズ
- 高い周波数成分を非常に多く含む信号
- もともとノイズの少ない録音状態の良い信号

• 各音源に対し、DIGITAL NRは以下のような改善効果があります。
ステレオ再生時
- アナログ入力....................... 10～18dB
- デジタル入力....................... 10～15dB
- i.LINK入力........................... 10～15dB
- AM/FMチューナー ............ 10～15dB
ADVANCED、STANDARD、96kHz再生時
...............................................   6～10dB

• HOME THXモードでは使用できません。

デジタルノイズリダクション機能 （ノイズの低減）
DIGITAL NRをONにすると、カセットテープやビデオテープなど、雑音が多く含まれるソフトのノイズを低減

することができます。

DIGITAL
NR

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

2

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1 1

2

ミッドナイトリスニング機能 （小音量での快適なサラウンド再生）
音量を小さくすると、サラウンド効果が弱くなったり、微小な音やセリフなどが聴きとりにくくなることがあ

ります。ミッドナイトリスニング機能は、ボリュームレベルやソースに応じて様々な補正を行いますので小音

量でも全体のバランスが良い状態で映画などをお楽しみいただけます。

リモコンをアンプメイン画面に
する。

ミッドナイトリスニング機能をONにする。

ボタンを押すたびに、ミッドナイトリスニング

機能がONまたはOFFに切り換わります。

1

2
MIDNIGHT

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

1

2

• この機能は音量が－20dB以下のときに効果があり、音量に合

せてサラウンド効果も自動調整されます。

• HOME THXモードでは、使用できません。

• ラウドネス機能、トーンコントロール機能との併用はできませ

ん。

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT
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VIDEO INPUT
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TONE
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EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

2

AMP MAIN\

AMP MAIN\
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基本操作

トーンコントロール機能 （好みに応じた高低音の調整）
トーンコントロール機能をONにすると、低音、高音がお好みによって調整できます。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

トーンコントロールモードをONにする。

ボタンを押すたびにトーンコントロールモード

がONまたはBYPASSに切り換わります。

低音か高音を選ぶ。

ボタンを押すたびに低音（BASS）と高音

（TREBLE）が切り換わります。

調整する。

1

3

AMP

• トーンは、－6～＋6dBの範囲で調整できます。

• HOME THXモードでは使用できません。

• ミッドナイトリスニング機能、ラウドネス機能との併用はでき

ません。

2 SUB

TONE

4 BASS/
TREBLE

5

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE
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CH SEL.

MULTI CH
INTHX STANDARD
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STEREO
/DIRECT
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DVD/LD
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/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1 2

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT
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SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.
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TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD
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VIDEO

SAT

TV
CONTROL

3

4 5

ACOUSTIC 
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SELECT
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－� ＋�
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ラウドネス機能 （小音量時の高低音域の補正）
ラウドネス機能は小音量時にボリュームレベルに応じて、低音域、高音域のレベルを適正値に補正します。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

ラウドネスモードにする。

ボタンを押すたびに、ラウドネスモードがON

またはOFFに切り換わります。

1

3

AMP

• HOME THXモードでは使用できません。

• ミッドナイトリスニング機能、トーンコントロール機能との併

用はできません。

LOUDNESS

2 SUB
STATUS SPEAKER

A/B LOUDNESS INPUT
ATT.

Amplifier MAIN SUB
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SELECT

TAPE 2
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SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
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BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

3

2
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CAL.
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VIDEO
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MULTI CH
INPUT
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MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO
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MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

3
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応用操作

リモコンをアンプメイン画面に
する。

マルチチャンネル入力モードにする。

ボタンを押すたび、以下のように切り換わりま

す。

1

• OFFのときは「OFF」とは表示されず、”ACTION”などの現在選
択されているリスニングモードが表示されます。

• マルチチャンネル入力信号にはリスニングモードの効果を加える
ことはできません。「MULTI DIRECT」や「MULTI ADJUST」を選
択しているときに、リスニングモードを切り換えるとマルチチャ
ンネル入力モードは「OFF」になります。

• 「MULTI DIRECT」を選択しているときに、「アコースティックキャリ
ブレーションEQのON/OFF」（\T）や「便利な音声再生用機能」
（\Y U）をONにすると、自動的に「MULTI ADJUST」にな
ります。

• 「MULTI ADJUST」を選択しているときに、「便利な音声再生用機
能」（トーンコントロールは除く）（\YU）を全てOFFにする
とA/Dコンバーターが96kHz動作となり、より高品位に再生を行
うことができます。

• マルチチャンネル入力モードは入力ファンクションごとにラス
トメモリーされます。

2

DVDオーディオ（マルチチャンネル入力）の再生
MULTI CH INPUT端子に接続した機器の音声を再生するには、以下の操作が必要です。マルチチャンネル入
力モードにはDIRECT、ADJUST、OFFの3つがあります。詳しくは下記説明をご覧ください。映像は入力
ファンクション選択で選ばれている機器の映像が映ります。

DIRECT ：MULTI CH INPUT端子の各チャンネルに入力された信号をすべてアナログ処理のまま
忠実に高SN比にて再生します。
•センター スピーカーが無し（NO）に設定されているときは、センターchの成分を左右の
スピーカーに振り分けて再生します。（\k）

•センタースピーカー以外が無し（NO）に設定されているときは、そのチャンネルの音声は
どのスピーカーからも出力されません。（\k）

ADJUST ：「音場補正」（\g） やサウンドディレイ（\A）での各設定を反映し、「アコース
ティックキャリブレーションEQのON/OFF」（\T ）「便利な音声再生用機能」
（\YU）の効果を加えて再生することができます。

OFF（通常表示）：マルチチャンネル入力モードを解除し、入力選択で選ばれている機器の音声を再生します。

MULTI CH
IN

MAIN SUB

(DVD-A
     /SACD)

DIGITAL
NR

ACOUSTIC
CAL.MIDNIGHT

 LISTENING MODE

LISTENING
CH SEL.

LISTENING CH SEL.ボタン�

MULTI CH
INTHX STANDARD

SURROUND

ADVANCED
CONCERT

ADVANCED
CINEMA

STEREO
/DIRECT

Amplifier
AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1 1

2

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－ ＋
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

2
LISTENING 

CH SELECTボタン

MULTI DIRECTOFF（通常表示）

MULTI ADJUST

AMP MAIN\

マルチチャンネル入力の2ch/8ch切り換え
マルチチャンネル入力モード時に入力チャンネルを2chか8chに切り換えることができます。2chにすると

FRONT端子に入力された信号だけを再生し、残りのチャンネルの出力をミュートします。「ADJUST」モード

時に2chを選択すると、「フレキシブルA/Dシステム」（\N98 ）により、デジタル処理でも高SN比の再生がで

きます。

マルチチャンネル入力モード時にLISTENING CH
SEL.ボタンを押す。

ボタンを押すたび2chと8chが切り換わります。

1
DVDオーディオ（マルチチャンネル入

力）の再生をより快適にお使いいただ

くために、「マルチチャンネル入力関

連の設定」（\N86 ）もご覧ください。
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応用操作

DUAL MONO（デュアルモノ）の再生と設定
モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号のことを1+1デュアルモノラル信号といいます。ここでは

デュアルモノラル信号が入力されたときにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定します。この

設定は、例えば以下のようなMPEG-2 AACやドルビーデジタルの1+1デュアルモノラルフォーマットのソー

スにのみ有効です。

･ BSデジタル放送のモノラルの二か国語放送や音声多重放送など

ステレオの二か国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマットになります。

･ 2か国語放送などをDVDレコーダーのデュアルモノラルモードで録画したもの

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくはDVDレコーダーの取扱説明書をご覧ください。

ch1 ： チャンネル1の音声のみを再生する場合。
ch2 ： チャンネル2の音声のみを再生する場合。
ch1/ch2 ： チャンネル1／チャンネル2の音声をそれぞれ左／右のフロントスピーカーから分けて

再生する場合。

フロントパネルのLISTENING CH SELECT
ボタンを5秒以上押し続けてデュアルモノの設
定を変更する。

ボタンを押し続けることで以下のように切り換

わります。

聞きたいチャンネルが表示されているときに指

を離してください。

1 LISTENING
CH SELECT

DUAL ch2DUAL ch1

DUAL ch1/ch2

• 工場出荷時の設定はDUAL ch1に設定されています。

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT
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SETUP
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VIDEO INPUT
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－� ＋�

1

ヘッドホンを使う
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－ ＋

ヘッドホン端子�

ヘッドホンのプラグをヘッドホン端子に差し込む。1

DIGITALDIGITAL

PRO LOGICPRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRXDISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREO MONO

SP AB

L

LFE

TAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

\

DIGITALDIGITAL

PRO LOGICPRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRXDISC MTRX
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OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREO MONO

SP AB

L

LFE
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C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREO MONO

SP AB

L

LFE

TAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

デュアルモノ信号を検出するとÒ とÂ が数

秒点滅します。その後ch1選択時はÒ、

ch2選択時はÂ、ch1/ch2選択時はÒ Âが

点灯します。

• ヘッドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなりま

す。

• 各リスニングモードの効果は2chにダウンミックスされま

すが、2chソースに対してマトリクスデコードによるサラ

ウンド処理は行いません。

• ショートピン（\)）が抜けているときはヘッドホンか

らも音が出ません。

• ヘッドホンで聴いているときは、音場補正のスピーカーシ

ステムの設定やアコースティックキャリブレーション EQ

（視聴環境の周波数特製の補正）の設定は反映されません。
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応用操作

インプットアッテネーターを使う
インプットアッテネーターは、アナログの過大信号入力により音声が歪んだとき（OVERインジケーターが頻繁に

点灯するとき）にO N にします。O N にすることで入力信号のレベルが下がり、歪みを低減させることができま

す。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

インプットアッテネーターをONにする。

ボタンを押すたび、インプットアッテネーター

がONまたはOFFに切り換わります。

1
AMP

2 SUB

3 INPUT
ATT.
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TV
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3
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BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

3

録音モニター（TAPE 2 MONITOR）の再生
録音モニター付きのカセットデッキをTAPE 2 MONITOR端子に接続すると、録音しながら録音されている音

声を聴くことができます。TAPE2 MONITORの再生モードにすると、ソース機器の再生音から録音されてい

る音声に切り換わります。このときディスプレイの「TAPE2」インジケーターが点灯します。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

TAPE2 MONITORの再生モードにする。

ボタンを押すたび、TAPE2 MONITORの再生

モードがONまたはOFFに切り換わります。

1
AMP

2 SUB

3 TAPE 2
MONITOR
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ATT.
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3

• TAPE2 MONITORがONのとき、入力信号は自動的に

ANALOGが選択されます。

• TAPE2とともにTAPE1やVCRにも同時録音する場合、

TAPE2 MONITORボタンを押してしまうと、TAPE2

MONITOR端子に接続された機器の出力がTAPE1やVCRに録

音されるので音が劣化する可能性があります。

• A/Dコンバーターへの過入力を防止する機能ですので、デジタ

ル入力信号や、すべてアナログで処理を行うモードを選択して

いるときにはこの機能のON/OFFは関係ありません。
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応用操作

スタンバイモードにする。

VIDEO SELECTボタンを押しながら、
STANBY/ONボタンを押す。

カラーバースト設定のONとOFFが切り替

わります。

1

2
STANDBY/ON

OFF ON

STANDBY

DVD/LD TV/DVD SAT VIDEO

VIDEO AUDIO

VCR1/DVR VCR2 VCR3 CD T
CD-R/

TAPE1/MD

INPUT SELECTOR

ACOUSTIC 
CAL.

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-V

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SE－ ＋

1,2

2

STANDBY/ON

VIDEO
SELECT

サウンドディレイの設定
DVDソフトなど、本機を通して映像と音声を楽しんでいるとき、映像の動きとセリフなどの音声とが合ってい

ない場合は、音声を遅らせることで、映像の動きと音声とを合わせることができます。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

サウンドディレイの設定にする。

本体ディスプレイに「DELAY」が表示されるまで
選択します。

音声のディレイ時間を調整する。

音声のディレイ時間は、0～ 200msの範囲

で、5 m s 秒のステップで調整することができ

ます。

2

AMP

• DIRECTモード（MULTI CH IN DIRECT\I、STEREO DIRECT\E）を選択しているときは、サウ

ンドディレイを設定することができません。

1

3

SUB

EFFECT/
CH SEL.

4

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

4

3

カラーバースト設定
工場出荷時のONの設定のままで、たいていの場合は問題ありません。

テレビとレシーバーをコンポーネント端子を使って接続しているとき、テレビによってはこの設定が工場出荷

時のONの設定のままだと、OSD画面（セットアップ画面など）が表示されないものがあります。この場合はOFF

に設定してください。また、テレビとレシーバーをコンポジット端子を使って接続しているときにこの設定を

OFFにすると、テレビによってはOSD画面にカラーノイズが乗ることがあります。この場合は設定をONに戻

してください。
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応用操作

本機を使った録音/録画
オーディオ機器からの音声やビデオ機器からの映像、音声を本機を使って録音/録画する方法について説明しま

す。ソース機器と録音・録画機器の接続は「接続」（\yui）をご覧ください。

録音/録画するソースを選ぶ。

ボタンを押すたびに（本体の場合は、I N P U T

SELECTORを回すと）入力が順次に切り換わり

ます。

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

入力信号を選択する。

デジタル録音するときは、DIGITALを選択しま

す。詳しくは「I.LINK/ANALOG/DIGITAL信号

の切り換え」（\.）をご覧ください。

録音機器の録音またはビデオデッキ（DVDレコーダー）
の録画を開始する。

録音または録画するソースを再生する。

1

3

AMP

SUB

4

INPUT

2

SIGNAL
SELECT

5

6

+

VOL +

ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

use lock

1

1

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2

4

3

• 音声はアナログ－デジタル変換していませんので、接続する信号の種類を合わせてください。

• 映像はビデオコンバーター（\ w ）を搭載していますので、コンポジットまたはSビデオで接続してくだ

さい。

• 「オートサラウンドセットアップ（\@）」時、および「音場補正(\g）」 時には録音・録画を行わないで

ください。

• 各録音信号に、本機の音量、チャンネルレベル、「便利な音声再生用機能」（\ Y 、U ）、リスニング

モードの設定は、反映されません。

• デジタル出力については、再生はできても信号の種類やコピーガード、録音機器の仕様などにより録音でき

ないものがあります。この場合はアナログ接続で録音してください（\u）。

• MULTI CH INPUTに入力された音声は、フロントchのみ録音することが可能です。

• DVDなどのビデオソフトの中にはコピーガードが設定されていて録画できないものがあります。

• TAPE2の再生信号をCD-R/TAPE1に接続した機器で録音する場合、1CD-R/TAPE1以外の入力ファンク

ションを選択し、2TAPE2 MONITORをONにしてください。

INPUT SELECTOR

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－ ＋
EFFECT/CH LEVEL

－ ＋

21
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応用操作

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

好みの明るさに調整する。

ボタンを押すたびにディスプレイの明るさを4

段階に調整できます。

一巡すると、普通の明るさに戻ります。

ディスプレイの明るさを調整する （ディマー）
リモコンのDISPLAY DIMMERボタンを使って、フロントパネルディスプレイの明るさを調整できます。

1
AMP

2 SUB
STATUS SPEAKER

A/B LOUDNESS INPUT
ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

3

3 DISPLAY
DIMMER

別のファンクションの映像を見る（ビデオセレクト）
ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞きながら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることができ

る機能です。

音楽ソースを再生する。

（「基本再生」\m）

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

映像のみを再生したいビデオ入力を選択す
る。

ボタンを押すたびに以下のように切り換わりま

す。

手順4で選択したビデオ入力機器を再生する。

（「基本再生」\m）

1

2
AMP

3 SUB

4

DVD/LD TV/DVD SAT

OFF

VIDEO

VCR 1/DVRVCR 3 VCR 2

VIDEO
SELECT

5

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2

3

4

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

4

• ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入力ファンクションを切り換える（または他機器操作ボタ
ンを押す）とキャンセルされます。

• O F F では、ビデオ回路の電源もO F F になるため、画面には何も表示されません。（セットアップ画面やス
テータス画面は表示することができます。）

• VIDEO系とAUDIO系の入力ファンクション間を切り換えると、画面にノイズが出ることがありますが、こ
れはビデオ回路の電源ON/OFFも自動的に行っていることによるものです。

• 調整値に関わらず、操作時は一時的に明るく表示します。
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応用操作

各種設定内容の確認（ステータス画面）
リモコンの「STATUS」ボタンを押すことで、現在の各種設定内容を確認することができます。確認はOSD画

面（テレビ画面）と本体のディスプレイの両方に表示されます。各種設定内容の確認は各入力ごとに確認するこ

とができます。

LISTEN'CH SEL  :
ACOUS. CAL EQ  :

DIGITAL NR  :
MIDNIGHT  :

LOUDNESS  :
TONE CONTROL  :

 INPUT ATT  :
TAPE2 MONITOR  :

VIDEO SELECT  :

7.1ch
ALL ADJ

DVD/LD

OFF
OFF
OFF
OFF
OFF
OFF

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

設定内容を確認する。

OSD画面とディスプレイに以下の内容が表示さ

れます。ディスプレイは以下のように2秒ごと

に切り換わって表示します。

3 STATUS

1
AMP

2 SUB

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
ATREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

3

• ステータス表示中にSTATUSボタンを押すと、通常表示に戻ります。

OSDの表示例 ディスプレイの表示例

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREO MONO

SP AB

L

LFE

TAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

«

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

«

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

«

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

«

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

«

DIGITAL

PRO LOGIC

2ch PLAYBACKPLAYBACK

MPEG

DISC MTRX

Neo :6

OVER ATT

RDS RF ATT

TUNED STEREOSTEREO MONOMONO

SP AB

L

LFE

TAPETAPE2

C R

LS S RS

3

E NO

SIGNAL

AUTO

RF

DIGITAL
ANALOG

«

• 再生チャンネル数

• アコースティックキャリ
ブレーションEQ

• インプットアッテネーター

• デジタルノイズリダク
ション機能

• ミッドナイトリスニング機能
• ラウドネス機能
• トーンコントロール機能

• テープ2モニター

• ビデオセレクト
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リモコンによる他機器の操作

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2
1

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

他機器を操作するためのリモコン設定
付属のリモコンを使って、本機以外のパイオニア製品（DVDプレーヤーなど）や他社の機器（ビデオデッキ、テ

レビなど)を操作することができます。お手持ちの機器のプリセットコードがリモコンに登録されている場合

は、該当するコードを呼び出して簡単に本機のリモコンで操作できるようになります（PRESET RECALL)。

プリセットコードが登録されていない場合、または本機のリモコンで操作できる機能を追加したい場合は、そ

の操作のリモコンコードを直接登録（学習）することができます（LEARNING)。

• ケーブルTVチューナーとモニターTVなどを登録したい場合はモニターTVをTV CONTROL、ケーブルTV

チューナー( ソース機器）をTVに登録すると便利です。

• リモコンのLCD画面が他機器の操作モードになっていても、TV CONTROLに登録された機器はTV

CONTROLボタンでいつでも操作することができます。（\L）

PRESET RECALLセットアップモード（プリセットコード呼び出し)

本機のリモコンの他機器操作ボタンに、操作したい他機器のプリセットコードを登録することができます。こ

こでは、DVD/LDボタンにパイオニア製DVDプレーヤーのプリセットコードを登録する手順を説明します。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

プリセットリコールセットアップ
モードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され2 3

マークが点滅します。

他機器のプリセットコードを登録し
たい他機器操作ボタンを選択する。

操作する機器と他機器操作ボタンとの

名称を一致させておくことをおすすめ

しますが、異なる名称の機器を登録す

ることも可能です（T V ボタンにL D プ

レーヤーのプリセットコードを登録す

るなど）。異なる名称の端子（入力ファ

ンクション）に機器を接続しているとき

は、その端子に対応する他機器操作ボ

タンを選択してください。

登録する機器の種類を選択する。

他機器操作ボタンを同一名称の機器

が反転表示されます。異なる名称の

機器を登録する場合は対応するボタ

ンを選択してください。

1
REMOTE
SETUP

PRESET RECALL

2

3

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Preset Recall BACK

SELECT FUNCTION

3 3

4
LD VCR TV

MD

CD-RDVRTUNER

TAPESTB CD

DVD

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Preset Recall

LD VCR TV

MD

CD-RDVRTUNER

TAPESTB CD

SELECT  ITEM

BACKDVD/LD][

DVD

4

4

BACK
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リモコンによる他機器の操作

（登録する）機器のメーカーのボタン
を押す。

メーカー名が9つまで表示されます。

10以上のメーカーが登録されている場

合は、リストの下に＋/－ボタンが表示

されます。＋ボタンを押すとリストの続

きを表示します（－ボタンを押すと戻り

ます）。

選択した機器にリモコンを向けて 1 ボタン
を押す。

プリセットコードが呼び出され、リモコンから

その機器の電源ON/OFF信号が送信されます。

機器の電源がON/OFFしない場合で複数の番号

がある場合は、2 ボタンを押す、3 ボタンを押

す・・・と、繰り返し試してください。

• (手順6で）ENTERボタンを押すときにリモコンを操作したい機

器の方に向けていないと機器の電源はON/OFFしません。

• 選択した機器にSTANDBY/ONモードがない場合は、正しく設

定できていてもON/OFFはしません。この場合はそのまま手順7

へ進み、その後に実際に操作できるかどうかお試しください。

• 表示されている全ての番号を押しても 電源がON/OFFしないま

たは操作できない場合は「L E A R N I N G セットアップモード」

（\J）で登録してください。

手順3～6で行った設定を確定する

「COMPLETE」と表示され手順3の表示画面に

戻ります。
手順3～6を繰り返し、その他の他機器も設定し
てください。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

5

6

PAGE
1 / 2

SAM-
    SUNG

PIONEER

VICTOR

SHARP

SONYPANA-
SONIC

AKAI DENON

TOSHIBA

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Preset Recall

PAGE
1 / 2

PIONEER TOSHIBAITEM

SELECT MAKER

MAKER

SHARP

SONYPANA-
SONIC

SAM-
    SUNG

DVD

PIONEER AKAI DENONVICTOR

BACKDVD/LD][

5

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Preset Recall

ITEM SELECT NUMBER

MAKER

DVD

PIONEER

NUMBER

1 SETUP
OK

BACKDVD/LD][

6 7

1 2 3

1

7
SETUP

OK
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リモコンによる他機器の操作

LEARNINGセットアップモード（他機器のリモコン操作を本機のリモコンに登録する）

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

ラーニングモードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され2 3

マークが点滅します。

リモコンコードを登録したい他機器
操作ボタンを選択する。

操作する機器と他機器操作ボタンとの

名称を一致させておくことをおすすめ

します（詳しくは65ページ手順3の説明

をご覧ください）。

登録したい操作ボタンを選択す
る。

が点滅し、他機器のリモコンから
の操作信号受信待ち状態となりま

す。

例）

D V D プレーヤーの再生操作を登録

するには、3（再生）ボタンを押しま

す。

• 手順3でTV CONTROLを選んだ場合は、リモコンの右側に

あるTV CONTROLボタンにも登録できます。

• リモコンの左下にある5/∞/2/3/ENTERボタンにも登録で

きます。

• BACKを押すとキャンセルされます。

1
REMOTE
SETUP

2

3

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

4

LEARNING

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

2
1

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Learning BACK

SELECT FUNCTION

3 3

1 2

4

7 8 9

5 6

3

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU 0 C10

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

DVD

1 2

4

7 8 9

5 6

3

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU

BACK

0 C10

4

本機のリモコンで操作したい他機器のプリセットコードが登録できない場合は、以下の手順で他機器のリモコ

ンコードを本機のリモコンに登録（学習）することができます。プリセットコードを設定しただけでは使用でき

ない操作についても、以下の手順で本機のリモコンに追加登録（学習）することができます。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。
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リモコンによる他機器の操作

が点滅している間に他機器のリモコンを左図のように
本機のリモコンに向け、他機器のリモコンの登録したい
操作ボタンを押す。

登録が完了すると、リモコンの表示画面の一番上に「O K」

と表示されます。

手順4、5を繰り返し、その他のボタンにも登録します。

他機器操作ボタンの選択画面に戻る。

SELECT FUNCTION表示画面に戻ります。

手順3 ～5 を繰り返し、別の他機器操作ボタン

にリモコンコードを登録します。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

手順5で「NG」と表示されたり、登録後に実際に操作できない場合

は下記のいずれかの方法を試してみてください。（リモコンコー

ドによっては正しく登録できないものもあります）

• 手順5でリモコン同士の距離を変えてみる

リモコンコードが正しく認識される場合があります。

• 不要なリモコンコードを登録（学習）してしまっている他機器操

作ボタンに対し、PRESET RECALL（\G）を行う

リモコンのメモリの空き容量が増えます。ただし、この他機器

操作ボタンに個別に登録（学習）していたリモコンコードはすべ
てクリアされます。

+

+

E
N

T
E
R

R
EC

EIV
ER

D
V
D

/
LD

T
V
/
S
A
T

V
C
R
1

V
C
R
2

R
E
M

O
T
E

S
E
T
U

P

M
D

/
TA

P
E

C
D

TU
N

ER

 V
O
L 

C
H

TV
C
O
N

TR
O
L

FU
N

C

P
O
W

ER

TV
C
O
N

TR
O
L

M
U

T
E

M
A
S
T
E
R
 V

O
LU

M
E

S
Y
S
T
E
M

O
F
F

M
U

LT
I

O
P
E
R
A
T
IO

N
R
E
C
E
IV

E
R

S
T
A
N

D
B
Y
/
O
N

–

– – +

S
0

U
R

C
E

DV
D/

LD
TV

/S
AT

V
C
R

1
V
C
R

2

C
D TV

 V
O

L

TV
 F

U
N

C

M
EN

UEN
TER

STEREO

EFFECT
CH

 SEL

TH
X

D
S
P A

TT
M

U
TE

TV

VO
LU

M
E

M
D/

TA
PE

TU
N

ER
TV

/V
CR

R
EC

EI
V
ER

M
UL

TI

OP
ER

AT
IO

N

P
 I
N

 P
S
W

A
P

G
U

ID
E

C
H

A
N

N
EL

S
TA

TI
O

N

S
U

B
 C

H

TU
N

IN
G

EN
TE

R

TV
/
V
C
R

C
LA

S
S

TV
 C

O
N

TR
O

L

FU
N

CT
IO

N
S
IG

N
A

L

S
EL

EC
T

C
H

A
N

N
EL LEV

EL

EFFEC
T LEV

EL

D
IG

IT
A

L 
M

U
LT

I 
P
R

O
C
ES

S
IN

G
 A

M
P
LI

FI
ER

R
EM

O
TE

 C
O

N
TR

O
L 

U
N

IT
 

REM
OTE

SETU
P

SYSTEM

SETU
P

D
TV

 M
EN

U

SY
ST

EM

OF
F

1
2

3

4
5

6

7
8

9

10
0

DI
SC

+

Î

¶
8

7
3

1
¡

4
¢

+
-

+
-

+
-

+
-

12～30cm

5

6 BACK

AMP
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TV
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SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU

BACK

0 C10
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設定内容の保護
Remote Setup（リモコン機能の設定）の各設定内容を簡単に変更できないようにロックすることができます。

設定内容を変更するにはロック解除を行って下さい。ロックとロック解除は同じ手順で行います。

リモートセットアップモードにする。

5 ボタンと∞ ボタンを同時に押しながらロック
マークを押して設定内容に保護をかける。

押すたびに、ロック（閉じた鍵マーク）または

ロック解除（開いた鍵マーク）に変ります。

ロックに設定すると、Remote Setup画面で

操作しようとしたときに閉じた鍵マークが表示

され、操作を受け付けません。

Remote Setup画面がロックされていても（同じ画面内の）LCD

COMMANDER設定は変更することができます。

REMOTE
SETUP

1

2

ロック� ロック解除

ENTER

+

+

VOL +

ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1
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VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2
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DVR

TV

use lock

Remote Setup

LCD
COMMANDER DIRECT FUNCTION

MULTI OPERATION

ITEM MEMO

KEY LABEL

PRESET RECALL

LEARNING

BACK

22

VOL +

INPUT

TV
CONTROL

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
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CD

VIDEO
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TV
CONTROL
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Remote Setup
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LEARNING
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リモコンによる他機器の操作

+

VOL +

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

use lock

NCTION

EMO

BEL

BACK

他機器のリモコン操作
• リモコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器のリモコンコードを登録しておく必要があります。詳

しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」 （\G）をご覧ください。

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、リモコンをその機器の操作モードに

してください。

• 機種によっては操作できないボタンもあります。

• 各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。

本機のリモコンはLCDリモコンを採用していることにより、各入力ファンクション（他機器操
作ボタン）ごとにそれぞれの画面が用意されています。各機器の取扱説明書をご覧になってお
使いください。

例えば、以下のような機器におけるボタンの働きは下図の通りです。

ンタボ RVD/DVD
DL/ ビレテ

RTV
( オデビ

どなキッデ )

/R-DC/DC
EPAT/DM

源電
の FFO/NO

源電
の FFO/NO

源電
の FFO/NO

源電
の FFO/NO

3 生再 生再 生再

7 止停 止停 止停

8 止停時一 止停時一 止停時一

¡ り送早 り送早 り送早

1 し戻早 し戻早 し戻早

¢
ータプャチの次

( クッラト )の
し出頭

のクッラト
し出頭

4
ータプャチの前

( クッラト )の
し出頭

のクッラト
し出頭

2 3 5 ∞
ーュニメ種各
作操を面画

ーュニメ種各
作操を面画

定決 定決を作操 定決を作操

ンタボ字数
ータプャチ＊

( クッラト )の
択選トクレイダ

のルネンャチ
トクレイダ

択選

のルネンャチ
トクレイダ

択選

のクッラト
択選トクレイダ

• 操作画面によっては「L1」や「L2」ボタンがあります。これらは空きボタンですので用途によって学習させて

お使いください。

• LCD画面の外にあるTV CONTROLボタン（下図参照）は、リモコンがどの機器の操作モードになっていても

使用することができます。

*DVDプレーヤーによっては10以上

を選ぶとき+10方式ではなく、

ENTER方式で番号を決める機種が

ありますが、その機種も本機リモコ

ンでは+10ボタンで操作することが

できます。本機のリモコン画面には

ENTER方式用のボタンは用意され

ていません。

例）21を選ぶとき

• 10  = 10  = 1 （+10方式）

• 2  = 1  = ENTER（ENTER方式）

TV CONTROLボタン
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リモコンの便利な機能

DIRECT FUNCTIONモードを設定する
ダイレクトファンクションモードとは、他機器操作ボタンを押したときに、本機の入力ファンクションを機器

に合わせて切り換えるかどうかを設定する機能です。OFFにすると本体の入力ファンクションは切り換わら

ず、リモコン画面の表示だけが切り換わります。

本機に接続されている機器と、直接テレビに接続されているため本機の入力切換動作が必要ない機器と区別で

きるようにするための機能です。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

ダイレクトファンクションモードに
する。

ダイレクトファンクション画面が表示

されます。

それぞれの他機器操作ボタンについて設定す
る。

押すたびにONとOFFが切り換わります。

ONにすると （ダイレクトファンクションイン

ジケーター）が点灯し、OFFにすると消えます。

ダイレクトファンクションモードを終了する。

Remote Setup画面に戻ります。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

1
REMOTE
SETUP

2

3

4

ON

DIRECT FUNCTION

BACK

工場出荷時はすべてONに設定されています。

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

12

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Direct Function BACK

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

4

3

リモコンのリセット
以下の操作を行うと、リモコンに設定されたすべてのメモリ内容が工場出荷時の設定に戻りますのでご注意く

ださい。

STANDBY/ONボタンとMUTINGボタンを押しなが
ら、下面の電池カバー内のリセットボタンを押す。

リセットボタンを押しただけでは設定をリセットすること

はできません。

リセットボタンを離してから、残りの2つを離す

リセットボタン�

+

VOL +

ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON

VOL –

CH  –

CH  +

INPUT

LIGHT

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

VIDEO

SAT

TUNER

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR2

VCR3

VCR1/
DVR

TV

use lock

STANDBY/
ONボタン

MUTINGボタン

1

2
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リモコンの便利な機能

＊ ここでは、DVD/LDボタンに「DVDを再生する」という操作を

プログラムする手順を例にとって説明します。

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

マルチオペレーションモードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され2

3マークが点滅します。

マルチオペレーションをプログラ
ムしたい他機器操作ボタン（ここ
ではD V D / L D ボタン）を選択す
る。

（Remote Setup画面に戻るには

BACKボタンを2度押します。）

マルチオペレーション
マルチオペレーションとは、2つのボタン（MULTI OPERATIONと他機器操作ボタン）を押すだけで、あらか

じめ決められている（プリセット）動作と、複数の操作（コマンド）を一度に実行する便利な機能です。各他機器

操作ボタンに登録することができます。リモコンからは次のようにコマンドが送信されます。

選んだ機器の入力モード
に切り換える�

本機と選んだ機器の電源
をONにする�

コマンドの登録(最大5ステップ)

ビデオ系機器を選んだ場合は
テレビの電源をONにする�

コマンド1 2 3 4 5

決まっている(プリセット)動作�

自由に登録できるコマンド(最大5つ)

登録する他機器操作ボタンでTV CONTROLを選んだときの「決まっている�
（プリセット）動作」は「テレビの電源をONにする」のみとなります。�
�
「決まっている（プリセット）動作」ではパイオニア以外の機器の電源はONしません。�

マルチオペレーションをプログラムする

マルチオペレーション機能で実行したい一連の操作をプログラムする方法について説明します。

• 以下の手順を始める前に、操作したい機器のプリセットコードまたはリモコンコードを本機のリ

モコンに登録しておく必要があります。（詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」

（\G）をご覧ください）。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。

1
REMOTE
SETUP

2

MULTI OPERATION

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

3

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Multi Operation BACK

SELECT FUNCTION

3 3



72

リモコンの便利な機能

プログラムしたいコマンドの番号

1  ～ 5 を選択する。
ここでは、 1 ボタンを押してコマン

ド1からプログラムを始めます。

操作したい機器（ここではD V D ）
を選択する。

選択した機器のリモコン操作画面が

表示されます。

実行したいコマンドのボタン
（ここでは3再生ボタン）を選択
する。

画面には、コマンド1に選択した

機器とコマンドが表示されま

す。

• 手順3でTV CONTROLを選ん

だ場合は、リモコンの右側に

あるTV CONTROLボタンにも

登録できます。

• リモコンの左下にある5 / ∞ /

2/3/ENTERボタンにも登録

できます。

登録するコマンドのボタンを間違え
たときは、取り消すコマンドのボタ
ンを選んでからCLEARボタンを押し
てコマンドを取り消す。

手順4～6を繰り返し、最大5つのコマンドを登録する。

手順3～7で行った設定を確定する。

「COMPLETE」と表示された後、SELECT

FUNCTION画面に戻ります。

別の他機器操作ボタンにも、登録するときは手

順3～7を繰り返してください。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

4

5

6

7

8

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Multi Operation

1 2

4 5

3

SETUP
OK

CLEAR

BACK

SELECT NUMBER

DVD/LD[ ]

4

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Multi Operation

2

4 5

3

SETUP
OK

CLEAR

BACK

SELECT FUNCTION

DVD/LD[ ]

5

1

DVD/LD

AMP

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1 2

4 5

3

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

DVD:Multi Operation

1 2

4

7 8 9

5 6

3

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU

BACK

0 C10

6
1 2

4

7 8 9

5 6

3

MENU 0 C10

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

CLEAR

SETUP
OK

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Multi Operation

2

4 5

3

SETUP
OK

CLEAR

BACK

SELECT NUMBER

DVD/LD

DVD

[ ]

CLEAR 8

3

1つ前の手順に戻るには

BACKボタンを押します。

Remote Setup画面に戻るには

BACKボタンを繰り返し押します。
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リモコンの便利な機能

マルチオペレーションを実行する

「マルチオペレーションをプログラムする」（\ Z ）で登録した一連の操作（プリセット動作を含む）を実行す

る方法について説明します。

マルチオペレーション実行モードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され2 3 マーク

が点滅します。

操作したい機器の他機器操作ボタン
（例えばDVD/LDボタン）を押す。

プリセット動作と、このボタンに登録

されているコマンドが実行されます。

ご注意

TV CONTROLを選択すると、本機の電源は入りません。

（DVD/LDボタンを押した場合、下の画面が表示されます）

+
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ENTER

INPUT

TV
CONTROL

MUTING
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SYSTEM
OFF
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INPUT
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リモコンの便利な機能

システムオフ
システムオフ(SYSTEM OFF)とは、5つまで自由に登録できる操作（コマンド）と、本機を含めたすべてのパイ

オニアの機器の電源OFFを、ワンタッチで実行する便利な機能です。リモコンからは次のようなコマンドが送

信されます。

＊ ここでは「DVDの再生を停止（7）する」という操作をプログラム

する手順を例にとって説明します。

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

マルチオペレーションモードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され2

3マークが点滅します。

AMPボタンを押してシステムオフモードに
する。

Remote Setup画面に戻るには

BACKボタンを押します。

プログラムしたいコマンドの番号

1  ～ 5 を選択する。
ここでは、 1 ボタンを押してコマン

ド1からプログラムを始めます。

1つ前の手順に戻るには

BACKボタンを押します。

Remote Setup画面に戻るには

BACKボタンを2度押します。

• 以下の手順を始める前に、操作したい機器のプリセットコードまたはリモコンコードを本機の

リモコンに登録しておく必要があります。（詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」

（\G）をご覧ください）。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。

システムオフをプログラムする

システムオフ機能で実行したい一連の操作をプログラムする方法について説明します。

すべてのパイオニア機器
の電源をOFFにする�

コマンドの登録(最大5ステップ)

コマンド1 2 3 4 5

決まっている(プリセット)動作�

※一部対応されない�
　機器もあります。�

自由に登録できるコマンド(最大5つ)

REMOTE
SETUP

MULTI OPERATION

1

2

3
AMP

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Multi Operation BACK

SELECT FUNCTION

3

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

System OFF

1 2

4 5

3

SETUP
OK

CLEAR

BACK

SELECT NUMBER

4 1 2

4 5

3

4
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リモコンの便利な機能

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

System OFF

1 2

4 5

3

SETUP
OK

CLEAR

BACK

SELECT NUMBER

5 コマンドを登録する機器（ここで
はDVD）を選択する。

選択した機器のリモコン操作画面が

表示されます。

1つ前の手順に戻るには

BACKボタンを押します。

Remote Setup画面に戻るには

BACKボタンを3度押します。

登録するコマンドのボタン（ここ
では7停止ボタン）を選択する。

画面には、コマンド1に選択した機

器とコマンドが表示されます。

登録するコマンドのボタンを間違え
たときは、取り消すコマンドのボタ
ンを選んでからCLEARボタンを押し
てコマンドを取り消す。

1つ前の手順に戻るには

BACKボタンを押します。

Remote Setup画面に戻るには

BACKボタンを2度押します。

手順4～6を繰り返し、最大5つのコマンドを登録する。

手順3～7で行った設定を確定する。

「COMP L E T E」と表示された後SE L E C T

FUNCTION画面の戻ります。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

システムオフを実行する

システムオフを実行する。

システムオフモードに登録されたコマンドが実

行された後パイオニア製品の電源がOFFになり

ます。

5

DVD/LD

AMP

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

6

1 2

4

7 8 9

5 6

3

MENU 0 C10

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

DVD:System OFF

1 2

4

7 8 9

5 6

3

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU

BACK

0 C10

6

CLEAR

SETUP
OK

7

8

+

ENTER

MUTING

MASTER VOLUME

SYSTEM
OFF

MULTI
OPERATIONSTANDBY/ON 1 SYSTEM

OFF

1
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リモコンの便利な機能

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

アイテムメモ入力モードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され

2 3 マークが点滅します。

アイテムメモを入力したい入力
ファンクションを選択する。

ここでは例としてDVD/LDを選択

します。

手順3で選択した入力ファンクションにお好みでメモ
を付け加える。

メモの文字や数字は10文字以内です。

ここでは例として「PIONEER」と入力します。

文字または数字ボタンはそのまま入力されます。その他の

ボタンについては以下のとおりです。

ALL CLEAR : 入力した文字や数字をすべて消去します。

DELETE : 入力した文字や数字を右から1つ消去します。

SPACE : 1度押すと1文字分のスペースが入力されます。

PAGE ＋/－ : 数字や記号、小文字など、文字の種類を変えたいと

きはこのボタンを押して入力したい文字を選ぶ。

手順3～4を行った設定を確定する。

COMPLETEと表示された後、「SELECT　

FUNCTION」画面に戻ります。

別の入力ファンクションについても設定すると

きは手順3～5を繰り返してください。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

DVD

1 2

4

7 8 9

5 6

3

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU 0 C10

PIONEER

アイテムメモ
アイテムメモとはリモコンの他機器操作画面で、それぞれの入力ファンクション名の横に10文字以内でお好み

のメモが付け加えられる機能です。例えば便利な使い方として、各入力ファンクションごとに接続された機器

のメーカー名などを入力すれば、リモコンの他機器操作画面の中だけで、どの入力ファンクションにどんな機

器が接続されているかを簡単に確認することができます。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。

ITEM MEMO

2

1
REMOTE
SETUP

3

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Item Memo

SELECT FUNCTION

3 3

BACK

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

4

SETUP
OK

5

Item Memo [DVD/LD]

PAGE
1/4

MAX10

ALL
CLEAR

SETUP
OK

DELETE

A B C D E F G

H I J K L M N

O P

PIONEER

Q R S T

SPACE

U

V W X Y Z

BACK

＋�

－�

4 5
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リモコンの便利な機能

リモートセットアップモードにする。

リモコンのディスプレイにRemote Setupメ

ニューが表示されます。

キーラベル入力モードにする。

「SELECT FUNCTION」と表示され

2 3マークが点滅します。

ボタンのラベルを付け換えたい入
力ファンクションのボタンを押
す。

ここでは例としてDVD/LDを選択

します。

ラベルを付け換えるボタンを
選択する。

ここでは例としてSEARCH

MODEボタンを選択します。

キーラベル
キーラベルとはリモコンの他機器操作画面で、それぞれのファンクションごと、すべてのボタンに1文字～9文

字の範囲内でお好みの名前が付け換えられる機能です（ボタンによって付け換えられる文字数は異なります）。

また、指定されたラベル（記号）にワンタッチで変えられたり、ご自分でラベルを編集することもできます。例

えば便利な使い方として、あるボタンにプリセット以外のコマンドを学習させた場合（\ J ）、そのボタン

の名前を付け換えたり、ラベルを変更することによって、その機能がどこのボタンに学習されたのかを簡単に

確認することができます。

• BACKボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることができます。

1
REMOTE
SETUP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

4

KEY LABEL

2

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Key Label

SELECT FUNCTION

3 3

BACK

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

2

Remote Setup BACK

KEY LABEL

ITEM MEMO

LCD
COMMANDER

MULTI OPERATION

DIRECT FUNCTION

PRESET RECALL

LEARNING

3

DVD:Key Label

1 2

4

7 8 9

5 6

3

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU

MENU 0 C10

4
1 2

4

7 8 9

5 6

3

MENU 0 C10

SEARCH
MODE

RE-
TURN

TOP
MENU
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リモコンの便利な機能

手順4で選択したボタンのラベルを変更する。

ラベルを文字で変更したいときはTEXTボタ
ンを押すと文字選択画面になります。

ここでは例として「AUD」と入力します。

文字または数字・記号ボタンはそのまま入力されます。そ

の他のボタンについては以下のとおりです。

ALL CLEAR : 入力した文字や数字をすべて消去し、工場出荷時

のラベルに戻します。

DELETE : 入力した文字や数字を右から1つ消去します。

SPACE : 1度押すと1文字分のスペースが入力されます。

PAGE ＋/－ : 数字や記号など、文字の種類を変えたいときは、こ

のボタンを押して選択します。

入力できる数字や文字の数は画面に表示されます。

ラベルを絵で変更したいときはGRAPHICボ
タンを押すと絵ラベル選択画面になります。

ここでは例として マークを選択します。絵・マークボタ

ンは、編集して入力することもできます。その他のボタン

については以下のとおりです。

CLEAR : 工場出荷時のラベルに戻ります。

PAGE ＋/－ : ラベルの種類を変えたいときはこのボタンを押して

入力したいラベルを選びます。

EDIT : 選んだラベルをさらに編集することができます。こ

のボタンは入力したい絵・マークを選択したときに

表示されます。EDITモードの操作方法は左記の

「GRAPHICボタンを選んだ場合」をご覧ください。

キーラベル入力モードを終了する。

COMPLETEと表示され、ボタン選択画面に戻
ります。同じ入力ファンクションの別のボタン
のラベルを変更するときは手順4 ～6 を繰り返
してください。

他機器操作ボタンの選択画面に戻る。

別の入力ファンクションのボタンのラベルを変

更するときは手順3～7を繰り返してください。

リモートセットアップモードを終了するには

BACKボタンを繰り返し押します。

5

SETUP
OK

6

TEXT

GRAPHIC

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

Key Label      [DVD/LD] BACK

SEARCH
MODE

TEXT GRAPHIC

5 5

DVD

1 2

4

7 8 9

5 6

3

TOP
MENU

AUD

RE-
TURNMENU 0 C10

Key Label [DVD/LD]

AUD

PAGE
1/4

MAX6

ALL
CLEAR

SETUP
OK

DELETE

A B C D E F G

H I J K L M N

O P Q R S T

SPACE

U

V W X Y Z

BACK

＋

－

5 6

TEXTボタンを選んだ場合

GRAPHICボタンを選んだ場合

Key Label [DVD/LD]

PAGE
1/2

CLEAR

EDIT

SETUP
OK

7 8 0

2 3 ¢4

BACK

＋�

－�

5

5

6

7

Ee1 ¡

BACK
fi #

%

@

～EDITモード～

ドットにタッチすると空白は
黒く、黒は空白になります。
@#%fiボタンで画面を上下左
右に動かすこともできます。
結果が終わったらBACKボタ
ンを押します。

最大50個のボ
タンまでEDIT
可能です。

7

• GRAPHICのEDITモードで編集する前に、「リモコンの 初期設
定」（\ 4 ）でタッチパネル調整を行うことをおすすめしま
す。

• 50個のボタンについてEDITを行い、更にEDITボタンを押す
と「MA X：5 0」がL C Dに点滅表示します。その場合は他の
EDITされたボタンをCLEARしてからそのボタンのEDITを
行ってください。

BACK
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System Setupの使いこなし

[Auto Surround Setup]
（オートサラウンド
セットアップ）

[2.Surround Setup]
（音場補正）

[1.Input Assign]
（入力に関する設定）

ENTER

Digital-In
（デジタル入力の設定）

Component Video In
（コンポーネントビデオ入力の設定）

Speaker Systems
（スピーカーシステムの設定）

Channel Level
（スピーカー出力レベルの設定）

Speaker Distance
（スピーカーまでの距離の設定）

Acoustic Cal EQ
（視聴環境の周波数特性の補正）

[3.Expert Setup]
（エキスパート設定）

OSD Adjustment
（OSD[メニュー画面]の設定）

Bass Peak Level
（超低域音声のピークレベル設定）

D-Range Control
（ダイナミックレンジコントロール
の設定）

Multi-Ch In Select
（マルチチャンネル入力関連の設定）

j
j

j
j

j
j

j

Function Rename
（入力ファンクション表示の設定）

j

j

（\@）

[4.THX Audio Setup]
（THXオーディオ設定）

Ultra2 SW Setup
（Ultra2サブウーファーの設定）

j

SB SP Position
（サラウンドバックスピーカー間の
距離の設定）

j
j

j
j

[EXIT]
設定の終了（通常状態へ）

選んで 決定

ENTER

選んで 決定

デジタル入力端子の割り当て入力ファン
クションの変更

コンポーネントビデオ入力端子の割り当
て入力ファンクションの変更

設定概要
参照
ページ

音場補正の全項目を自動測定

（\N80 ）

（\N81 ）

スピーカーシステムの使用用途、接続の
有り無し、低域再生能力などの設定

各チャンネルの出力レベルを補正

各スピーカーまでの距離を入力し、最適
なディレイ値に設定

出力音声の音色を補正

メニュー画面の表示位置（上下左右）調整

超低域音声のリミッター設定「する/解
除」の選択と設定値の調整

レンジ圧縮レベルの変更

マルチチャンネル入力の入力接続数と出
力方法の設定

入力ファンクションごとの表示文字列の
変更

サラウンドバックスピーカー間の距離の
設定

THX Ultra2準拠のサブウーファーに対
する低域制御フィルターのON/OFF設定

（\k）

（\z）

（\c）

（\v）

（\N83 ）

（\N84 ）

（\N85 ）

（\N86 ）

（\N87 ）

（\N89 ）

（\N90 ）

システムセットアップの設定項目一覧
システムセットアップにするためにはまずリモコンを以下の順番で押してから以下の表をご覧ください。

AMP SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

\ \
[Return]を選んで決定すると

1つ前の手順に戻ります。

\g～jで詳し
く説明しています。

i.LINK Input
（i.LINK入力の設定）

j

（\N82 ）

Hi-bit/Hi-sampling
（ ハイビットハイサンプリング）

j

（\N88 ）

i.LINK対応器機の割り当て入力ファンク
ションの変更

コンポーネントビデオ入力端子の割り当
て入力ファンクションの変更

ハイビット化、広帯域化処理のON/OFF
設定
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System Setupの使いこなし

Input Assign （入力に関する設定）

デジタル入力端子（DIGITAL IN 1～7と2 RF IN）に接続したデジタル機

器が、工場出荷時の設定（右表）と異なるときに設定します。2 RF IN入力

はLDプレーヤーやDVD／LDプレーヤーの2 RF端子に対応します。

[1.Input Assign]を選択して決定する。

入力に関する設定のメニュー画面になります。

[1.Digital-In]を選択して決定する。

デジタル入力の設定になります。

変更したいデジタル入力端子を選ぶ。

例えばDIGITAL-4を[SAT]から[DVD/LD]に変更したいと

きはDIGITAL-4を選びます。

2 3ボタンで割り当てる入力ファンクションを選択する。

例えばDIGITAL-4を[SAT]から[DVD/LD]に変更したいと

きは[DVD/LD]を選びます。

他の入力端子についても変更する場合は、手順3と4を繰り
返す。

[Return」を選択して決定する。

デジタル入力の設定を終了します。

「Component Video in」に進みます。この場合、81ペー

ジ手順2へ進みます。

1

4

2

5

3

6

工場出荷時の各入力端子の設定は右の図の通りです。

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-6

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

以下はOSD画面（テレビ画面）です

3

1

2

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

1.Input Assign

[ 1.Digital-In ]
[ 2.Component Video In ]
[ 3.i.LINK Input ]

[Return]

4

1.1. Digital-In           
 Digital-1 [ OFF ]
 Digital-2 [ TV/DVD ]
 Digital-3 [ CD ]
 Digital-4 [ DVD/LD ]
 Digital-5 [ VCR1 ]
 Digital-6 [ VCR2 ]
 Digital-7 [ CD-R ]
 RF  IN [ DVD/LD ]

 [Return]

6

1.1. Digital-In           
 Digital-1 [ DVD/LD ]
 Digital-2 [ TV/DVD ]
 Digital-3 [ CD ]
 Digital-4 [ SAT ]
 Digital-5 [ VCR1 ]
 Digital-6 [ VCR2 ]
 Digital-7 [ CD-R ]
 RF  IN [ DVD/LD ]

1.1. Digital-In           
 Digital-1 [ OFF ]
 Digital-2 [ TV/DVD ]
 Digital-3 [ CD ]
 Digital-4 [ DVD/LD ]
 Digital-5 [ VCR1 ]
 Digital-6 [ VCR2 ]
 Digital-7 [ CD-R ]
 RF  IN [ DVD/LD ]

IN 1

IN 2

IN 3

IN 4

IN 5

IN 6

IN 7

DVD/LD

TV/DVD

CD

SAT

VCR1/DVR

VCR2

CD-R/TAPE1/MD

2RF
IN

DVD/LD

Digital-1～7で、同じ入力ファンクションを選択することはできま
せん。同じ入力ファンクションを選んだときは、先に設定されてい
た入力端子がOFFに切り換わります。

Digital-In （デジタル入力の設定）

• Digital-1～7には[TUNER]、[PHONO]、[VIDEO]を選ぶことができ

ません。

• 2RF INには[TUNER]、[PHONO]、[VIDEO]、[CD]、[CD-R]を選ぶ

ことができません。
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Component Video In （コンポーネントビデオ入力の設定）

本機とビデオ機器をCOMPONENT VIDEO端子（コンポーネントまたはD端子）で接続しているときにその機器

を「VCR1」などの入力ファンクションに割り当てます。COMPONENT VIDEO入力端子に機器の接続をしてい

ない場合はこの設定は必要ありません。

• 選択できる入力ファンクションは[DVD/LD]、[TV/

DVD]、[SAT]、[VCR1]、[VCR2]、[VCR3]です。

[1.Input Assign]を選択して決定する。

入力に関する設定のメニュー画面になります。

[2.Component Video in]を選択して決定する。

コンポーネントビデオ入力の設定になります。

設定したい入力端子を選ぶ。

例えばComponent-1を[VCR1]に割り当てたいときは

Component-1を選びます。

2 3ボタンで割り当てる入力ファンクションを選択する。

例えばComponent -1を[VCR1]に変更したいときは

[VCR1]を選びます。

他の入力端子についても変更する場合は、手順3と4を繰
り返す。

[Return」を選択して決定する。

コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。

「i.LINK Input」に進みます。この場合、82ページ手順2へ

進みます。

工場出荷時の各入力端子の設定は右の図の通りです。

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

AMP SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3
\ \

1

2

6

4

3

5

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-6

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

1

2

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

1.Input Assign

[ 1.Digital-In ]
[ 2.Component Video In ]
[ 3.i.LINK Input ]

[Return]

1.2. Component  Video  In

   Component-1  [  OFF    ]
   Component-2  [  OFF    ]  
   Component-3  [  OFF    ]
   D4term-In4  [  OFF    ]
   D4term-In5  [  OFF    ]
 
 [Return]
 

3

1.2. Component  Video  In

   Component-1  [  VCR1  ]
   Component-2  [  OFF    ]  
   Component-3  [  OFF    ]
   D4term-In4  [  OFF    ]
   D4term-In5  [  OFF    ]
 
 [Return]
 

4

1.2. Component  Video  In

   Component-1 [  VCR1  ]
   Component-2 [  OFF    ]  
   Component-3 [  OFF    ]
   D4term-In4 [  OFF    ]
   D4term-In5 [  OFF    ]
 
 [Return]
 

6

IN 1

IN 2

IN 3

OFF

OFF

OFF

IN 4

IN 5

OFF

OFF

D4 VIDEO

• Component-1～3およびD4 term-In4～5で、同じ入力ファン

クションを選択することはできません。同じ入力ファンクショ

ンを選んだときは、先に設定されていた入力端子がOFFに切り

換わります。

• コンポーネントやD端子から入力された信号はSビデオ出力端
子、コンポジット出力端子には出力されません。
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です

i.LINK Input（i.LINK入力の設定）

i.LINK端子に接続した機器を「DVD/LD」などの入力ファンクションに割り当てます。この設定を行うと、その

機器の音声と映像をインプットセレクターで同時に切り換えることができます。i.LINK端子に接続された機器が

ない場合は、この設定を選択することができません。

[1.Input Assign]を選択して決定する。

入力に関する設定のメニュー画面になります。

[3.i.LINK Input]を選択して決定する。

i.LINK入力の設定になります。

設定したいi.LINK対応機器を選ぶ。

i.LINK対応機器が9台以上接続されている場合は、5また

は∞ ボタンで、OSD画面を切り替えて、設定したい機器

を表示させます。

2 3ボタンで割り当てる入力ファンクションを選択する。

•機器からの映像出力を接続した入力ファンクションに割

り当てると、音声と映像が同時に切替えられます。

•TUNERとPHONOには、割り当てることができません。

他の機器についても設定する場合は、手順3と4を繰り
返す。

「Return」を選択して決定する。

i.LINK入力の設定を終了します。

もう一度「Return」を選択して決定する。

入力に関する設定を終了します。

「Surround Setup」に進む場合は、36ページ手順5へ進み

ます。「Expert Setup」に進む場合は、83ページ手順1へ

進みます。System Setupを終了したい場合は、「Exit」を

選んで決定します。

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

AMP SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

\ \

1

2

3

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-7

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

1

2

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign ]
[2. Surround Setup ]
[3. Expert Setup ]
[4. THX Audio Setup ]

[Exit]

1.Input Assign

[ 1.Digital-In ]
[ 2.Component Video In ]
[ 3.i.LINK Input ]

[Return]

3 1.3.i.LINK Input

1 XXXXXX [i.LINK]
2 XXXXXX [i.LINK]

[Return]

XXXの部分は製品型番が表示されます。

6

7

5

4

• 割り当てられていないi . L I N K 対応機器については、
「i.LINK」と表示されます。

• i.LINK AUDIO以外のi.LINK対応機器に接続した場合

は、「－－－－」と表示され、入力ファンクションを割り当てる

ことはできません。

• 割り当てたi.LINK対応機器のi.LINKケーブルを外した
り、電源をオフした場合は、その機器の製品型番の前に
「＊」が表示されます。

• 複数の機器で同じ入力ファンクションを選択することは

できません。同じ入力ファンクションを選んだときは、

機器が「i.LINK」に切り換わります。
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です
[3.Expert Setup]を選択して決定する。

エキスパート設定のメニュー画面になります。

[1.OSD Adjustment]を選択して決定する。

OSD（メニュー画面）の調整になります。

5 ∞2 3ボタンを押して画面内の枠を中央に調整する。

ENTERボタンを押す。

OSD（メニュー画面）の調整を終了します。

「Bass Peak Level」に進みます。

この場合、84ページ手順2へ進みます。

Expert Setup （エキスパート設定）

OSD Adjustment （OSD[メニュー画面]の調整）
OSD（オンスクリーンディスプレイ[メニュー画面]）をお手持ちのテレビの中央で表示できるように調整し
ます。OSDに表示される文字が切れないようにする機能です。

1

21

2

3

3

3.Expert Setup

[1. OSD Adjustment ]
[2. Bass Peak Level]
[3. D-Range Control]
[4. Multi-Ch In Select]
[5. Function Rename]
[6. Hi-bit/Hi-sampling]

[Return]

3.1. OSD  Adjustment

       [Return]

4

4

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-4
AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]
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System Setupの使いこなし

[2.Bass Peak Level]を選択して決定する。

超低域音声のピークレベル設定になり、現在の設定値が表

示されます。

[Setting Start]か[Setting Cancel]を選んで決定する。

[Setting Start]：テストトーンを再生し、設定を行います。

[Setting Cancel]：LFEチャンネルのピークレベル設定を

解除します。

[Setting Start]を選んだときは

自動的にMASTER VOLUMEが最小（－－－）になりま

す。手順4へお進みください。

[Setting Cancel]を選んだときは

Present Level ［OFF］になります。

手順5へお進みください。

テストトーンのレベルを2 3ボタンで大きくしていき、
サブウーファーからの音に歪みが生じる手前でENTER
ボタンを押す。

サブウーファーで有りまたはPLUSが選択されている場合

は、サブウーファーからのみテストトーンが再生されま

す。

サブウーファーが無しの場合は、サブウーファー以外の大

（LARGE）に設定されているスピーカーからテストトーン

が再生されます。

[Return]が選ばれていることを確認して決定する。

超低域音声のピークレベル設定を終了します。

「D-Range Control」に進みます。この場合、85ページ手

順2へ進みます。

2

2
3

3

4

4

5

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Bass Peak Level （超低域音声のピークレベル設定）
ドルビーデジタルおよびDTS対応のソフトは超低域信号成分（LFEチャンネル）を多く含んでいます。この超低域周
波数信号がスピーカーの再生能力を超えると、再生音声に歪みが生じることがあります。ここでは、LFEチャンネ
ルのピークレベルを設定する方法について説明します。ピークレベルを設定することにより歪みを防止します。

[3.Expert Setup]を選択して決定する。

エキスパート設定のメニュー画面になります。
1

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-5

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

1

5

3.2. Bass  Peak  Level
                          Manager         

    [Setting  Start]
    [Setting  Cancel]   

    [Return]

 
 Present Level [OFF]

3.2. Bass  Peak  Level
                          Manager         

    [Setting  Start]
    [Setting  Cancel]   

    [Return]

           Please  Wait

3.2. Bass  Peak  Level
                          Manager         

    [Setting  OK]
      Bass  Peak  Level   
                          [–10]
   
    [Setting  Cancel]

           

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

4.Expert Setup

[1. OSD Adjustment ]
[2. Bass Peak Level]
[3. D-Range Control]
[4. Multi-Ch In Select]
[5. Function Rename]
[6. Hi-bit/Hi-sampling]

[Return]

3.2. Bass  Peak  Level
                          Manager         

    [Setting  Start]
    [Setting  Cancel]   

    [Return]

 Present Level [-10]          

➡

• THX Ultra2準拠のサブウーファーをご使用の場合、バスリミッ

ター機能の設定は必要ありません。

Present Level【OFF】…設定なし

Present Level【－－－】…SWから音が出ません
（－∞）
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です [3.Expert Setup]を選択して決定する。

エキスパート設定のメニュー画面になります。

[3.D-Range Control]を選択して決定する。
ダイナミックレンジコントロールの設定になります。

[OFF]、[MID]、[MAX]のいずれかを2 3ボタンで選ぶ。
[OFF]：ダイナミックレンジを圧縮しません。
[MID]：ダイナミックレンジを多少圧縮します。
[MAX]：ダイナミックレンジを最大に圧縮します。

[Return]を選択して決定する。
ダイナミックレンジコントロールの設定を終了します。
「Multi-Ch In Select」に進みます。この場合、86ページ手
順2へ進みます。

D-Range Control （ダイナミックレンジコントロールの設定）
ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さい音から大きい音までを正しく（小さな音はノ
イズに埋もれずに、大きな音は歪まずに）再生できるかを数値（dB）で表したものです。ダイナミックレンジコ
ントロールとは、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でも、ダ
イナミックレンジコントロールを設定することで微小な音も聞き取りやすくなります。

1

2
1

2

3

4

3

4

• 大きい音量で楽しむときは、Dynamic Range ControlをOFFに

することをおすすめします。

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-4

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。
AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

3.Expert Setup

[1. OSD Adjustment ]
[2. Bass Peak Level]
[3. D-Range Control]
[4. Multi-Ch In Select]
[5. Function Rename]
[6. Hi-bit/Hi-sampling]etting]

[Return]

3.3. Dynamic  Range
                          Control

   Compression Level  
 [MID]
   dts  [OFF]

 [Return]
 

3.3. Dynamic  Range
                          Control

   Compression Level  
 [MID]
   dts  [OFF]
 [Return]
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Multi-Ch In Select （マルチチャンネル入力関連の設定）
本機リアパネルのMULTI CH INPUT端子を使用する際、より快適にお使いいただくための設定です。

Surround Back Input：サラウンドバックch入力のダウンミックスを正確に行うために必要な設定です。（ADJUST時
に有効）

[Yesx2] ：サラウンドバックL/Rch入力端子に接続した場合
[Yesx1] ：サラウンドバックLch入力端子にのみ接続した場合
[No] ：サラウンドバック入力端子に何も接続していない場合

（DVDオーディオプレーヤーを（\r）接続している場合は[5ch in]を選択します）

Output Mode：7.1chのスピーカー配置をDVDオーディオ再生と両立させるために、サラウンドchの信号
をどこのスピーカーから出力させるかを選択します。「DVDオーディオ用スピーカー配置」
（\a）を参考にして現在のスピーカー配置に合ったものをお選びください。

[Through] ：基本的に信号が入力されたチャンネルと同じスピーカーから出力されます。
[S=====SB] ：サラウンドch入力信号を、サラウンドバックスピーカーからのみ出力します。
[S=====S＆SB] ：サラウンドch入力信号を、サラウンドとサラウンドバックスピーカーの両方から出力します。

サラウンドバックスピーカーの接続本数の設定（\k）が2本以外のとき、またはSurround Back Inputで
[NO]以外を選んだとき、Output Modeは[Through]に固定されます。

3.4. Multi-Ch  In  Select
                      

    Surround Back Input
                         [Yesx2]   
                            
    Output  Mode
                         [Through]

     [Return]

[3.Expert Setup]を選択して決定する。

エキスパート設定のメニュー画面になります。

[4.Multi-Ch In Select]を選択して決定する。

マルチチャンネル入力関連の設定になります。

「Suround Back Input」を選ぶ。

2 3ボタンで接続している入力数を選ぶ。

[Yesx2]、[Yesx1]、[No]の中から選びます。詳細は上記

説明をご覧ください。

「Output Mode」を選ぶ。

サラウンドバックスピーカーの接続本数の設定（\k）

が2本で、手順4で[NO]を選んだときのみOutput Mode

を設定することができます。それ以外のときは[Through]

に固定されますので、このまま手順7にお進みください。

2 3ボタンで出力タイプを選ぶ

[Through]、[S=SB]、[S=S＆SB]の中から選びます。

[Return]を選択して決定する。
マルチチャンネル入力の出力設定を終了します。

「Function Rename」に進みます。この場合、87ページ手

順2へ進みます。

•「S\SB」「S\S＆SB」を選択した場合、サラウン

ドバックc h に信号を入力していてもその信号は再

生されませんのでご注意ください。

1

21

2
3

3.4. Multi-Ch  In  Select
                      

    Surround Back Input
                         [ No ]   
                            
    Output  Mode
                         [  S  SB ]

     [Return]

3,4

5,6

4

5

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-7

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

3.Expert Setup

[1. OSD Adjustment ]
[2. Bass Peak Level]
[3. D-Range Control]
[4. Multi-Ch In Select ]
[5. Function Rename]
[6. Multi-Room Setting]

7 3.4. Multi-Ch  In  Select
                      

    Surround Back Input
                         [ No ]   
                            
    Output  Mode
                         [  S  SB ]

     [Return]

            

6

7
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です

Function Rename （入力ファンクション表示の設定）
フロントパネルディスプレイに表示される入力ファンクション名を変更することができます。例えばVCR1/
DVRの入力端子にDVRを接続したとき、ディスプレイ表示を接続した機種の型番などに変更できる便利な機能
です。各入力ファンクションごとに接続された機器の名称やメーカー名などを入力すれば、どこの入力ファンク
ションにどんな機器が接続されているのかを簡単に確認することができます。

[3.Expert Setup]を選択して決定する。

エキスパート設定のメニュー画面になります。

[5.Function Rename]を選択して決定する。

ファンクション表示の設定になります。

名前を変更したいファンクションを選択して決定する。

文字入力画面になります。

すべてのファンクションは3つの画面に分かれています。

（5 ∞ボタンで順次切り換わります）

2 3ボタンでカーソルを動かして、5 ∞ボタンで入力する
文字を選ぶ。

入力できる文字は以下の通りです。

5 ∞ボタンを押し続けると文字が高速スクロールします。

1

2
1

2

3

3.5. Function  Rename
                

VCR1/DVR [ VCR1/DVR ]
  
 

VIDEO [ VIDEO ]
VCR1/DVR [ VCR1/DVR ]
VCR2 [ VCR2 ]
VCR3 [ VCR3 ]

3.5. Function  Rename
                

DVD/LD [ DVD/LD ]
  
 

DVD/LD [ DVD/LD ]
TV [ TV ]
SAT [ SAT ]

3

4

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz

0123456789

!”#$%&’()∗+,–./:;<=>?@[ \ ]ˆ_{|} (スペース )

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-7

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

3.Expert Setup

[1. OSD Adjustment ]
[2. Bass Peak Level]
[3. D-Range Control]
[4. Multi-Ch In Select]
[5. Function Rename ]
[6. Hi-bit/Hi-sampling]

[Return]

手順4を繰り返して入力ファンクション名を入力する。

ENTERボタンを押して入力ファンクション名を決定す
る。

他にも名前を変更したい入力ファンクションがある場合

は、手順3～5を繰り返します。

[Return]を選択して決定する。

入力ファンクション表示の設定を終了します。

「Hi-bit/Hi-sampling」に進みます。この場合、88ページ手

順2へ進みます。

5

6

7

4

3.5. Function  Rename
                

VCR1/DVR [ DVR-7000 ]
  
 

VIDEO [ VIDEO ]
VCR1/DVR [ VCR1/DVR ]
VCR2 [ VCR2 ]
VCR3 [ VCR3 ]

7 3.5. Function  Rename
                

CD [ CD ]
  
 

CD [ CD ]
CD-R [ CD-R/TAPE1 ]
TUNER [ TUNER ]
PHONO [ PHONO ]
 
 [Return]

6

5
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System Setupの使いこなし

Hi-bit/Hi-sampling（ハイビット/ハイサンプリング）
再生周波数の広帯域化を実現し、ディスクに記録されている16または20ビットデータを24ビットに再量子化

して、より滑らかで繊細な音楽表現を可能にします。

STANDBY/ON

ENTER

Î

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

以下はOSD画面（テレビ画面）です

1

2

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

3.Expert Setup

[1. OSD Adjustment ]
[2. Bass Peak Level]
[3. D-Range Control]
[4. Multi-Ch In Select]
[5. Function Rename ]
[6. Hi-bit/Hi-sampling]

[Return]

3
3.6. Hi-bit/Hi-sampling
                      

    Hi-bit/Hi-sampling
                         [OFF]   
                            
    
 

     [Return]

            

[3.Expert Setup]を選択して決定する。

エキスパート設定のメニュー画面になります。

[6.Hi-bit/Hi-sampling]を選択して決定する。

Hi-bit/Hi-samplingの設定になります。

［ON］、［OFF］のいずれかを2 3ボタンで選ぶ。

［Return］を選択して決定する。

Hi-bit/Hi-sampling設定を終了します。

もう一度［Return］を選択して決定する。

エキスパート設定を終了します。

「THX Audio Setup」に進む場合は、89ページ手順1へ進

みます。System Setupを終了したい場合は、「Exit」を選

んで決定します。

1

2

3

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

4

4
3.6. Hi-bit/Hi-sampling
                      

    Hi-bit/Hi-sampling
                         [OFF]   
                            
    
 

     [Return]

            

5

1-5
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System Setupの使いこなし

4.THX Audio Setup

[ 1.Ultra2 SW Setup ]
[ 2.SB SP Position ]

[Return]

THX Audio Setup （THXオーディオ設定）

Ultra2 SW Setup（Ultra2サブウーファーの設定）
THX Ultra2準拠のサブウーファーなど、超低域再生能力のあるスピーカーを家庭で使用すると建物の共鳴や定

在波の発生などにより、極端に低音が響く音質となってしまいます。このようなスピーカーをお使いの方は、

この設定でBoundary Gain CompensationをONにすると、低域成分が補正されます。

Boundary Gain Compensationについて、詳しくは「THX」（\N97 ）をご覧ください。

[4.THX Audio Setup]を選択して決定する。

THXオーディオ設定のメニュー画面になります。

[1.Ultra2 SW Setup]を選択して決定する。

低域制御フィルターの設定になります。

THX Ultra2準拠のサブウーファーをお使いの場合は

2 3ボタンで[YES]を選び「Boundary Gain
Compensation」を選ぶ。

[NO]を選んだ場合、「Boundary Gain Compensation」を

選択することはできません。

[ON]か[OFF]のどちらかを2 3ボタンで選択する

[Return]を選択して決定する。

Ultra2サブウーファーの設定を終了します。

「SB SP Position」に進みます。この場合、90ページ手順

2へ進みます。

1

2
1

2

以下はOSD画面（テレビ画面）です

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-5

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

3

4

4.1. Ultra2 SW Setup

   THX Ultra2 SW ?
                         [ YES ]

  
   Boundary Gain
     Compensation

                         [OFF]

  [Return]

3

5

5

4.1. Ultra2 SW Setup

   THX Ultra2 SW ?
                         [ YES ]

  
   Boundary Gain
     Compensation

                         [ OFF ]

  [Return]

4

4.1. Ultra2 SW Setup

   THX Ultra2 SW ?
                          [ YES ]
  
   Boundary Gain
     Compensation
                          [ ON ] 

  [ Return ]
 

THX Ultra2 準拠のサブウーファーとは

従来のT H X 準拠サブウーファーの低域特性は、3 5 H z 以下を
12dB/octaveで減衰させています。これは小さい部屋では壁面
の影響で空間利得が生じ、3 5 H z 以下の周波数が自然と持ち上
がってしまうためです。双方の特性（サブウーファー特性と空間利
得）により、20Hzまでフラットな周波数特性となります。

2001年に認可を開始したTHX Ultra2準拠のサブウーファーは
20H zまで低域特性を伸ばしています。よって、リスナーとサブ
ウーファーの位置によっては、低域周波数帯の聴感レベルが極端
に大きくなる可能性があります。その場合はBoundary  Ga in
CompensationをONにすることにより、壁面の影響によって生
じた低域の空間利得を補正し、聴感レベルをフラットにします。
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System Setupの使いこなし

以下はOSD画面（テレビ画面）です

SB SP Position （サラウンドバックスピーカー間の距離の設定）

THX Ultra2規格にて新規に開発されたASA（Advanced Speaker Array）技術を用いた、THX Ultra2 Cinema

とTHX MusicModeに最適な効果をもたらすための設定です。サラウンドバックスピーカー間の距離が、0～

0.3m、0.3～1.2m、1.2m以上の3段階によって処理を変化させます。THXの推奨するスピーカー配置は下図

の通りです。

「スピーカーシステムの設定」（\k）でサラウンドバックスピーカーを「無し」または「×1」で設定したとき

は、この項目は選択できません。

[4.THX Audio Setup]を選択して決定する。

THXオーディオ設定のメニュー画面になります。

[2.SB SP Position]を選択して決定する。

サラウンドバックチャンネル間の距離の設定になります。

［0.0～0.3m］、［<0.3～1.2m］、［1.2m〈］のいずれ
かを2 3ボタンで選ぶ。

[Return]を選択して決定する。

サラウンドバックチャンネル間の距離の設定を終了します。

[Return]を選択して決定する。
THXオーディオ設定を終了します。

System Setupの画面に戻ります。

[Exit]を選択して決定する。
System Setupを終了します。

1

2
1

2

3

3

4

STANDBY/ON

ENTER

Î

1-6

5 ∞2 3ボタン

で項目の選択、

変更を行い

ENTERボタンで

決定します。

AMP \ \

リモコンのボタンを以下の順番で押してから手順1へお進みく
ださい。

SUB SYSTEM
SETUP

1 2 3

System Setup

[ Auto Surround Setup ]

[1. Input Assign]
[2. Surround Setup]
[3. Expert Setup]
[4. THX Audio Setup]

[Exit]

4.THX Audio Setup

[ 1.Ultra2 SW Setup ]
[ 2.SB SP Position ]

[Return]

THXの推奨するスピーカー配置

サラウンドバックス
ピーカーは隣接さ
せ、それぞれリスニ
ングポジションから
等距離となるように
設置します。

FL

LS

Surround

Surround Back

Surround

SBL SBR

RS

C FR

ダイポール型
スピーカー

5

6

4.2. SB SP Position

   SBL - SBR
       [ <0.3-1.2m ]
  
 

 

 [Return]
 

SBL SBR

4.2. SB SP Position

   SBL - SBR
       [ 0.0-0.3m ]
  
 

 

 [Return]
 

SBL SBR

4.2. SB SP Position

   SBL - SBR
       [   1.2m〈   ]
  
 

 

 [Return]
 

SBL SBR
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応用システムの使いこなし

スピーカーシステムA/Bの使いこなし
スピーカー端子B を使うと、さまざまなスピーカーシステムを組むことができます。公称インピーダンスが6 Ω
～16Ωのスピーカーをご使用ください。それぞれの接続、設定については以下の説明をご覧ください。

別エリアでのステレオ再生
寝室やキッチンなど、メインのリスニングルームとは別の場所のステレオ再生が可能です。

·ª

L

R

ı

L R

・スピーカーシステムA/B切り換え（\N92 ）

必要に応じて切り換えてください。切り換え時

の音声出力については次ページ「スピーカーシ

ステムA/B切り換え」をご覧ください。

・接続 ・スピーカーシステムの設定（\k）

Normal Surroundを選択してください。

フロントスピーカーのBi-Amp接続

フロントch用スピーカーがバイワイヤリング対応であれば、さらに高品位なBi-Amp再生が可能です。ただし、こ

の場合は設定（下記参照）が必要でスピーカーシステムも最大5.1chまでとなります。

・接続

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

L

·

·

ª

· ª

ª

R

L

R

L

R

L

Hi

Lo

R

Å

ı

フロントスピーカー�
裏面�

注意！�
端子Åと端子ıで極性が�
逆になっています。�

・スピーカーシステムA/B切換（\N92 ）

A+B（SP3AB）が通常再生状態となります。

このシステムではサラウンドバックch用の回路

をスピーカー端子ıに使用しますので、サラウ

ンドバックchのプリアウト端子は端子ıと同じ

出力になります。

スピーカー端子Åのフロントとス

ピーカー端子ıからは同じ音が出

力されますので、Hi/LoはA/Bの

どちらとでも接続できます。

フロントスピーカーのBi-Amp接続をするときはアンプへの悪影

響を防ぐため、スピーカーに付属されているHi-Loのショート金

具は必ずはずしてください。詳しくはスピーカーの取扱説明書も

ご覧ください。

Bi-wire( バイワイヤ接続の場合）

7.1chでシステムを組む場合はBi-AmpではなくBi-wire接続にします。

スピーカー端子Åに、バイワイヤリング対応スピーカーのHiとLoの2本

を並列に接続してください。（端子ıは使用しません）

「Normal Surround」設定

のままでご使用ください。

1本はバナナプラグ

を用いると便利です

（FL）

・スピーカーシステムの設定（\k）

「Front Bi-Amp（5.1）」を選択してください。

サラウンドバックchは自動的に「無し」に固定さ

れ、最大5.1chのシステムになります。

ネットワークが着脱できる

スピーカーの場合、ネット

ワークが外れたままだと効

果が得られませんのでご注

意ください。
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応用システムの使いこなし

リモコンをアンプ操作モードにする。

リモコンをアンプサブ画面にする。

アンプサブ画面が表示されます。

スピーカーシステムを切り換える。

ボタンを押すたびに、以下のように切り換

わります。

スピーカーシステムの設定によって選択で

きるモードが換わります。

1

2

スピーカーシステムA/Bの切り換え

スピーカーシステムA/Bを切り換えると、再生されるスピーカーが変わります。必要に応じて使用するスピー

カーシステムを選択してください。

AMP

SUB

3

OFFA B A + B

STATUS SPEAKER
A/B LOUDNESS INPUT

ATT.

Amplifier MAIN SUB

SIGNAL
SELECT

TAPE 2
MONITOR

SYSTEM
SETUP

DISPLAY
DIMMER

VIDEO
SELECT

EFFECT/
CH SEL.

BASS/
TREBLETONE

AMP

DVD/LD

VCR1
/DVR

VCR2

VCR3

TV

REMOTE
SETUP

CD-R/
TAPE1

CD

TUNER

VIDEO

SAT

TV
CONTROL

1

3

2

ACOUSTIC 
CAL.

LISTENING 
CH SELECT

PHONES SP SYSTEM
A/B

SIGNAL
SELECT

VIDEO
SELECT

TAPE2
MONITOR

MULTI CH
INPUT

(DVD-A/SACD)
SETUP
MIC DIGITAL IN S-VIDEO VIDEO

VIDEO INPUT
AUDIOL R

MIDNIGHT LOUDNESS TONE
TONE

BSSS/TEREBLE DIGITAL NR INPUT ATT SELECT－� ＋�
EFFECT/CH LEVEL

－� ＋�

3

SPEAKER
A/B

• ヘッドホンをヘッドホンジャックに差し込んでいる間は自動的

にOFFに切り換わります。

スピーカーシステムA、B、A+Bについて

「スピーカーシステムの設定」（\k）で「Normal Surround」に設定されている場合、スピーカー端子やプリ

アウト端子からの出力音声はスピーカーシステムの切り換えに応じて次のように変わります。

特にA+B選択時にはサラウンド再生になりませんのでご注意ください。

スピーカーシステムを「Bi-Amp」に設定している場合は前ページをご覧ください。

A（SP3A） ： スピーカー端子Åのスピーカー（とサブウーファー）から音が出ます。プリアウト端子からも

基本的に同じ音が出力されます。

B（SP3B） ： スピーカー端子ıのスピーカーからのみ音が出ます。全ての音声成分は2chにダウンミッ

クスされます。プリアウト端子のフロントchからも同じ音が出力されます。

A+B（SP3AB）： スピーカー端子Å のフロントスピーカー（とサブウーファー）、スピーカー端子ı のスピー

カーから音が出ます。2chへのダウンミックス再生です。

• センター、サラウンド、サラウンドバックスピーカーからは音は出ません。
• サブウーファーを有り（YES/PLUS）に設定しているとき、LFE成分はサブウーファーか

らのみ再生されます。

• スピーカー端子ıおよびプリアウト端子とスピーカー端子Åのフロントchは同じ音が出

力されます。

OFF（SP3　） ： スピーカーからは音が出ません。ただし、入力信号の種類やスピーカーシステムの設定に

よってはサブウーファーからのみ音が出ます。プリアウト端子からはAを選んだときと同

じ音が出力されます。

プリアウト端子のサラウンドバックchからの出力音声は、「スピーカーシステムの設定」（\ k ）や「マルチ

チャンネル入力関連の設定」（\N86 ）によって変わります。
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応用システムの使いこなし

他のパワーアンプの接続
付属のショートピンプラグを抜いてから接続してください。（通常は付属のショートピンを抜かずにショートし

てご使用ください。ショートピンを抜いたままではフロントスピーカーから音が出ません。）

他のアンプをパワーアンプとして本機と組み合わせることができます。各プリアウト端子から出力される音は

スピーカーシステムによって変わります。詳しくは「スピーカーシステムA/Bの切り換え」（\N92 ）をご覧く

ださい。

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

FRONT

CENTER

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

PRE OUT

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

MONITOR
OUT

D4  VIDEO

D4  VIDEO

D4  VIDEO

Y

Y

L

·

·

ª

ª

R

L

R

L

R

L

R

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

CB/PB

CR/PR

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

1
IN

2
IN

3
IN

1
IN

2
IN

IN 3

Y Y

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

IN 

入力設定
変更可能

REC

OUTIN

OUT
REC

Å

AC   IN

ı

AC OUTLET

DIGITAL

POWER AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

MONITOR
OUTCONTROL

COMPONENT VIDEO

入力設定変更可能

AUDIO 

L

R

IN

AUDIO 

L

R

IN

AUDIO 

L

R

IN

AUDIO 

L

R

IN

INPUT 

テレビ
(センタースピー
カーとして使用
する場合)

センタースピーカー用
アンプ ウーファー用

アンプ

サラウンドスピーカー用
アンプ

フロントスピーカー用
アンプ

AUDIO 

L

R

IN

サラウンドバック
スピーカー用アンプ

パッシブウーファー

モノラル

(または)

（AUDIO）S400

プリアウトパワーインについて
付属のショートピンプラグを抜いてから接続してください。（通常は付属のショートピンを抜かずにショートし

てご使用ください。ショートピンを抜いたままではフロントスピーカーから音が出ません。）

他のコントロールアンプと接続して使用することができます。

PHONO

CD

OUT

PLAY

PLAY

TUNER

IN

IN

IN

IN

IN

R

R L

R L

1 2

R L

R L

R L

R L

R L
R L

LAUDIO

AUDIO

VIDEOAUDIO S2 VIDEO

PRE OUT

FRONT

FRONT

CENTER

CENTER

MULTI CH INPUT

SUB W.

SUB W.

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND

SUR-
ROUND
  BACK

SUR-
ROUND
  BACK

(Single)

(Single)

(Single)

1

PCM/2DIGITAL
   /DTS/MPEG

OUT

2
OUT

(CD-R/
  TAPE1

/MD)

CD-R/
  TAPE1

/MD

TAPE2
     MONITOR

(VCR2)

(VCR1
    /DVR)

VCR1
    /DVR

OUT

(CD)

DVD
  /LD
  IN

2RF (DVD
    /LD)

(For LD)

(SAT)
4

IN

5

IN

6

IN

7

IN

IN 3

(TV
       /DVD)

TV
/DVD

IN

SAT
IN

IN

IN

IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

VCR2

OUT

IN

VCR3

OUT

IN

IN 2

(DVD
    /LD)IN 1

IN 

入力設定
変更可能

REC

OUTIN

OUT
REC

DIGITAL

POWER AMP
IN

MONITOR
OUT

MONITOR
OUT

CONTROL

CD

PHONO

コントロール
アンプ

AUX
IN

MIN MAX

VOLUME
INPUT SELECTORCD

PREOUT

TUNER
PHONO

TAPE
AUX

（AUDIO）S400

• コントロールアンプのプリアウト端子と本機

のPOWER AMP IN端子を接続しないと、本

機のスピーカー端子から音は出ません。

この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボリューム位置などにより音場補正を正確に行うことができな

い場合があります。
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応用システムの使いこなし

コントロール入力/出力コードの接続
コントロール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア機器を、本機のリモコン受光部を使って集中コントロー

ルすることができます。リモコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受けられないところに設置した機

器もリモコン操作が可能になります。

• 本機のCONTROL IN端子にコントロールコードを接続すると、リモコンを本機に向けて直接操作すること

はできません（リモコン信号受光部が機能しなくなります）。

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付きコード（抵抗なし）をお使いください。

• コントロール端子の接続をする場合は、必ず音声ケーブルまたは映像ケーブルの接続もしてください。光デ

ジタル接続だけでは、システムコントロールは正しく動作しません。

本機のリモコン受光部
に向けて送信してくだ
さい。

OUT IN

CONTROL

OUT

IN

CONTROL

コントロール入力/出力端子�
付きの他のパイオニア�
製品のCONTROL IN端子へ�

コントロール入力/出力端子�
付きの他のパイオニア製品�

本機�

本機のリモコン�

+

+

ENTER

RECEIVER

DVD/LD

TV/SAT

VCR1

VCR2

REMOTESETUP

MD/TAPE

CD

TUNER

 VOL 

CH

TV
CONTROL

FUNC

POWER

TVCONTROL

MUTE

MASTER VOLUME
SYSTEM

OFF

MULTIOPERATION

RECEIVERSTANDBY/ON

–

–

–

+

リスニングルームの整備
マルチチャンネルサラウンドの再生では、視聴環境（リスニングルーム）の違いが音質（音の透明度や定位感な

ど）に大きく影響を与えます。特に、定在波と過度な残響音は電気的に除去することができませんので、以下の

点に留意し、色々とお試しください。

1 正方形の部屋を避ける

2 部屋の辺の長さの比が1：2などの整数倍になっている部屋を避ける

3 平行な壁面（向かい合った壁や天井など）に対し、定在波や残響音の発生を防止する

(厚手のカーペットを敷く、吸音材を置く、厚手のカーテンを吊るすなど)

4 スピーカーユニットが他のチャンネルのスピーカーユニットと向かい合わせにならないよう、方向や位置を

考える

(他チャンネルの出力音声によるスピーカーユニットの干渉を避ける)

スピーカーの配置やリスニングルームの環境を変えたときは「音場補正」（\g～n）を行ってくださ

い。

本機にはMulti-Channnel Acoustic Calibration Systemを搭載していますので、オートセットアップ

（\!～$）を行うことにより音場補正を自動で簡単に行うことができます。
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技術資料

ドルビーデジタル

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音
声システムのディスクリート・デジタルサラウンド方
式の名称です。アナログ音声を記録した従来の映画
フィルム上にデジタル音声も記録できる、映画業界に
とって互換性の高い方式です。

しかし、CD等で用いられるリニアＰＣＭ音声方式のマ
ルチチャンネル化では記録信号のデータ量が膨大に
なってしまうため、人間の聴覚特性に基づいたマスキ
ング技術と適用型トランスフォームコーディングによ
り聴覚上の音質低下を招かないドルビーデジタル技術
が開発されました。
ドルビーデジタルはDVDビデオの標準音声方式として
も採用され、米国ではＨＤＴＶでも採用されるなど、
デジタル時代の標準フォーマットとなっています。
その他の特長としては以下のような機能があり、ドル
ビーデジタルは柔軟性の高いコーディングシステムで
す。
1） モノ、ステレオ、プロロジック対応の構成および

5.1ch音声の再生に最適なダウンミキシング
2） 広範囲のビットレートにわたる動作
3） ダイナミックレンジ情報を伝達する機能
4） ダイアログノーマライゼーション機能

ダイアログノーマライゼーション機能とは平均的
音量レベルが異なるさまざまなソフトでも、一定
の音量で再生されるように自動調整する機能で
す。「Dial. Norm.」と表現されることもあります。

ドルビープロロジックII

ドルビープロロジックI I は、ドルビープロロジックを更に
改良し、ステレオ音声を5.1chに拡張して再生するための
マトリックスデコード技術です。ステアリングロジック回
路により、全可聴帯域のメイン5chを作り出します。CD
のような通常のステレオ音楽素材に対してもより優れた立
体音場効果、包囲感、より明確な定位をもたらし、ドル
ビーサラウンドエンコードされた素材はディスクリート
5.1chに匹敵する移動感をも実現できるものです。

■プロロジックとプロロジックIIの違い

本機にはプロロジックIIの機能として　Movieモード（映
画再生向き）/Musicモード（音楽再生向き）/Pro Logic
モードを用意しており、お好みに合わせて切り替えるこ
とが可能です。

プロロジックII製品は、プロロジックIIの持つ
様々な機能を、選択して搭載することが可能で
す。プロロジックII搭載、とキャッチフレーズさ
れた商品でも、必ずしも全く同じ機能を持って
いるとは限らないことにご注意ください。

5.1チャンネル�
デジタルサウンド�
トラック�

4チャンネルアナログ�
サウンドトラック�
(マトリクス)

ドルビーデジタル�
エンコード�

�

映画フィルムでのドルビーデジタル�
�

ドルビーデジタルサラウンドEX

ドルビーデジタルサラウンドEXは、映画「スターウォー
ズ・エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト
リーズとルーカスフィルム社で共同開発された、6.1ch
再生可能な新しい音響フォーマットです。
新たに加えられたサラウンドバックchにより空間表現
力、定位感が高められ、中央から離れた客席からでも
360度の回転や頭上を通過するような移動音効果・音
像をより生々しく体感することが可能となりました。
フィルム上ではサウンドトラックのサラウンドL/R ch
にエンコードされるため、既存のドルビーデジタル
（5.1ch）環境での再生互換性があります。この技術に
より製作された映画のリストはドルビーラボラトリー
ズのウェブサイトにてご覧になれます。
http://www.dolby.com/
この技術で収録されたソフトを忠実にデコード（再生）す
る技術が、Dolby Digital EX技術です。

本機ではSTANDARD EXモード（\Q）を選択する

ことでDolby Digital EX再生が可能になりました。

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき

製造されています。D o l b y 、ドルビー、P r o

Logic、Surround EX、ダブルD記号及びAAC

ロゴは、ドルビーラボラトリーズの商標です。

サウンドフォーマットについて

ドルビー

効果的なソース

デコード
チャンネル数

周波数特性

プロロジック プロロジックII

ドルビーサラウンドエン
コード処理されたステレ
オ音声

すべてのステレオ音声

4.1ch 5.1ch

サラウンド
7kHz帯域制限

全チャンネル
フルバンド

サラウンド
モノラル(  　　) サラウンド

ステレオ(  　　)
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DTS

「DTS」、「DTS-ES　Extended Surround」及

び「Neo:6」はDigital Theater Systems社の

商標です。

DTSは、新しい劇場用の音声記録方式として1993年公開映画”ジュラシックパーク”より採用され、その高音

質、 かつ大迫力のサウンド効果は高い評価を得ています。 このシステムは、6チャンネルのデジタル音声CD－

ROMに収録するため、音声信号の圧縮率が低く、転送レートも高いフォーマットです。この映画界で完成した

テクノロジーをホームシアター用に発展させたのが、“DTS DIGITAL SURROUND”です。 音楽は独自録音に

よる DTS-CDで、 映画はDTS-LD、DVDで提供されます。

DTS-ES

2000年11月に発表された新たなるサラウンドフォーマットで、DTS-ESは「DTS Extended Surround」の

略称です。“DTS-ESディスクリート6.1”と“DTS-ESマトリックス6.1”の２種類があり、どちらも従来の

DTS5.1chデコーダーとの下位互換性を有しています。DTS-ESは従来の5.1chシステムにサラウンドバック

（SB）chを加えたもので、かつてない音像・定位感をもたらす事が可能になりました。

DTS Neo:6

全ての2chソースを6.0chサラウンドにするマトリックスデコード技術です。Cinemaモード/Musicモードが

あります。

DTS 96/24

DTS社が開発した最新サラウンドフォーマットで、スタジオのマスター音源のクオリティ（96ｋHz/24Bit）を

踏襲する高音質な圧縮技術です。DVD-VIDEOフォーマットにおいて高画質な映像と高音質サウンドを同時に

楽しめることを目的として開発されました。既存のDTS対応DVDプレーヤーと、DTS96/24に対応するデ

コーダー（AVアンプ等）をデジタル接続することで、DTS96/24のハイクオリティー音声が再生可能です。

（専用プレーヤーは必要ありません）

従来のDTSデコーダーでも、従来通りの音質での再生が可能で、完全互換性を持っています。（本機は、

DTS96/24対応デコーダーを搭載しております）

MPEG-2 AAC(Advanced Audio Coding)

08/937,950
5848391
5,291,557
5,451,954
5 400 433
5,222,189
5,357,594
5 752 225
5,394,473

5,583,962
5,274,740
5,633,981
5 297 236
4,914,701
5,235,671
07/640,550
5,579,430
08/678,666

98/03037
97/02875
97/02874
98/03036
5,227,788
5,285,498
5,481,614
5,592,584
5,781,888

08/039,478
08/211,547
5,703,999
08/557,046
08/894,844
5,299,238
5,299,239
5,299,240
5,197,087
5,490,170

5,264,846
5,268,685
5,375,189
5,581,654
05-183,988
5,548,574
08/506,729
08/576,495
5,717,821
08/392,756

DTS

MPEG-2オーディオの標準方式の一つとして、ISOで規格化（ISO/IEC 13818-7）された音声符号化フォー

マットです。MPEG-1オーディオに対する下位互換性はありませんが、高圧縮率（低ビットレート）にもかかわ

らず高音質を確保できる点が特長で、2000年の年末から始まったBSデジタル放送で採用されました。番組内

容によりマルチチャンネル設定が可能で、今後日本のデジタル地上波放送でも採用が予定されています。

以下が米国パテントナンバーです。
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技術資料

THX

HOME THX:
THXは、世界的に有名な映画製作会社であるルーカスフィルム社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館で

もホームシアターでも、映画のサウンドトラックは映画監督の意図通り、できる限り忠実に再生して欲しい」というジョージ・

ルーカス監督の情熱によって誕生しました。THXはホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。

THX UltraTM:
ホームシアター機器がTHX Ultra 認証されるには、上記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳しい試験に合格し

なくてはなりません。こうして製品搭載が許諾されるTHX Ultra のロゴは、ご購入いただいたホームシアター製品が長年に

渡って素晴らしい性能を維持する保証となります。THX Ultra 規格は、プリアンプ・パワーアンプの性能、操作性、デジタ

ル・アナログの両分野に渡る何百もの性能要求を含め、製品の全体像を網羅しています。

LucasfilmとTHXは、ルーカスフィルム社の商標また
は登録商標です。©Lucasfilm Ltd. & TM. Surround
EXはTHXとドルビーラボラトリーズが共同で開発し
た技術であり、ドルビーラボラトリーズの商標です。
不許複製。許可のもとに使用されています。

本機は「6.1再生検出信号」（DTS - ES と Dolby Digital Surround EX）を自動検出しますが、それらの技術を用いて上映され

た映画でも、DVD化の際にこの検出信号を収録していないものがあります。この場合は手動にて最適なモードに変更してくだ

さい。Surround EX技術により製作された映画のリストは各ウェブサイトにてご覧になれます。

[上映映画リスト：http://www.dolby.com.][ＤＶＤタイトルリスト：http://www.thx.com.]

HOME THX Cinema:
映画のサウンドトラックはダビングステージ（ミキシング専用

大型映画館）で制作されます。DVDなどに収録する音声もその

サウンドトラックのままで、ホームシアター向けの変更は加

えません。THX Cinemaは家庭と映画館との空間的な違いに

よる音色の差を補正し、映画館の音場を正確に再現します。

THX Surround EXTM:
「THX Surround EX _ Dolby Digital Surround EX 」はドル

ビーラボラトリーズとルーカスフィルム社THX 部門との共同

開発によるものです。従来の5.1chスピーカー構成では表現

し切れなかった後方部の繊細な描写力・空間の奥行きや広が

り感・音像定位などが得られます。THX Surround EXは

Dolby Digital Surround EX技術でエンコードされたソフト

を映画館上映時の臨場感のまま一般家庭で再生するための技

術です。

この製品は通常の5.1chソースでも「THX Surround EX 」

モードでお楽しみいただけます。この場合のサラウンドバッ

クchの音声は、所定の演算処理によって生成されますので、

お好みに応じてご使用ください。

THX Ultra2TM Cinema:
Dolby DigitalやDTS等で収録された5.1ch映画ソースに適

しています。このモードにおけるASA 処理は、サラウンド

成分を分析し、雰囲気や方向感が最善になるようサラウン

ドバックに成分を振分けます。

THX MusicMode:
マルチチャンネルのDVD音楽ソフトの中には、映画のサウ

ンドトラックとは全く違ったミキシングを行なっているも

のがあります。 ASA 技術は、この DTS や Dolby Digital

等で収録された5.1ch音楽ソースに対し、音楽再生に適し

た後部音場の安定的な広がり感をもたらします。

Re-EqualizationTM:
映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作されて
いるため、それを家庭用の機器で再生すると、過度に明るく
耳障りに聞こえます。 Re-Equalizationは小型のホームシア

ターでも正確な音色バランスを再現します。

Timbre MatchingTM:
人間の耳は、音の到達方向によって音色の感じ方が変わります。
映画館では数多くのサラウンドスピーカーが聴衆を囲むように配
置されていますが、ホームシアターではリスナーの両側の２本の
みです。 Timbre Matchingフィルターはこのスピーカー配置の
違いから起こる音色の性質の差を補正することによって、フロン

ト－サラウンド間の音の繋がりをスムーズにします。

Adaptive DecorrelationTM:
映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに対し、ホームシア
ターは通常2本です。そのため、広がり感やサラウンド感に欠けて
しまったり、近接したスピーカーに音場が偏ってしまうことがあり
ます。Adaptive Decorrelationは サラウンド信号間の時間と位相
の関係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカーでもリス

ニングエリアを拡大して、映画館と同様の効果をもたらします。

Advanced Speaker ArrayTM(ASA):
ASA 処理は、サラウンドバックスピーカー2本使用し、その2
本を近接して設置した場合に最高能力を発揮します。この技術

はTHX Ultra2 CinemaとTHX MusicModeで使用します。

Boundary Gain CompensationTM:
ホームシアターでは、壁面の影響で空間利得が生じ、低域
の周波数帯が自然と持ち上がってしまう場合があります
が、この技術により、超低域再生能力のあるサブウー
ファーなどを使用していても、空間利得を補正し、聴感レ
ベルをフラットにすることが可能です。
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各種音声の周波数分布について

1 63 Hz （低音域）
耳というより、体で振動を感じる帯域です。

2 125 Hz （低音域）
音楽の中で低音を感じる多くが、この帯域で、音楽に

厚みをつくる低音域のポイントです。

3 250 Hz （中低音域）
アコースティックギターやバスボーカルの低音域が含

まれる帯域です。音楽の輪郭をつくりだすポイントで

す。

4 500 Hz （中音域）
音の情報密度がもっとも濃い帯域で、さまざまな楽器

やボーカルの味わいが出るところです。

5 1 kHz （中高音域）
ボーカルの艶やかさや力強さが表現される帯域です。

6 2 kHz （中高音域）
プログラムソース全体の音質バランスをはかる上で重

要な役目を果たします。

7 4 kHz （高音域）
金管楽器やエレキギターのシャープな響きや伸び、音

色を感じる帯域ですが、強調しすぎると疲れやすい音

質なります。

8 8 kHz （高音域）
音な華やかさ、明るさを演出する帯域です。強調すると

ノイズが耳ざわりになりますので注意してください。

9 16 kHz （超高音域）
8 kHz以上の周波数では楽器などの基本周波数はほと

んど含まれておらず、また一般的に成人の耳ではこれ

以上の周波数の音は急速に聞こえにくくなります。

6
3

1
2

5
2

5
0

5
0

0
1

k
2

k
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k
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k
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6
k

3.4. Acoustic  Cal  Manual

  Target Curve:     CUSTOM1
    Channel    [ L •LARGE ]

 [Return]

12 3 4 5 6 7 8 9

20 40 60 100 200 400 600 1k 2k 3.5k 6k 10k 16k

エ　レ　ク　ト　リ　ッ　ク　オ　ル　ガ　ン　�

テナーサックス�

フルート�

ピッコロ�

トランペット�

ピアノ�

ギター�

バイオリン�

バス�

ハリトン�

テナー�

アルト�

ソプラノ� シンバル�

バスドラム�

音声信号の周波数分布図

フレキシブルA/Dシステム
このシステムはアナログの2チャンネル入力信号に対し、他チャンネル用のA/Dコンバーターを、フロントch用

にパラレル接続することで、S/N比と音質を向上させるものです。理論上、「SN比向上分」＝√n倍（n：パラレル

接続数）となり、本機は6dBの向上が見込めます。以下のモードでこのシステムを使用しています。

・「i.LINK/ANALOG/DIGITAL信号の切り換え」（\.）をANALOGに切り換えて、STEREOモードを選択

（\E）しているとき。

・「マルチチャンネル入力モード」（\I）をADJUSTに切り換えて2chを選択しているとき。
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工場出荷時の設定一覧
目項定設 値期初 ジーペ照参

ムテスシーカーピス dnuorruSlamroN ）ドンウラサ的般一（ k

し無り有のーカーピス / 力能生再域低 ）小（ＬＬＡＭＳて全 k

ーァフーウブサ ）り有（ＳＥＹ k

数波周ーバーオスロク zH08 k

離距のでまーカーピス ｍ２て全 c

ルベレ力出ーカーピス 0 ）し無正補（Ｂｄ z

正補の性特数波周の境環聴視 域帯全 Bd0 ）し無正補（ v

ンョシクンァフ力入 DL/DVD 0

類種の号信力入 OTUA はてっよにンョシクンァフ力入（
GOLANA ）定固 .

数ルネンャチ生再 1.7 /

ドーモグンニスリ DRADNATS （ OEDIV ）ンョシクンァフ力入系
OERETS （ OIDUA ）ンョシクンァフ力入系 Q

）ルベレムーュリボ（量音 －－－ ( 小最 ) 0

ンョシーレブリャキクッィテスーコア QE
FFO

( に的動自とう行を定設動自
JDAHCLLA でドーモ NO ）すまれさ

T

能機ンョシクダリズイノルタジデ FFO Y

能機グンニスリトイナドッミ FFO Y

能機スネドウラ FFO U

能機ルーロトンコンート SSAPYB U

ムテスシーカーピス B/A （Ａ dnuorruSlamroN ）きとの

ドーモ力入ルネンャチチルマ TCERID （ hc8 ） I

定設のノモルアュデ １ｈｃ O

ターネテッアトップンイ FFO P

2EPAT ータニモ FFO P

トクレセオデビ OEDIV じ同とンョシクンァフ力入：ンョシクンァフ力入系
OIDUA ：ンョシクンァフ力入系 FFO D

さる明のイレプスィデ いる明番一 D

定設の力入ルタジデ り通記表ルネパアリ

定設の力入オデビトンネーポンコ ＦＦＯて全

定設ルベレクーピの声音域低超 FFO ）し無定設ルベレクーピ（

定設のルーロトンコジンレクッミナイダ FFO

）力入（定設の連関力入ルネンャチチルマ nihc7 （ hc1.7 ）

）力出（定設の連関力入ルネンャチチルマ hguorhT

称名の示表ンョシクンァフ力入 致一ぼほと記表ルネパトンロフ

ラトルウ 2 定設のーァフーウブサ FFO

定設の離距の間ーカーピスクッバドンウラサ 〔 <m2.1 〕

gnilpmas-iH/tib-iH NO

イレィデ・ドンウサ sm0 A

トスーバーラカ NO A

（トクェフエ DECNAVDA ）きとのドーモ OERETSHC7/5 ： 09 ：ドーモの他のそ　　 05 R

N92

N84

N85

N86

N86

N87

N89

N90

N88

N80

N81
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技術資料

仕様

コンポーネントビデオ部
入力端子（感度/インピーダンス）........... 1 Vp-p/75 Ω
出力端子（レベル/インピーダンス）....... 1 Vp-p/75 Ω
周波数特性............................... 5 Hz～40 MHz （   dB）
SN比 ....................................................................... 70 dB

電源部・その他
電源 ............................................ AC 100V、50/60Hz
消費電力（電気用品安全法）................................. 615 W
待機時消費電力.................................................... 0.65 W
予備電源コンセント
連動 .................................................. 1 （100 W 最大）

外形寸法
...... 440（幅） × 203（高さ） × 476（奥行） mm

質量 ...................................................................... 31.0 kg

付属品
リモコン（タッチペン付）................................................ 1
電源コード........................................................................ 1
単3形アルカリ乾電池（LR6）......................................... 4
リモコンクッション ........................................................ 4
セットアップマイク ........................................................ 1
ショートピン.................................................................... 2
リファレンスキャリブレーションディスク ................. 1
マルチチャンネルオーディオ用
スピーカーセッティングガイド ................................ 1

取扱説明書........................................................................ 1
安全上のご注意................................................................ 1
保証書 ............................................................................... 1
ご相談窓口・修理窓口のご案内 .................................... 1

●仕様および外観は改良のため予告なく変更すること
があります。

オーディオ部
実用最大出力（JEITA、1kHz、10%、6Ω）
フロント .......................................... 200 W＋200 W
センター ............................................................ 200 W
サラウンド ...................................... 200 W＋200 W
サラウンドバック ........................... 200 W＋200 W

定格出力（ステレオ動作時）
20 Hz～20 kHz、0.09%、6Ω 150 W＋150Ｗ

定格出力（サラウンド動作時）
20 Hz～20 kHz、0.09%、6Ω
フロント ........................................... 150 W＋150Ｗ
センター ............................................................. 150Ｗ
サラウンド ....................................... 150 W＋150Ｗ
サラウンドバック ............................ 150 W＋150Ｗ

入力端子（感度/インピーダンス）
PHONO MM.....................................4.7 mV/47 kΩ
LINE系..............................................382 mV/47 kΩ

PHONO最大許容入力（T.H.D. 0.1%、1kHz）
PHONO MM................................................. 120 mV

周波数特性
   PHONO（RIAA偏差）

................................ 20 Hz～20 kHz （± 0.3dB）
LINE系.................................. 5 Hz～100 kHz、  dB

出力端子（レベル/インピーダンス）
REC OUT系 ...................................382 mV/2.2 kΩ

トーンコントロール
BASS ............................................± 6dB （100 Hz）
TREBLE ....................................... ± 6dB （10 kHz）
LOUDNESS（ボリュームポジション－40dB時）

........................ +4dB/+2dB （100 Hz/10 kHz）
SN比（IHF、ショートサーキット、Aネットワーク）
PHONO MM..................................................... 86 dB
LINE系............................................................. 105 dB

SN比（EIA、1W （1kHz））
PHONO MM..................................................... 83 dB
LINE系................................................................ 93 dB

ビデオ部（コンポジット、S）
入力端子（感度/インピーダンス）........... 1 Vp-p/75 Ω
出力端子（レベル/インピーダンス）....... 1 Vp-p/75 Ω
周波数特性................................ 5 Hz～10 MHz、   dB
SN比 ....................................................................... 70 dB

＋0
－3

＋0
－3

＋0
－3

設定オールリセット

設定オールリセットは以下の手順で実行します。操作は本体フロントパネルで行います。
設定オールリセットを行うと、前ページのすべての設定が工場出荷時の状態になりますので十分ご注意ください。

本機がSTANDBYモードのときに
DIGITAL NRボタンを押しながら
STANDBYボタンを3秒以上押し続ける

DIGITAL NR STANDBY/ON

+

1

TONE
EREBLE －� ＋�

FLに「RESET？」と表示されたらTONE－ボタン
を押し、「OK?」表示後にTONE+ボタンを押します

2

TONE
REBLE －� ＋�

=

表示中にボタンを押さなかったり、手順と異なるボタンを
押したときは、設定オールリセット操作がキャンセルされます。
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その他

故障 ? ちょっと調べてください
故障かな ? と思ったら以下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われています。また、本機以外の原

因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお調べください。

以下の項目を調べても直らない場合は、修理を依頼してください（\N108 ）。

音が出ない、音がおかしい、ノイズが出る

N80

N92

N92

N84

状　症 因　原 応　対 照参

てせわ合を換切力入
。いな出が音、も

。いなくし正が続接の子端力入

。いなくし正が定設の力入ルタジデ

TCELESLANGIS 正が択選号信力入の
。いなくし

。るいてっなに態状グンィテーュミ

ROTINOM2EPAT が能機 NO っなに
。るいて

ムテスシーカーピス B/A が換切 FFO に
。るいてっな

てっなにドーモ力入ルネンャチチルマ
。るい

。るいてっが下が量音

。るす認確再を続接

。るす正修を定設

TCELESLANGIS 号信力入いし正でンタボ
。るす択選を

でンコモリ GNITUM 。るす除解を

ROTINOM2EPAT を能機 FFO 　。るすに
　

A 　　　　　　　　　　　　　　。るすに
　

をドーモ力入ルネンャチチルマ FFO すに
。る

EMULOVRETSAM 。るす整調を

iu

　
. 　
　
*

P 　
　

　　　
　
I 　
　
,

以ーカーピストンロフ
。いな出が音の外

ムテスシーカーピス B/A が換切の A＋B
はたま B 。るいてっなに

ンロフが定設のムテスシーカーピス
ト hc て全外以 ON 。るいてっなに

がドーモグンニスリ OERETS てっなに
。るい

A 　　　　　　　　　　　　　　。るすに
　

　。るす正修を定設のムテスシーカーピス
　

選をドーモグンニスリの用生再ドンウラサ
。るす択

　　　
　
k 　
　

/,

かーカーピストンロフ
。いな出が音ら

。いないてれさ続接がンピトーョシ

子端ーカーピスをーカーピストンロフ
。るいてし続接に　

。るす続接にり通の元をンピトーョシ

。るす続接に　子端ーカーピス

)

o

音らかーァフーウブサ
が音はたま（いな出が

。）いさ小

で定設のーァフーウブサやーカーピス
に定設いな出が音らかーァフーウブサ

はたま。るいてっな DC 用専域低のどな
いてし生再をクスィデい無がクッラト
生再をトフソいな少の分成域低、かる

。るいてし

小が定設ルベレ力出のーァフーウブサ
。いさ

小に常非が値定設のルベレクーピスバ
。いさ

。い低が定設の数波周ーバーオスロク
　

　。るあが因原に体本ーァフーウブサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

。るいてれ外が続接のーァフーウブサ

を定設のーァフーウブサ SEY はたま SULP
定設のーカーピストンロフ、かるすに

を LLAMS 　　　　　　　　　　。るすに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　。るげ上でまにルベレな切適
　　　

　　　　　　。るげ上でまにルベレな切適
　

に力能生再域低のーカーピスるいてし用使
。るげ上を数波周定設てじ応

す認確をとこの下以で体本ーァフーウブサ
明説扱取のーァフーウブサはくし詳（。る

）いさだく覧ごを書

の源電・ FFO/NO

定設ムーュリボ・

能機イバンタス動自・

。るす認確を続接のーァフーウブサ

k 　
　　　

　

z 　
　

　　　
　
; 　
　

　　　
　　　

　

9

ピスクッバドンウラサ
いな出が音らかーカー
さ小が音はたま（

。）い

が択選の数ルネンャチ生再 hc1.5 なに
。るいてっ

が択選の数ルネンャチ生再 OTUA で
「 1.6 いてれさ録収の」号信出検生再

。るいてし用使をスーソいな

が定設のムテスシーカーピス
［ )1.5(pmA-iBTNORF いてっなに］
。る

ンウラサで定設のムテスシーカーピス
クッバド hc が定設の ON いてっなに

。る

。いなくし正が続接 ( ッバドンウラサ
ク hc を1 いてし続接でーカーピスの本
て hcR ）るいてし続接に側

ンウラサたれさ成生はたま体自スーソ
小がルベレ声音のルネンャチクッバド

。いさ

hc1.7 　　　　　　　　　　。るす択選を
　　

hc1.7 はたま。るす択選を DECNAVDA モ
　　　　　　　　　　　。るえ換り切にドー

［ dnuorruSlamroN 　　　。るす択選を］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

クッバドンウラサ hc 　。るす正修を定設の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

。るす認確再を続接 ( クッバドンウラサ hc
を1 きとるいてし続接でーカーピスの本
は hcL ）るす続接に側

クッバドンウラサてじ応に要必 hc ベレ力出
。るげ上をル

/ 　
　
/ 　

　　　
k 　

　　　
　
k 　

　　　
　

　　　
　　　

　
z

ııııı
Å
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その他

状　症 因　原 応　対 照参

出が音の器機ルタジデ
。いな

。いなくし正が続接ルタジデ

。いなくし正が定設の力入ルタジデ

TCELESLANGIS が択選号信力入の
　　　　　　　　　　　。いなくし正

　

てい付が能機整調ルベレ力出ルタジデ
るい DC ジデ、合場のどなーヤーレプ

。るぎす低が定設のルベレ力出ルタ
（ STD なれ取み読くし正が号信

）。い

にトッマーォフルタジデのトフソ生再
ま（るあでーヤーレプいないてし応対
。）るいてっなに定設いなし応対はた

。るす認確再を続接ルタジデ

。るす正修を定設の力入ルタジデ

じ応に器機ルタジデるいてれさ続接
、て TCELESLANGIS ンタボ

で LATIGID 　　　　　　　。るす択選を
　

に切適を定設力出ルタジデのーヤーレプ
　　　　　　　　　　　　　。るす正修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

択選をクッラト声音のトッマーォフ応対
。）るすに定設るせさ応対はたま（るす

i

. 　
　　　

　　

　　　
　　　

DCSTD に中チーサの
。る出がズイノ

に中チーサ DC 情ルタジデるれま含に
。うましてっ取み読を報

プンアは中チーサ。んせまりあはで障故
を音る出らかーカーピス、げ下を量音の

。いさだくてえ抑
STD の DL るす生再を

。るでがズイノと
TCELESLANGIS で GOLANA 択選が

。るいてれさ
、し続接ルタジデくし正を器機 LANGIS

TCELES でンタボ LATIGID 。るす択選を
.

TCELESLANGIS
を2 FR てしに 、 DL を

な出が音もてし生再
。い

応対ルタジデービルドがクスィデ生再
のて全（。いなで DL ジデービルドが

）んせまり限はと応対ルタ

TCELESLANGIS でンタボ OTUA 選を
。るす択

.

。いなきでが音録 ルタジデ、でルタジデを号信グロナア
いてしとうよし音録でグロナアを号信

。る

タジデたっ入の号信トクテロプーピコ
。るあで号信ル

CER 。いなくし正が続接の子端

グロナアは号信グロナア 、音録 ルタジデ
ルタジデは号信 　　。すで能可みの音録

　　　

ルタジデたっ入の号信トクテロプーピコ
。んせまきでがとこるす音録は号信

。す直し続接くし正

S 　
　　　

　
S 　
　
u

聞がズイノもで力入無
。るえこ

。るいてっ残がズイノにのものそ源電 配足こたと器機ルタジデのどなンコソパ
。るす認確かいないてっなに線

力入ルネンャチチルマ
るいてし生再でドーモ

定特、が hc 分成声音の
。いなれさ力出が

正が定設の連関力入ルネンャチチルマ
。いなくし

が力入ルネンャチチルマ TCERID ーモ
テスシーカーピスめたるいてっなにド

で定設のム ON ャチるいてれさ定設と
。るいてっなくな出が分成のルネン

　　　　　　　　　　。るす正修を定設
　　　

TSUJDA 。るえ換り切にドーモ

　　　
　
I

力入ルネンャチチルマ
るいてし生再でドーモ

トンロフが hc2 かし分
。いな出が音

がルネンャチ力入 hc2 いてれさ定設に
。る

に時ドーモ力入ルネンャチチルマ
.LESHCGNINETSIL し押をンタボ

て hc8 。るす択選を

I

TUPNIHCITLUM 端
たし続接に子 器機

、で DVD オィデーオ
がたし生再を hc2 ダに

いてれさスクッミンウ
いてっなに音なうよる

。る

TUPNIHCITLUM もたし続接に子端
。るいてし生再を号信いなはでの (デ

ルタジ MCP ）どな力出

TUPNIHCITLUM 認確再を続接の子端
、し NIHCITLUM ドーモ生再てにンタボ

。るす択選を

I

らかーカーピスの定特
。いな出が音

が定設のムテスシーカーピス ON なに
。るいてっ

。るいてれ外が続接のーカーピス

に的図意がクッラトドンウサのトフソ
。るいてれさ音録にうよのそ ( チのそ

れさ音録が号信トーュミはにルネンャ
　　　　　）るいて

いさ小が定設ルベレ力出のーカーピス

。るす正修を定設のムテスシーカーピス
　　

。るす認確を続接のーカーピス

DECNAVDA 音果効とるす択選をドーモ
　　　。すまりあが合場るれさ力出みの

　　

。るげ上を定設ルベレ力出のーカーピス

k 　
　　

o

EW
　　　
　　　

　
z

ンャチチルマに部示表
ジンイ力入の号信ルネ
いてし灯点がーターケ
いないて出が音、がる

。るあがーカーピス

ないて出が音、にスーソるいてし生再
れさ音録がルネンャチのーカーピスい

。いないて

出が音らかンホドッヘ
。いな

。いないてれさ続接がンピトーョシ 。るす続接にり通の元をンピトーョシ )

N86

N80



103

ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
入
門

基
本
操
作

音
場
補
正

各
部
名
称

接
　
続

使
い
こ
な
し

応
用
操
作

リ
モ
コ
ン

技
術
資
料

その他

状　症 因　原 応　対 照参

TAEHREVO 滅点と
出が音ままたし示表
電はたま。るなくな

。るれ切が源

。たえ超を値容許が度温の部内機本 。るえ変を置設にうよるなく良が風通

。るす用使らかてえ冷、り切を源電度一

POTSNUF 表滅点と
な出が音ままたし示
源電はたま。るなく

。るれ切が

フ用熱放でどな入混物異のらか孔熱放
。たし止停制強がンァ

。たし障故がンァフ用熱放

。いさだくてし頼依を理修

とたし生再で量音大
。るれ切が源電にき

ーカーピスが線芯のドーコーカーピス
接にルネパアリ、てし出みはらか子端

、かるいてし触 + 回護保、し触接が－
。るいてい働が路

ーピンイ低最の上作動実のーカーピス
が路回護保、めたい低に常非がスンダ

。たい働

かっし度一うもを線芯のドーコーカーピス
出みはらか子端ーカーピス、し直りじねり
　　　　　　　　　。るす続接にうよいな

　

。るす生再てげ下をムーュリボ

QElaCcitsuocA （域低で定設の 36 たま
は zH521 。るげ下をルベレの）

YTEFASLATIGID を能機 NO 、とるすに
数に更 Bd まりあが合場るれらげ上が量音

、に時ドーモイバドンタス（。す /SSAB
ELBERT らがなし押をンタボ /YBDNATS

NO 、とす押をンタボ YTEFASLATIGID
の NO と FFO ）。すまりわ換り切が

　　　
　　　
　　　

　
　
v

てし押をンタボ作操
。いなし作動も

どな気電静、きとるいてし燥乾が気空
。るいてけ受を響影の

、てし外らかトンセンコ度一をグラプ源電
。む込し差び再

きでが作操ンコモリ
。いな

がンタボ源電主 FFO （— いてっなに）
。る

。るいてし耗消が池電のンコモリ

。い悪が度角。るいてぎすれ離が離距

　　。るあが物害障る遮を号信に中途
　

受号信ンコモリが光い強のどな燈光蛍
。るいてった当に部光

がチッイスクッロンコモリのンコモリ
「 kcol 。るいてっなに」

をンタボ源電主 NO （_ 　　　。るすに）
　　

。るす換交を池電

m7 右左、内以 03 。るす作操で内以°

動移を所場るす作操、かく除り取を物害障
。るす

いならた当接直が光に部光受号信ンコモリ
。るすにうよ

をチッイスクッロンコモリのンコモリ
「 esu るすに」 。

^ 　
　
3

^

^ 　
　
^ 　
　
(

でンコモリを器機他
。いなきで作操

。るいてっ違間が定設のドーコトッセリプ

。たれさ去消がーリモメに間期のれ切池電

。るす定設をドーコトッセリプいし正

。う行を定設度一うも

G　
G

RS のるいてしを続接
コモリが器機手相に

。いなし作動でン

の子端ルーロトンコで続接 TUO/NI を
。るいてえ違間

てしを続接の外以ドーコルーロトンコ
。いない

。るいてし続接と子端途用同の品製社他

　　　　　　　　　　。す直し続接くし正
　　　

す続接をどなドーコオィデーオのグロナア
。る

。んせまいてしトーポサは作動の品製社他
クンァフのンコモリ
し押をンタボンョシ
のーバーシレ、もて
切に器機のそが力入

。いならわ替り

NOITCNUFTCERID が FFO てっなに
。るい

NOITCNUFTCERID を NO 。るすに :

TCELESLANGIS ボ
力入もてし押をンタ

が LATIGID たま
は2 FR 。いならなに

し正が定設の力入ルタジデはたま続接
　　　　　　　　　　　　　。いなく

　

ROTINOM2EPAT が能機 NO っなに
。るいて

てっなにドーモ力入ルネンャチチルマ
。るい

いないてしを定設力入 KNIL.i 器機応対
。るいてし択選を

の力入ルタジデ「、し認確再を続接の器機
　　　　　　　。るす正修くし正を」定設

　

ROTINOM2EPAT を能機 FFO 　。るすに
　

をドーモ力入ルネンャチチルマ FFO すに
　　　　　　　。る

。るす択選をンョシクンァフ力入いし正

i 　
　　　

　
P

I

XHTEMOH ドーモ
で hc1.7 択選を生再

なべ選にのるいてし
。るあがドーモい

（ 2ARTLUXHT
AMENIC と XHT

EDOMCISUM ）

がーカーピスクッバドンウラサ 1 の本
。るいてっなに定設

をーカーピスクッバドンウラサ 2 し続接本
をーカーピスクッバドンウラサ、て 2 接本

。るすに定設るいてし続

k9

電源が入らない、動作しない、操作できない

N94

N94
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その他

映像が出ない（画面が出ない）、画面にノイズが出る

状　症 因　原 応　対 照参

てせ合を換切力入
。いな出が像映、も

VT が定設え換り切力入の側ータニモ
。いなくし正

と器機スーソ VT るす続接をータニモ
なくし正が）性合整（類種のドーコ

。い

VT なにみ読おを書明説扱取のータニモ
。いさだくてえ換り切に力入いし正、り

す更変に法続接な能可トーバンコオデビ
。る

　　　
　
w

子端トンネーポンコ
はたま（ D 繋に）子端

映の器機スーソだい
。いな出が像

VT トッジポンコが続接のとータニモ
はたま（ 2S 　　　　　　。るあで）

　

なくし正が定設力入トンネーポンコ
。い

VT ーポンコに様同もに続接のとータニモ
はたま（ルブーケトンネ D ）ルブーケ子端

。う使を

。う行くし正を定設力入トンネーポンコ

w 　
　　　

　

。いなきでが画録 はたま（トンネーポンコ D 接に子端）
うよし画録を像映の器機スーソたし続

。るいてしと

信像映たっ入の号信トクテロプーピコ
。るあで号

TUO 。いなくし正が続接の子端

はたま、トッジポンコを器機スーソ 2S 端
　　　　　　　　　　　。るす続接もで子

　

は号信像映たっ入の号信トクテロプーピコ
。んせまきでがとこるす画録

。るす認確再を続接

w 　
　　　

　
　　　

　
y　

が面画プッアトッセ
。いなれさ示表

の機本 TUOROTINOM し続接に子端
　　　　　　　　　　　　。いないて
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

と機本 VT 使を子端トンネーポンコを
、合場るいてし続接てっ VT てっよに

セはで定設のンオをトスーバーラカは
がのもいなれさ示表が面画プッアトッ

。すまりあ

VT の機本とータニモ TUOROTINOM 子端
は面画プッアトッセ（。るす続接を

TUOROTINOM まれさ力出みのらか子端
。す

を定設のトスーバーラカ FFO 。るすに

e 　
　　　
　　　

　
A

に面画プッアトッセ
。る出がズイノ

と機本 VT っ使を子端トッジポンコを
、合場るいてし続接て VT はてっよに

がトスーバーラカ FFO いてれさ定設に
まりあが合場るのがズイノーラカとる

。す

を定設のトスーバーラカ NO 。るすに A

が示表イレーバーオ
瞬、はたま。るえ消

。るれ乱が面画に時

VT 画に間瞬のそ、てっよに性相のと
。すまりあが合場るれ乱が面

インジケーターや表示がおかしい

状　症 因　原 応　対 照参

ルタジデ縮圧 * フソの
応対、もてし生再をト
がーターケジンイるす

。いなし灯点

。いなくし正が続接ルタジデ

。いなくし正が定設の力入ルタジデ

TCELESLANGIS が択選号信力入の
。いなくし正

てっなに止停時一か止停がーヤーレプ
。るい

てっ違間が定設力出声音のーヤーレプ
。るい

がクッラトるいてし生再 MCP にどな
。るいてっな

。るす認確再を続接

。う行くし正を定設の力入ルタジデ

TCELESLANGIS を力入いし正でンタボ
　　。るす択選

　　　　　　　　　　。るす始開を生再
　　

マーォフ各を定設力出声音のーヤーレプ
。るす正修うよるす応対にトッ

で能機え換り切声音のーヤーレプ デ縮圧
ルタジ * るす択選を声音の 。

i

.

ルタジデ縮圧 * フソの
グロプ、に中生再をト
ンイトッマーォフムラ
なし灯点でーターケジ
。るあがルネンャチい

が声音のルネンャチのそにトフソ生再
。いないてれさ録収

確ごをジーケッパのトフソるいてし生再
。いさだく認

%

圧縮デジタル＊：ドルビーデジタル、DTS、MPEG-2 AACなどの総称として使用します。

• 本機のOSD画面(セットアップ画面、ステータス画面など）表示は白黒です。

N81
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自動測定（オートサラウンドセットアップ、AUTOによる設定がうまくいかない

状　症 因　原 応　対 照参

っ行度何を定測動自
。るなにーラエもて
さ定測くし正はたま

。いなれ

。いないてっ整が境環定測の屋部 え整を境環定測の屋部てっ従に項事意注
。る

。るえ抑を生発の音響残な度過や波在定

!

ーウブサの果結定測
際実が離距のーァフ

。い長りよ離距の

ルィフスパーロ部内のーァフーウブサ
ィデに音生再で響影の製特延遅のータ

。るいてっかかがイレ

CCACN 慮考を製特延遅たっいうこ、はで
イレィデな確正てし定特を離距でえうたし

。すまいてしにうよるす定設を間時

小、大のーカーピス
に定設たっ誤が定設

。るな

あが音騒の数波周いくにえこ聞に耳
。る

電の器機たし用使をーターモどなンコアエ
。るみてっ切を源

音、がたし正補場音
。いしかおが

いてし転反が相位の子端ーカーピス
＋（。る / ）逆が－

。るす続接くし正

オートサラウンドセットアップ（自動音場補正）のOSD画面メッセージの意味

「Connect Microphone」
：SETUP MIC用ジャックに付属のオートセットアップマイクを接続してください。

「Too much ambient noise」
：周辺の騒音が大きすぎ、測定に誤差が生じる可能性があります。

・エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的にOFFにするか
遠ざけるなどの処置を行ってみてください。

・周囲が比較的静かな時間帯にもう一度やり直してください。

「Check Microphone」
：マイクからテスト信号が検出できなくなりました。

・オートセットアップマイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。
・スピーカーが正しく接続されているか確認してください。
・測定中はできるだけボーリュームを変化させないでください。

「Don’t change volume」
：測定精度が落ちる可能性があるため、できるだけボリュームを変化させないでください。

「ERR」
：Speaker Level測定後のYes/No Check判定で、以下のような間違った接続を検出しました。

・フロント、サラウンドに表示された：スピーカーがL/Rの片方しか検出されませんでした。
・サラウンド「N O 」、サラウンドバック「E R R 」の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンド
バックの接続が検出されました。

・サラウンドバック（1本接続時）の場合：R ch側から検出しました（1本のみ接続するときはL ch側を
使用してください）。

「Attention Subwoofer output level is too low   Turn volume up on subwoofer」
：[YES]と設定したサブウーファーの出力信号が検出できません。サブウーファー本体の電源を確認し
ボリュームを適正値に上げてください。
・上記を確認したうえ、[Retry]または[Go Next]を選び、決定してください。

「OVER!!」
：アコースティック キャリブレーション EQのマニュアル設定で、イコライザーの総合特性のピーク
が、この製品であらかじめ規定しているレベルの上限を超えました。
・再生音に歪みを生じる可能性があります。表示される直前に調整した周波数に修正し、その周辺の
設定も修正してください。

N94
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その他

i.LINK関係

状　症 因　原 応　対 照参

KNIL.i ターケジンイ
がるいてし灯点がー

。いなでが音

（護保権作著が器機たし続接 PCTD ）
　　　　　　　　。いないてし応対に

　　　

ッマーォフ声音いないてし応対が機本
。るいてし力入を号信ト

の器機たし続接 KNIL.i 出らか子端力出
。いないてれさ力

（護保権作著は機本 PCTD いてし応対に）
し照参を書明説扱取の器機たし続接。すま

。いさだくて

だくてし照参を書明説扱取の器機たし続接
。いさ

だくてし照参を書明説扱取の器機たし続接
。いさ

s

KNIL.i ターケジンイ
、ていてし灯消がー

。いな出が音

、でえ替り切号信力入 KNIL.i 器機応対
。いないでん選を

KNIL.i 。るいてれ外がルブーケ

KNIL.i 。るぎす長がルブーケ

OIDUAKNIL.i し応対にトッマーォフ
。るいてし続接を器機いないて

器機の間のと機本と器機るいてし生再
。るいてれ切が源電の

TCELESLANGIS か　、でンタボ OTUA
。るす択選を

。す直し続接くし正

m5.3 。るす用使をルブーケの下以

　。るす照参を書明説扱取の器機たし続接
　　

電、はてっよに種機、りたいてれ切が源電
す送伝を号信、合場の態状イバンタスが源

。んせまきでがとこる
参を書明説扱取の器機たし続接、はくし詳

。いさだくてし照

.

s

q

FFOSLQP はたま
NOSLQP 示表瞬一が

れ切途が音、てれさ
。る

KNIL.i の他、に中生再で続接 KNIL.i 接
るすりたし更変を態状の器機続

と SLQP の FFO/NO 、りわ換り切が
。すまりあがとこるれ切途瞬一が音

TCELESLANGIS
で KNIL.i なべ選が
。い

KNIL.i ないてっ入が源電の器機応対
。い

KNIL.i 。いなくし正が定設の力入

　　　　　　　　　　　　。るれ入を源電
　

。るす定設くし正

DCAS 止停を生再の
フムラグロプもてし
ケジンイトッマーォ
たれさ示表がーター

。るなにまま

DCAS ォフの他、もてし止停を生再の
ラグロプ、でまるれさ力入がトッマー
示表はーターケジンイトッマーォフム

。すでままたれさ

N82
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その他

状　症 因　原 応　対 照参

ボの前直る切を源電
覚をルベレムーュリ

いないてえ

、に後直たし更変をルベレムーュリボ
。たっ切を源電

、後更変ルベレムーュリボ 1 ていお上以秒
。る切を源電らか

設の前直る切を源電
ないてえ覚を容内定

い

切を源電、に後直たし更変を容内定設
。たっ

、後更変容内定設 1 源電らかていお上以秒
。る切を

し正が面画ンコモリ
っなくなれさ示表く

。た

がーラエみ込み読報情面画のンコモリ
。たし生発

う行を作操のこ。るすトッセリをンコモリ
リモメのてべすたれさ定設にンコモリ、と
ごでのすまり戻に定設の時荷出場工が容内

。いさだく意注

:

i.LINK関係の表示部のメッセージの意味

「BUS FULL」
：i.LINKの伝送容量が最大まで達したために, もうデータを送信することができない。

「CANNOT LINK 1」
：本機とi.LINK接続されている機器との接続関係が不安定である。i.LINK ケーブルが正しく接続されて
いるか確認し、本機とi.LINK接続されている機器との間にi.LINK対応機器がある場合は、それらの機器
も含めて正しく接続されているか確認してください。

「CANNOT LINK 2」
：i.LINK接続したい機器を識別できないので、その機器からの信号を受信できない。

「LINK CHECK」
：i.LINK接続関係を確認している。例えば本機とi.LINK接続されているネットワーク上で、新しく機器が加
えられたり、外されたりしたときに表示します。再生中にこのメッセージが表示されたときは、音が途切
れる場合があります。

「LOOP CONNECT」
：i.LINK対応機器間の接続において、接続がループになっている。

「NO NAME」
：i.LINK接続されている機器に、製品名またはメーカー名などの情報がないときに表示します。

「NO SIGNAL」
：i.LINK対応機器でもレシーバーのように再生信号を出力しない機器や本機で受信できない信号を出力
する機器を選択した時に表示します。

「PQLS OFF」
：再生中にPQLSの機能がOFFになったときに表示されます。このとき、音が瞬間的に途切れます。

「PQLS ON」
：再生中にPQLSが機能がＯＮになったときに表示されます。このとき、音が瞬間的に途切れます。

「UNKNOWN」
：i.LINK接続されている機器の情報が認識できない時に表示します。
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その他

保証とアフターサービス

保証書（別添）

保証書は、必ず「販売店名・購入日」などの記入を確

かめて販売店から受け取っていただき、内容をよく

お読みのうえ、大切に保管してください。

保証期間はご購入日から1年間です。

補修用性能部品の最低保有期間

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り

後最低8 年間保有しています。性能部品とはその製

品の機能を維持するために必要な部品です。

修理に関するご質問、ご相談

お買上げの販売店または、お近くのパイオニアサー

ビスステーションをご利用ください。

所在地、電話番号は別添の「ご相談窓口・修理窓口

のご案内」をご覧ください。

修理を依頼されるとき

101～107ページにしたがって調べていただき、な

お異常のあるときは、ご使用を中止し、必ず電源プ

ラグを抜いてから、お買い上げの販売店、またはお

近くのパイオニアサービスステーションにご連絡く

ださい。

連絡していただきたい内容

¶ ご住所

¶ お名前

¶ 電話番号

¶ 製品名 : AVマルチチャンネルアンプ

¶ 型番 : VSA-AX10i

¶ お買い上げ日

¶ 故障または異常の内容（できるだけ詳しく）

¶ 訪問ご希望日

¶ ご自宅までの道順と目標（建物や公園など）

■　保証期間中は :
修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書

に記載されている当社の保証規定に基づき修理いた

します。

■  保証期間が過ぎているときは :
修理すれば使用できる製品については、ご希望によ

り有料で修理いたします。

]

愛情点検�
長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめい
たします。こんな症状はありませんか
・電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
・電源コードにさけめやひび割れがある。
・電気が入ったり切れたりする。
・本体から異常な音、熱、臭いがする。

すぐに使用を中止し、電源プ
ラグをコンセントから抜き、
故障や事故防止のため電気店
または当社サービスステー
ションに点検（有料）をご依
頼ください。

音のエチケット

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしましょ
う。
ステレオの音量は、貴方の心がけ次第で大きくも小さくもなります。
とくに静かな夜間には小さな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配りま
しょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。

音のエチケット�

お手入れについて

通常は柔らかい布で空拭きしてください。汚れがひどい場合は水で5 ～6 倍に薄めた中性洗剤に柔
らかい布を浸してよく絞った後、汚れを拭き取り、その後乾いた布で拭いてください。アルコー
ル、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげることがありますので
ご注意ください。また、化学ぞうきん等をお使いの場合は、化学ぞうきん等に添付の注意事項をよ
くお読みください。
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目的別索引
本機でやりたいことに合わせて必要なページを見つけてください。

的目　　　　 目項るす応対 照参

トンロフ（生再オレテス hc2 いたしを）力出 生再本基

果効と類種のドーモグンニスリ

m

Q

（生再ドンウラサ hc3 いたしを）力出で上以 生再本基

果効と類種のドーモグンニスリ

m

Q

DVD 端力入ルネンャチチルマ（オィデーオ
。いたし生再を）器機続接の子

DVD ）力入ルネンャチチルマ（オィデーオ
生再の

I

KNIL.i いたし生再を器機たし続接に子端 生再本基 m

生再 び選をドーモグンニスリてせわ合にルンャジ
。いた

果効と類種のドーモグンニスリ Q

たしくすやりとき聴をどなフリセもで量音小
い

能機グンニスリトイナドッミ Y

いたえ変を音の域音低や域音高 能機ルーロトンコンート U

いたし減低をズイノのスーソ生再 能機ンョシクダリズイノルタジデ Y

いたし減低をみ歪の時力入グロナア う使をターネテッアトップンイ P

いたし減低をみ歪たじ生りよに分成音低超 定設ルベレクーピの声音域低超

再オレテスもで所場の外以ムールグンニスリ
いたみし楽を生

ーカーピス B/A しなこい使の

トンロフ hc を pmA-iB 生再で質音高てし続接
いたし

ーカーピス B/A しなこい使の

いたし消を音に的時一 （ンコモリ GNITUM ）ンタボ *

いたい行を定設で動自 プッアトッセドンウラサトーオ !

いたり知を容内の定設るす関にドンウラサ 正補場音

kcehC ）認確定設の正補場音（

g

j

声音と像映 ( どなフリセ ) わ合をグンミイタの
いたせ

定設のイレィデドンウサ A

調をルベレトクェフエのドーモドスンバドア
るす整

DECNAVDA るす整調を果効のドーモ R

定設 いたり知かのるあが目項定設なんど 覧一目項定設のプッアトッセムテスシ

いたし整調をさる明の部示表 るす整調をさる明のイレプスィデ ( ーマィデ ) D

変を名ンョシクンァフ力入るれさ示表に体本
。いたえ

定設の示表ンョシクンァフ力入

DSO いたしに適最を置位の示表面画 DSO 整調の］面画ーュニメ［

いたし作操でンコモリの属付を器機他 LLACERTESERP ドーモプッアトッセ

GNINRAEL ドーモプッアトッセ

G

J

ンコモリ 、にきとたえ換り切をドーモ作操のンコモリ
いたしにうよいならわ換り切が力入に時同

NOITCNUFTCERID るす定設をドーモ :

いたしアリクを定設のドーコトッセリプ トッセリのンコモリ :

いたし集編くすやい使を面画作操の器機他 モメムテイア

ルベラーキ

N

他のそ の能機の在現 FFO/NO いたし認確を態状 ）面画スターテス（認確の容内定設種各 F

同ときとたっ買、てしアリクを定設のてべす
いたしに態状じ

）みの作操体本（トッセリルーオ定設

N84

N91

N100

N91

N87

N79

N83

N77
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その他

あいうえお順
アコースティック
キャリブレーションEQ....... 44～46,55
アナログ................. 20,24,27,49,62,80
一覧（全体図）
　　ディスプレイ ................................... 15
　　フロントパネル ............................... 16
　　リモコン ........................................... 18
　　リアパネル ....................................... 20
　　設定項目 ........................................... 79
　　工場出荷時の設定 ........................... 99
オートサラウンドセットアップ
（自動音場補正）.................. 11～14,105
音場補正................................................... 35
カラーバースト ....................................... 61
学習機能（リモコン）............................. 67
クロスオーバー周波数 ........................... 38
コピープロテクション ........................... 33
再生チャンネル .......................... 50,58,59
索引（目的別）.......................................107
周波数（特性）...................................44,98
仕様（スペック）...................................100
状態確認
　　ステータス画面 ............................... 64
　　音場補正 ........................................... 35
初期化（リセット）
　　本体.................................................100
　　リモコン ........................................... 70
初期状態（工場出荷時の設定）.............. 99
スピーカーシステムA/B .................91,38
スピーカー配置 ....................................... 30
設定
　　本体
    （SYSTEM SETUP）......... 11,35,79
　　リモコン ........................................4,65
端子/コード/ケーブル ..................20,21
デイジーチェーン ................................... 33
DVDオーディオ........................ 31,58,86
デジタル（信号、音声、フォーマット）
............................... 5,15,48,49,51～54,

95～97,103,104
デジタル
サラウンド.............. 8,51～54,95～97
デジタル接続 ................ 20,26,28,62,80
デュアルモノ（DUAL MONO）........... 59
特長 ............................................................. 5

用語別索引

ビデオコンバーター .................................... 22
ビデオ（映像）接続
.................................20,22,23～26,62,81
バイアンプ接続 ............................................ 91
バイワイヤ接続 ............................................ 91
表示（画面）
　　本体............................. 15,63,64,83,87
　　リモコン ...............................4,18,76,77
表示編集
　　リモコン ......................................... 76,77
　　本体........................................................ 87
プリセットコード呼び出し (リモコン) ..... 65
ホームシアター ............................................... 8
目次 .................................................................. 6
リスニングモード（LISTENING MODE）
....................................................................... 51
リスニングルーム ................................. 35,94
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用語別索引
ABC順
96kHz ...............................................48,96
192kHz .................................................. 48
ACOUSTIC CAL(EQ) ....................44,55
ADVANCED CINEMA......................... 53
ADVANCED CONCERT ......................... 54
ALL CH ADJ ......................................... 55
Auto Surround Setup ... 11～14,105
Bass Peak Level ................................. 84
Channel Level ...................................... 41
Component Video in .......................... 81
COLOR BUST....................................... 61
DIAL. NORM ......................................... 95
DIGITAL NR .......................................... 56
Digital-In ................................................ 80
DIRECT .............................................53,58
DIRECT FUNCTION ............................ 70
DISPLAY DIMMER ............................. 63
DOLBY（ドルビー/2）
..................................... 5,15,51～54,95
D-Range Control ................................. 85
DTCP ...................................................... 33
DTS .............................5,15,51～54,96
EFFECT/CH LEVEL
（SELECT）........................................42,54
Expert Setup ........................................ 83
F ch ALIGN............................................ 55
Function Rename ............................... 87
Hi-bit/Hi-sampling .............................. 88
IEEE1394 ............................................. 32
i.LINK...........................5,32～33,49,82
i.LINK AUDIO ........................................ 32
INPUT（SELECTOR）............ 10,16,18
Input Assign ......................................... 80
INPUT ATT ............................................ 60
ITEM MEMO .......................................... 76
KEY LABEL ........................................... 77
LCD COMMANDER ............................... 4
LEARNING ............................................. 67
LIGHT ...................................................... 19
LISTENING
CH SELECT ...................... 10,50,58.59
LISTENING MODE ........................50,51
LOUDNESS........................................... 57
MASTER VOLUME ............................. 48

MCACC .........................................5,16,55
MIDNIGHT ............................................. 56
MPEG-2 AAC ...........5,15,51～54,96
MULTI CH INPUT............ 24,27,58,86
MULTI OPERATION ................ 71～73
Multi-Ch In Select ............................... 86
MUTING...................................................... 18
OSD（画面）........................... 13,83,104
OSD Adjustment ................................ 83
PHONES ................................................ 59
POWER AMP IN .................................. 93
PQLS..............................................33,106
PRESET RECALL ................................ 65
REMOTE SETUP
............................ 4,68,70,71,74,76,77
RS-232C ............................................... 21
SIGNAL SELECT ................................. 49
SOUND DELAY ................................... 61
Speaker Distance .............................. 43
Speaker Systems ............................... 39
STANDARD .......................................... 51
STATUS ................................................. 64
STEREO ................................................. 53
SB SP Position ................................... 90
Surround Setup ................................... 35
SYSTEM OFF .................................74,75
SYSTEM SETUP .................... 11,35,79
TAPE2 MONITOR ............................... 60
THX ......................5,15,52,89～90,97
THX Audio Setup................................ 89
TONE（BASS/TREBLE）................... 57
TV CONTROL ....................................... 69
Ultra2 SW Setup ................................ 89
VIDEO SELECT .................................... 63



この取扱説明書の印刷には�
植物性大豆油インキを使用�
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● パイオニア・カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフォン）
受付　月曜～金曜　9：30～17：00、　土曜　9：30～12：00、13：00～17：00　（日曜・祝日・弊社休日は除く）

家庭用オーディオ／ビジュアル製品のご相談窓口 ：
カタログのご請求窓口 ：
ファックス ：

パイオニアホームページでのご案内
お問い合わせ先のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/

カタログ請求とメールサービス登録のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg/index.html

＜ご注意＞フリーフォンは、ＰＨＳ、携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。

製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口

部品のご購入についてのご相談窓口
付属品（リモコン・取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはパイオニア部品受注セン
ターにご相談ください。部品の交換方法などの技術相談につきましては下記のパイオニア修理受付センターにご相談ください。

＜ご注意＞フリーダイアルは、携帯電話、ＰＨＳではご利用になれません。あらかじめご了承ください。

0120-5-81095
0538-43-1161
0120-5-81096

修理のご依頼／修理についてのご相談窓口
修理を依頼される前に取扱説明書の「故障？ちょっと調べてください」または「故障かな？と思ったら」の項目をご確認ください。それ
でも異常のある時は、必ず電源プラグを抜いてから、ご購入店へご連絡ください。
ご購入店がわからないときやお近くにないときは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（沖縄県を除く）

098-879-1910
098-879-1352

＜ご注意＞フリーダイアルは、携帯電話、ＰＨＳではご利用になれません。あらかじめご了承ください。

ゴー  パ イ オ ニ ア

0120-5-81028
03-5496-2023
0120-5-81029

高調波ガイドライン適合品

● パイオニア部品受注センター
受付　月曜～金曜　9：30～18：00、　土曜　9：30～12：00、13：00～17：00　（日曜・祝日・弊社休日は除く）

電話（フリーダイアル） :
一般電話 :
ファックス（フリーダイアル） :

● パイオニア修理受付センター（沖縄県を除く全国）
受付　月曜～金曜　9：30～18：00、　土曜　9：30～12：00、13：00～17：00　（日曜・祝日・弊社休日は除く）

電話（フリーダイアル） :
一般電話 :
ファックス（フリーダイアル） :

● 沖縄サービスステーション（沖縄県のみ）
受付　月曜～金曜　9：30～18：00　（土曜・日曜・祝日・弊社休日は除く）

一般電話 :
ファックス :

この取扱説明書は再生紙を使用しています。


